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この報 告 書 は,日 本 自転 車 振 興 会か ら競 輪収 益 の一 部 で あ

る機械 工 業振 興 資 金 の補 助 を 受 け て昭和54年 度 に実施 した

「第5世 代 の電子 計 算 機 に関 す る調査 研 究」 の成 果 を と りま

とめ た もの で あ ります。
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わが 国 に お け る社 会経 済 は,資 源,エ ネル ギー 問題 を始 め と して ,国 際 的 な

変 動 と,不 確 実性 の流 れ の なか に あ る。 同時 に,的 確 な 情報 の 加工 利 用 が 重要

視 され る情報 化 社会 の形 成 が指 向 され て い る。

コ ン ピュー タは ,わ れ わ れの 情報 活 用 にお い て す で に不 可 欠 な ツール とな っ

てい るが,今 後10年 間 に は多 くの 諸 問 題 を解 決 す る ため 更 に高度 な技 術 が要

求 され,新 た な理 論,技 術 に も とつ くコ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 実現 が望 まれ

る。

この た め当協 会 では 「第5世 代 コ ン ピュータ調 査研 究委 員会」を設 置 し1990

年代 に実 用 化 さ れ るべ き コ ン ピ ュー タ ・システ ム(第5世 代 コ ン ピ ュー タ)は

どの よ うな もの に な るか,ま た,そ の開 発 プ ロジ ェク トは どの よ うに 進 め てい

くべ きか につ い ての調 査 研 究 を 昭和54年 度 か ら2カ 年 の 予定 で 開始 した
。

本年 度 は 第1年 目 と して,委 員 会 の 下部 機 関 と して社 会 環 境 ,基 礎 理 論,ア

ー キテ ク チ ャの3分 科 会
,ワ ー キン グ グル ー プ を編 成 したほ か,大 学 ・研 究 所

へ の研 究 委託,米 国 か らの外人 講…師招 聰 等 に よ り1990年 の社 会 シナ リオ
,

技術 シ ナ リオ を作 成 す る と と もに 第5世 代 コ ン ピ ュー タ に必 要 とされ る理論 と

技術 につ い て調査 研 究 を行 った。

次年度 は,具 体 的 な 目標 設定 と開 始計 画,及 び体制 に つ い て研 究 を行 う予 定

で あ る。

最 後 に,調 査 研 究 に ご協 力 を頂 い た第5世 代 コ ン ピ ュータ調査 研 究委 員会 委

員 を始 め関係 各位 に厚 く御 礼 申 し上 げ る次第 で ある。

昭和55年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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第1章 望 ま しい社会





第1章 望 ま しい 社 会

L11990年 に至 る産業社会の変化 と課題

1990年 に至 る10年 間 は,日 本 が 資源 小 国 と しての 制 約条 件 を克 服 し,

世 界の 先 頭 に立 って経 済 大 国 と して の国 際 的貢 献 を拡大 して ゆ くた めの歴 史的

な転 換期 で あ る と考 え られ る。 しか も,こ れ ま で,かSる 役 割 を演 じた英 国や

米国 が,そ の負 担 の大 きさに耐 えか ね たた め か,英 国病,米 国 病 と呼 ばれ る よ

うな産 業 社会 の混 乱 を経 験 した。その前者 の轍 を 日本が踏まないよ うにすることも

同 時 に考 え て ゆか ね ば な らな い時 期 で ある。 そ の た め には,産 業 社 会 の活力 と

ゆ と りが一 層 拡 大 され る よ うに な る こ とが期 待 され て い る。

第5世 代 コン ピ ュー タの 開発 計 画 を策 定す る前 提 とな る外 部環 境条 件 は,こ

の よ うな時 代 認 識 の 下 で検 討 され る必要 が あ る。

1.1.1変 化 を見 る視 点

一 国 の産 業 社 会 は ,国 土,自 然 条 件,歴 史 的 な諸 制 度,文 化,慣 習 な どの も

とで動 く生 き もの で ある。国 土,自 然条 件は 容 易 に変 化 せ ず,歴 史 的 な諸 制 度

に も長 期 にわ た る履歴 効 果 が あ るの で,産 業 社 会 に お け る経 済 的構 造 や政 策決

定 プ ロセス等 は,そ れぞ れ の国 に よ って,独 特 な体 系 と運 用 を 持 つ こ とに な る。

したが って,第5世 代 コ ン ピ ュー タの 開発 に 当 って考 慮 しなけれ ば な らない

外 部環 境条 件 に も 日本 独 特 な性格 が み られ る こ とに なろ う。

従 来,日 本 は環 境的,歴 史 的 に絶 えず2つ の 基本 的課 題 に直 面 し,そ の 克服

に対 処 す る こ とが総 て の政 策 の基 本 的 目的 で あ った。

第1の 基 本 的 課 題 は,資 源 小 国 と しての制 約 の克服 で あ った。 す な わ ち,日

本 は,土 地 ・資 源 に恵 ま れ ない 国土 に同 質 的 な 国民1.2億 人 が居住 する国であ り,

土 地 ・資源 条 件 だけ か らみれ ば,明 らか に弱小 国 で あ る。
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土 地 ・自然 条 件 の特 徴;

① 国土 面積;37万 平 方 ㎞

② 人 口密度;290入/平 方 ㎞

平 地 面積 当 り人 口密度 は米 国 の 約40倍

③ 食糧 自給 率;約75%

④ 石 油 自給率;約O.3%

⑤ エ ネ ル ギ ー 自給 率;約15%

第2の 基 本 的課 題 は,輸 入 資 源 を用 いた 加工 貿 易経 済 の高 度 化 で あっ た。 こ

れ は,第1の 基 本 的課題 の 必 然的 結 果 で あ り,し たが って 国際 的 分 業関係 と国

際協 調 関 係 は,日 本 の発 展 に と って 決 定 的 な影 響 を持 つ 要 因 で あ った。

一 方 ,こ の2つ の 困難 な課 題 を克 服 す る上 で強 力 な促 進 要因 とな った もの が

2つ あ る。

第1の 促進 要 因 は,活 力 に富 ん だ,等 質 的 な人 口,換 言 すれ ば 良質 かつ豊 富

な労 働 力 の 存 在 で あ り,第2の 促進 要 因 は,こ の豊 富 な労 働 力 を活 用 す る ため

の,高 い貯 蓄 性 向 に支 え られ た 資本 貯 蓄 と,積 極 的 な外 国技 術 の導 入 に 支 え ら

れ た近 代 的 な産業 技 術 の 蓄積 とで あ った。

第1の 課 題 は,広 大 な海 岸 線 を利 用 した国 土 の造 成 や高 地 の有 効 利 用 な どに

よって も,1990年 ま でに は大 きk効 果 は期待 で きない。 また,日 本 人 の大

量 な海 外 移 住 も1990年 ま で には 困難 で あ る。 さ らに,代 替 エネ ル ギ ー技術

の加 速 的 開発 に よって も,1990年 まで に は,エ ネ ル ギ ー自給 率 は25%程

度 に と どま らざる を え ない で あ ろ う。

第2の 課 題 に つ い ては,日 本 の国 際競 争 力 は,今 後 引 続 き高 い 水準 で維 持 さ

れ る もの と考 え られ るの で,有 効 な国 内需 要 の大 幅拡 大 が ない か ぎ り,国 際摩

擦 や 国 際 紛争 が誘 発 され 易 くな り,国 際分 業 や国 際協 調 の ため の抜本 的 な対 策

が 必要 とな る だ ろ う。'

第1の 促 進要 因 に つい て は,労 働 力 の 高令 化 が進 み,旺 盛 な 消費性 向の 沈 静

化 と再 び旺 盛 な貯 蓄 性 向 が 向上 す る傾 向 は それ ほ ど顕 著 では な いの で1990
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年 まで に は,も は や 有効 な促進 要 因 で は な くな って い よ う。

第2の 促進 要 因 につ い て は,先 進 国 間 の技 術 移 転 を促 進 す る た め に,従 来,

「開発 」 に特 化 してい た研 究 開発 資 金 を成 功 確 率 の 低い 「研 究」 に も大 幅 に配

分 せ ざる を え な くな り,技 術革 新 の低 滞 感 は1990年 ま でに持 続 し,研 究 開

発 の効 果 的 マネ ジ メ ン トの確立 が,官,学,民 共 通 の重要 課 題 となろ う。

この よ うに 見る と,第5世 代 の技 術 開 発 に対 す る外 部 環 境条 件 は 従来 に な く

厳 し くな る の で,計 画 設定 に際 して は潜 在 的 な個人 的 ニ ーズ,産 業 的 ニ ーズ,

社 会 的 ニー ズの 発 掘 に努 め る と同時 に,計 画 の 必要 性 や期 待 効 果 が 国 民 に十 分

認 識 で き る よ う,格 別の 配 慮 をす る必要 が あ る。

1.1.2変 化 に よ る脅威 と機 会

総 ての変 化 は,常 に脅 威 と機 会 を 同時 に もた らす もの で あ る。 例 えば,日 本

の半導 体 産 業 に つい て み る と,「 石油 シ ・ック 」 とい うふ し目に対 応 す る ため

の考 え か た の差 が 日米 の競争 力格 差 を拡 大 す る こと とな っ た。 そ れ は,米 国 の

半 導 体産 業 の 多 くが コス トア ップの脅 威 を回 避 し よ うと して安 い労 働 力 だけ を

求 めて労 働 集 約 的要素 を発 展途 上 国 へ 移 転 す る とい う方 法 を とったの に対 して,

日本 の 企業 の 多 くは体質 改 善 の 機 会 と考 え,自 動 化 や無 人 化 に積 極 的 に取 組ん

でい った か らであ る。

第5世 代 コ ン ピ ュー タの 開発 を必 要 とす る多 くの産 業 社会 の変 化 に対 して も,

わ れ われ は 脅 威 と機 会 の 両面 か ら検 討 を重 ね て 開発 計画 の 策 定 に反 映 して ゆか

ねば な らな い。 しか し,脅 威 は 過去 の延 長 や 分析 に よって発 見で きるが,機 会

は飛 躍 した発 想 と洞察 に よ らなけ れ ば 創 出す る こ とはむつ か しい。 そ のた め の

通常 の技 術 開 発 計画 の策 定 に よ って これ を求 め る こ とには 困難 が あ る。 と りわ

け,合 意 を尊重 す るあ ま り少数 意 見 を軽 視 す る傾 向 の強 い わが 国 で は な じみ に

くい。 した が って,第5世 代 コ ン ピ ュー タの技 術 開 発計 画 は,やSも す る と脅

威 対応 型 の計 画 に な り,機 会対 応型 の 計 画 と しては 弱 点 を残 す こ とに な る可能

性 が あ る。 そ の点,以 下に 述べ る主 要 な変 化 に つ い ては,開 発計 画 の推 進 当 初
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1～2年 間程度,技 術 開発活動 と並 行 して市場 開発の観点か ら引続 き調査研究

を実施す ることが望 ま しい。

1.1.3予 想 され る産 業 社会 の 主要 な 変化 と課題

(1)社 会生 活 の 情報 化 を必 要 とす る変 化

工業 化 以 後 の 社会 に おい ては,情 報 は食 糧 やエ ネ ル ギー に匹 敵 す る新 し

い資 源 で あ る。 す な わ ち,情 報 を生産 手 段 とす る比 率 の高 い第3次:産 業 の

就 業比 率 は,国 勢調 査 か らの予 測 では1990年 ま で には57%に 達 し,

職 業意 識 の 面 では,年 令 が高 くな るほ ど情 報 依存 度 の高 い,高 度 な専 門職

種 へ の進 路 期 待度 が 高 くな って い る。

1990年 まで には,ダ ニエ ル ・ペ ル等 が 指摘 した情 報 化 社 会 へ の移行

は確 実 に始 ま り,産 業 社 会 の 発展 に とって,情 報 は新 しい 資源 と して決 定

的 な影 響 を持 つ 存 在 に な って い る だ ろ う。

情報 資源 は,消 費 に よ って減 耗す る食糧 や エ ネル ギ ー とは違 い,

① 消費 に よる増量,高 付 加価 値 化

② 社 会 的過 剰 状 態

③ 個 人 的不 足状 態

とい う特 性 を 持 ってい る。 したが って,第5世 代 コ ン ピ ュー タの開 発 は,

情報 の拡大 再 生 産 や高 付 加 価 値 化 に対 す る貢 献度 を高 め る こ とが 先 づ考 え

られ なけ れ ば な らない。 次 に,社 会 的過 剰状 態 と個人 的 不 足状 態 との ギ ャ

ップを解 消 す る ため,個 人 の多様 なニ ーズ に対処 で きる よ うな機 能 の高 揚

を考 え なけ れ ば な らない。

この分 野 で,と りわけ重 視 され る必 要 が あ るの は,家 計 の 高度 化 へ の対

応 と,行 政 の高度 化 へ の対 応 とで あ る。 家 計 支 出 に 占め る雑 支 出の比 率 は

1990年 ま でには50%を 超 え,効 果的`(自 由裁 量 す る た め には個 人 レ

ベ ル での情 報 ニ ーズが 飛 躍 的 に増 大 す るで あ ろ う。

ま た,国 民 の期 待 に応 え る効 果 的 な行 政 サ ー ビスの 提供 の た めの 情報 二
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一 ズ も飛 躍 的 に増 大 し ,特 に犯 罪,離 婚,自 殺,麻 薬,失 業,交 通 事 故 な

どの社 会 病 理(ア ノ ミー)解 決 の た め の情 報 ニ ーズは,従 来,整 備 が 遅 れ

てい た分 野 だけ に,需 給 ギ ャ ップの 解 消 が強 く期待 さ れ よ う。

そ の場 合,第5世 代 コ ン ピュー タ には 多様 な ニ ーズ に対 応 で き る分 散 性

と,社 会 的 ・個人 的 ニ ーズ を顕 在 化 で きる経 済 性 とが要 求 され る と とに な

る。

(2)入 口構 成 の変動 に と もな う変 化

1990年 まで に は,日 本 の65才 以上 の高 令 入 口比率 は12%に 達 し

て い よ う。 この水準 は,ア メ リカ,西 ドイ ツ,ス エ ー デ ン,フ ランス は何

れ も1960年 代 に到 達 し,高 令 化 問 題 の経 験 を積 で い る。 日本 は,こ れ

ら諸 国 か らか な り遅 れ て経 験 す る こ とに な るの で,他 国 の教 訓 が 生 かせ る

立 場 に な るが,現 実 に はそ れ は 全 く期 待 で きな い。 そ れ は,高 令 入 口比 率

が5%か ら12%に 達 す る の に各 国 は75年 か ら100年 とい う長 い 時間

を要 して緩慢 な変 化 を遂 げ てい った の に反 して,日 本 は43年 とい う短 期

間 に急 激 に変 化 して ゆ くた めで あ る。

高 令 化 に と もない,西 欧 型 の 高福 祉,高 負担 社 会 で は老 入 の早 期 引退 を

促 し,若 者 の勤 労 意 欲 を失 わせ,活 力 の乏 しい 社 会へ と変 化 して行 った。

わが 国 が,こ うした 過 程 とは異 な る独 自の 高 令化 社会 を実 現 させ て ゆ くた

め には,老 人 の余 暇 が 非 行 や社 会 的 軋 礫 の原 因 に な らぬ よ う年 令 に応 じた

社 会 参加 に必 要 な適 応 力 を高 め る た めの,生 涯 教 育,生 涯 学 習 の場 と機 会

を創 出す る こ とが 必要 で あ る。

(3)低 生 産性 分野 の生産 性 向 上 を必要 とす る変 化

農 業,漁 業,流 通 業,公 共 サー ビス業 な どの 分野 は,そ の 近代 化 努 力 に

もか か わ らず第2次 産業 と比 較 して 低生 産 性 分野 とな ってい る。75%の

食糧 自給 率 をさ らに高 める と と もに,可 住 地面 積 を拡 大 す る た め に も農 業,

漁 業 の生 産性 は さ らに高 め る必要 が ある。 この面 で は コン ピ ュー タに よ る

農 業,漁 業 の工 業化 な どの試 み が 今後 さ らに高度 化 され る こ とに な ろ う。
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流通 業 に つ い ては,産 業 の暗 黒大 陸 と言 わ れ,省 力化,無 人 化,無 公害

化 な どの 面 か ら多 くの改 善 が な され て きたが,何 れ もま だ対 症療 法 の 域 を

出て い な い。 周辺 分 野 ま で含 めた トー タル シス テ ム と しての改 善 の 余地 は

大 き く,こ の 分 野 で第5世 代 コ ン ピ ュー タに期 待 され る点 は大 きい。 特 に,

コン テナ ー輸 送 や バ イ ブ輸送 な どの新 しい流通 ネ ッ トワークの 開発 の分 野

では そ の期 待 は 大 きい。

公共 サ ー ビス業 につ い て は国 民 の サ ー ビス ニ ーズが 多様 化 す る反 面,テ

ー プ ・ガバ メ ン ト意 識 が高 ま り
,そ の 生 産 性 向上 は極 め て重 要 な社 会 的課

題 と な って くる。行 政 サ ー ビスに対 す る不満 は 意識 調 査等 で は徐 々に高 く

な りつSあ り,危 険 な傾 向 がみ られ る。

(4)国 際競 争 力 の確保 に と もな う変 化

国 際競 争 力が 高 ま り,先 頭走 者 の立 場 に立 つ と,常 に実力 以 上 の過度 の

負担 を強 要 され,やXも す る と英 国病 や米国 病 に み られ る よ うな大 国 病 に

かxる 危 険 が あ る。過 度 の 負担 が最 先 に現 われ るの は輸 出規 制 と技 術 協 力

の 面 にお い て で あ る。

市場 情 報 や技 術 情報 に対 す る地 球 的規模 の情 報 収 集 と情 報 サ ー ビスの シ

ス テ ムは わ が 国 では ま だ未 整 備 で ある。 この ため,効 果 的 自主 規制 を行 な

うこ とが で きず不 必要 な摩 擦 や紛争 を誘 発 して先 頭走者 の負担 を高 め てい

るo

技 術協 力 に つ い て も,相 手 国の 実 情 に合 致 した 中間技 術 や 適正 技術 を評

価 で き る よ うな情 報 シス テ ムに対 す るニ ーズは 今 後急 速 に高 ま って くる で

あ ろ う。

(5)デ モ ンス トレ ー シ ョン効果 の大 き な課 題

以 上 に述 べ た主要 な変 化 とそれ に とも な う課 題 は,第5世 代 コン ピュー

タの 開発 計 画 に対 す る国 民 的 支 援 を うる には必 らず し も鮮 明 な課題 とは い

え ない。 特 定 の 分 野 の変 化 に対応 す るような項 目ではな く,よ り総 合的 な課

題 を 設定 す る必要 が ある。 代 替 エネ ル ギ ー開発 計 画 の 場 合 に お け る 「供給
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率 」 に相 当 す る分 り易 い課 題 と して は,基 幹産 業 分 野 では,

① オ ン ライ ン化 に よる紙 の節 約

②CAD/CAMに よる製 造 エ ネ ル ギ ーの 節 約

③C&Cに よる ビジネ ス ・ト リ ソプ の減 少

④ マ イ ク ・プ ・セ ンサ ーに よる エ ネル ギ ー節 約,製 品寿 命 の延 長(損 傷

検 出,自 動 修復 な ど)

な どが例 示 で き よ う。 これ らの課 題 は,何 れ もデ モ ンス トレ ー シ ョン効 果

の 大 きな課題 で あ り,か つ 基本 的 な変 化 が もた らす 脅 威 と機 会 へ の 対応 が

と り易 い もの で ある。

ま た,そ れ以 外 の分 野 では,

⑤ 双 方 向通 信等 に よる ホー ム シ 。 ッピ ング

⑥C&Cに よ る予 防医 療(一 ▽レス ク ア ー)

⑦ マイ コ ン等 に よる 日本 語 情報 の 自動 翻 訳

な どが あげ られ よ う。

1,21990年 にお け る 望 ま しい社 会 の イ メー ジ

日本 で つ く られ た世 界 地 図 を 見る と,日 本列 島が そ の 中心 に位 置 し,世 界 中

の 情報 と資源 が 日本 に集 中 して い る よ うに み え る。 しか し,海 外 でつ く られ た

地 図 をみ る と,日 本 は東 の端 に あ り,ま さに極 東 の僻 地 とい う感 が あ る。

そ の面 積 は,世 界 の約O.3%で あるが,そ こ に居 住 す る人 口は 世 界 の 約3%

で あ る。 そ の 日本 が世 界 のGNPの 約12%を 占め,ア メ リカに 次 ぐ世 界第2

の経 済 力 を保 有 して い る の で あ るか ら,他 の 諸 国 か らみ る と奇 蹟 で あ る。 ま と

もで は ない か ら 「働 き病 」(ワ ー カホ リ ック)な ど とい う批評 が 出 て くる こと

にな る。

彼等 の 目か らみ る と,こ の 日本 列 島 の上 で 日本 が な しとげ た 巧み な近代 工業

の 建設 の チエ は十 分理 解 す る ことが で きない だろ う。1990年 ま で に,日 本
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は,世 界 に 向 って この 日本 の奇 蹟 の メ カニ ズ ム を十 分 理解 して も ら う努 力 を重

ね,そ の うえ で,日 本 人 の チエ を納得 させ られ る よ うな独 創 的 な技 術 開発 を し

てみ せ る必 要 が あ る。

工 業化 社 会 で先 頭 集 団 を追 いか け追 い越 した 日本 は,情 報 化 社会 へ の過程 で

は,今 後 は 先 頭走 者 と して追 いか け られ る立 場 に立 つ ことに な るわ け であ る。

コ ン ドラチ ェフ流 の 長期 経 済 波動 分 析 に よる と,1980年 代の 後半 に な る

と,世 界経 済 は長 期 下降 局面 か ら長 期 上 昇 局面 へ の転 換期 を迎 え,各 々の分 野

で技 術 革 新 が 隆 盛 を 極 め る もの と期 待 され て い る。 第5世 代 コ ン ピュー タは

そ う した次 の経 済上 昇 局面 に お け る革 新 の先 弁 をつ け る もの と して の使命 が期

待 され て い る とい え よ う。

日本 に は,約2万Krnの 海岸 線 が あ り,浅 海 域 の利 用 可能 海 岸 線 と しては世 界

最 長 で ある。 わ が 国 は,こ れ ま で,こ こに臨 海 工業 地 帯 を開発 し,近 代 的工 業

コ ン ビナー トを 建 設 して き たが,今 後 は,こ の浅 海 域 を さ らに食 糧 生産 や エネ

ル ギ ー生 産 の基 地 と して有 効利 用 して ゆけば,世 界 に例 の 少 な い国土 資源 の開

発 が で き よう。

次 に,日 本 の水 資源 は無 計 画 な利 用 に よ って現 在 危機 的 徴候 がみ られ るが,

そ の 降雨量 は,世 界 の工 業 国 の 中 では 最 も多 く,欧 州 の平 均 の3倍 に達 して い

る。 こ こに も,再 開発 の 可能 性 の高 い 日本 の資 源 が ある。

一 方 ,日 本 人 自身 につ い てみ る と,教 育水 準 の高 さ と犯 罪 発 生率 の 低 さで は

先 進 国 の トップ レベル で,過 去10年 間 に犯 罪 発 生 率 が20%も 低 下 した国 は

日本 の み で あ る。

ま た,30年 以上 にわ た って戦争 の うず の外 に在 り,そ の間,ど の 国 よ りも

資本 主 義 的 自由社 会 体 制 の原 則 で ある 財産権 の保 障,財 産 所 得 の保 障(余 剰 所

得 の収奪 を行 なわ ない),自 由な事 業機 会 の保 障 を 忠実 に守 って きた国 は な い。

若 し,日 本人 が 大 挙 して海 外 に移住 し,日 本 の平 地 と社会 制度 が そ の まX開 放

され た と した ら,日 本 には 世 界の 超 優良 企業 が 大挙 して進 出 して くるだろ う。

しか も,公 害,環 境 汚染 な どにつ い て も,他 の諸 国 に比 べ る と上手 に歯止 め
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が か か っ て い るo

しか し.世 界GNPの12%を 占め る経 済大 国 日本 が これ か ら どの よ うな道

を切 り開 い て ゆ けば よい か につ い ては,楽 観 を許 され な い 多 くの問 題 が残 され

てい るo

高度 成 長 期 に,あ る外 国人 は,「 日本 人 はそ の うち月 ま で物 を 売 りに ゆくぜ」

と軽 口を 叩 いた ことが あ った が地 球 は有 限 で あ る。 資源 につ い ては もち ろん,

消費 につ い て も無 限 と考 え る わけ には ゆか な い。

この よ うな環 境 条 件 の 中 で,更 に豊 か で,よ り健 康 的で 平和 な人 々の生 活 を

実現 しうるか ど うか は 付加 価 値生 産 性 とい う尺度 で はか られ る数 字 を,ど の よ

うに更 に 改 善 し うるか ど うか で き ま る。

今 日,日 本 の賃 金 ベ ー スは,欧 米 に比 べ て,見 お と りの な い と ころ ま で きた。

これ に対 して,日 本 は物 価 高 だか ら,生 活 の 内容 は貧 しい とい う説 もあ る。 そ

こで例 に あげ られ るの は,牛 肉 とか住 宅 とい った こ とだ が,一 方 にお い て,日

本 に は世 界 一価 格 の安 い もの もある。 海 外 の旅 行 者 が,日 本 に来 る と必 らず 買

うもの が,カ メ ラ,時 計,電 卓 とい った こ とか らも明 らか で ある。 日本 の工 業

製 品 に は世 界一 優 秀 で しか も安 い もの が い く らで も あ る。 これ に比 べ てサ ー ビ

ス,食 糧 な ど,世 界 の水 準 よ り遙 か に 高 い もの もあ る。 これ か らわ か る よ うに,

日本 の価 格 体 系 は,海 外 のそ れ とは 著 し く異 な ってい る。

ホ テ ルで 夕食 を とる と,そ の費用 で電卓 が4台 も買 える とい うの は,明 らか

に異 常 で ある。 この よ うに な った原 因 は,い うま で もな く過 去10年 間 に おけ

る各 々の業 種 にお け る生産 性 の の び率 の 差 で ある。

80年 代 情報 化 の課 題 の第 一 は,低 生 産性 分 野 を,ど の よ うに して改 善 して

い くか とい う こ とで あ る。 そ れ は既 に言 わ れ てい る よ うに,第 一 次 産業 の 分 野

に多 く見 られ る し,ま た,流 通,サ ー ビス関 係,ま た安 い,そ して効率 的 な行

政 に対 す る 国民 の期待 も大 きい。 これ らの ボ トル ネ ックが,ど の方 向に解 決 す

るか は,こ れ か らの10年 先 を考 え るた め の,ま ず 基 本 的 条件 で あ る。

と ころ で これ らの生 産 性 を改 善 す るに は 巨大 な投 資が 必 要 だと世間一般には考
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え られ てい る。 もち ろん 金が な くては で きない方 法 もあ る。 自動 化,機 械化 な

どで あ る。 しか し殆 ん ど金 を使 わ ない方 法 もあ る。 た とえば道路 に取 りつけ られ

て い る信 号 機 を,車 の流 れ に合 わせ て青 信号 に 次 々 と切 換 え る とい う方 式,っ

まb系 統 制 御 にす れ ば,30分 かSっ た と ころ を15分 で行 け る よ うに な る。・

1同 じ道路 で も30%多 くの車 が 走 れ る。 道路 の幅 を広 げ て 同 じ結 果 を得 るに は

何 十 徳 とい う金 の 必要 な と ころが,僅 か数 千万 円 で可 能 で あ る。

道路 を広 げ た り,自 動 機 械 を導 入 す る こ とに よる生 産 性 の 向上 を ハ ー ドウエ

アに よる もの と考 え る と,系 統 制御 の例 は ソ フ トウエ ア に よる もの で,こ の場

合 の主役 は,い うまで もな く情 報 技 術 であ る。

日本 には ま だ多 くの低 生産 性 分 野 が あ る とい う こ とは,開 拓 可能 な未利 用 資

源が 残 され てい る とい うこ とに 相 当 す る。

従 って,エ ネル ギー そ の他 の 天然 資 源の利 用 に つ い て 多 くの 制 約 が加 わる と

して も,こ れ らの 未 利 用 資源 の発 掘 に よ って,更 に 日本 のGNPは 成長 を続 け

る こ とが 可能 で ある 。

そ して1990年 にお い て期 待 され る日本 のGNPは 少な くとも現 在 の2.3i

倍 とな り,そ れ は ハ ー ドを巧 み に効率 よ く運 用 す る ソ フ トとの組 合 せ とい う形

で実 現 す るで あ ろ う。

しか しこの こ とが,次 の い くつか の 問題 を提 起 す る こ とに な る。 それ は,世

界 にお け る経 済 的 シェアの拡大は,著 し く日本 の経 済 の動 向 に よって 世界の 経 済

に及 ぼす 影 響 が 大 き くな った とい うこ とで ある。 第 一 次 オ イ ル シ ョ ックで,日

本 の経 済 は 沈滞 し,物 価 は 急 上 昇 す る とい う最 悪 の事 態 を まね い たが,そ の イ

ンパ ク トは,そ の まX日 本 と多 少 で も経 済 の面 で関係 の ある他 の諸 国に,そ れ

以上 の被 害 を もた らした。 この よ うな結 びつ きは,更 に深 ま り こそ すれ浅 くな

る ことは考 え られ な い。経 済 にお け る これ らの国 際 関 係 はそ の ま ま,外 交,政

治,防 犯 とい った他 の諸 活 動 とも関連 してお り,互 い に独 立 では な い。従 って そ

の た めの 情報 技術 の 利 用 は,今 日 とは量 質 と もに別 の レベ ル での 高 度 の ス タイ

ルが 実 現 し,そ れ が より緊密 化 した国 際的結 び つ きを 支 え るた めの 背景 と して
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不 可欠 の もの とな って い る。 デ ー タベ ース の地 球 的 規 模 に お け るネ ッ トワーク,

機械 翻訳 は もちろん 実 現 してい る で あろ う。 従 ってそ れ に対 応 す る各 種 の法 的

規 制,国 際 条 約 な ど もそ の準 備 を急 が ね ば な らな い。 ま さに,情 報 技術 に よっ

て情報 の交 換(処 理,蓄 積)は 地 理 的 距 離 を ゼ ・に して行 な われ る。 そ してそ

れ が,国 際 社 会 にお け る異 邦人 と しての 日本 を,地 球 入 と して の存 在 にす るで

あろ う。 これ は,有 限 な宇 宙船 地 球 号 の 中 に,日 本 が すべ ての 国 々 と共存 しう

るた め の重要 な条 件 で あ る。

さ て,こ の場 合 の 日本 とい う国 を構 成 す る人 間 の 問題 が あ る。 入 に は多 くの

側面 が ある。 そ の生 活 の糧 を得 る と ともに社 会 活 動 を 支え る職 業 人 と しての立

場,生 活 の場 に お け る家族 構 成 の一 員 と しての 立 場,ま た一 人 のく 格 と して の

立場 な ど とい った こ とで あ る。 従 って これ らが1990年 にお い て どの よ うな

形 で変 ぼ うを とげ て い るか を 占い,そ の た め の対 応策 を 用意 しなけ れば な らな

い。 そ して それ が 新 しい社 会環 境 に適 応 し,ま たそれ を 巧 み に運 用 でき るた め

の条件 と もな る。

この場 合 人 々 にそ の 可能 性 を与 え る のは,広 い意 味 で の教 育 であ る。

と ころで,日 本 の教 育 の高 度 化 は,目 を 見張 る もの が あ る。大学 は レジャー・セ

ンタ化 した とい う皮 肉 な 見方 も ある が,広 告 そ の他 に 外国 語 がや た らに使 わ れ

るのは,大 衆が そ れ を理解 で き るか ら こそ で あ って,語 学 の普 及 とい う背景 が

な しには 実 現 しない。 そ の傾 向 は ます ます すXむ で あろ う。 雑支 出 の増 加 と高

令 化社 会 へ の突 入 は,そ の ま ×教 育 需要 の拡 大 を意 味す る。 これ に対 応 して情

報 技術 は教 育 の すべ ての面 に組 込 れ て い くこ とは間違 い な い。 一方 に おい て,

世代 間 の ギ ャ ップは 拡 大 す る方 向 に ある。

つ い先 日行 なわ れ た総 理 府 の,青 少 年意 識 調査 に よれ ば,日 本 の 若者 は 諸外

国 に比 べ て独 自の パ タ ー ンを持 ってい る。 そ の 中 で も外 国 では 自分 の 国が一 番

良い と答 え た者 が80%に も達 してい るの に,日 本 では60%を 切 った。 これ

は放 って お け ない 大 きな課題 の ひ とつ で ある。

この よ うな心 の 問題 も含 め て,90年 ま で に 日本 の歩 くべ き道 を選択 しな く

一11一



て は な らない。 この場 合 の マ ス タ ー プ ランの た てか た につ い て は,次 の よ うな

方 針 に も とつ い て行 な うこ とが適切 だ と考 え る。

これ か らの姿 は,わ れ われ 自身が どの よ うな 施策 を考 え,そ して どの方 向 に

努 力 す るか に よ って変 る もの で ある。 つ ま り未 来 の姿 は,予 想す る もの で は な

く,わ れわ れ が創 造 し,つ く りだす もの で あ る。 そ こで,こ こでは,ま ず 日本

の可能 な望 ま しい姿 を画 き,こ れ を実 現 す る上 に 予想 さ れ る多 くの ボ トル ネ ッ

クを指摘 し,こ れ を解 決 す る上 に,情 報 技術 を含 めた 多 くの手 段が どの よ うに

機 能 で きるか とい う形 で,ア ブ ・一 チ して きた の で あ る。

日本 は第 二 次大 戦 後 僅か30年 とい う短 い年 月 の中 で,徹 底 的 に叩 き の め さ

れ た 灰 の 中か ら,今 日の強 力 な経 済 力 を実 現 す る ことに 成功 した。 そ の 間 にそ

れぞ れ の時 点 で将 来 へ の予 測 が 試 み られ たが,そ の殆 ん どは 過 少評 価 で現 実 は

常 にそれ に上 乗 した形 で 実現 した 。

これ は 多 くの 予想 が,過 去 の延 長 と して未来 を と らえ よ うと した か らで ある。

人間 には 知恵 が あ り,こ れ ま で に無 か った もの を具体 的 な現 実 と して実 現 す る

能 力 を持 って い る。

日本 の これか らにつ い ては,も ち ろん 多 くの ボ トル ネ ック が予 想 され,そ の

中 に は解 決 の む つか しい もの も ある で あろ う し,ま た 別 な障 害 も出現 す るか も

しれ な い。 しか し ここで やは り,望 ま しい社 会 の構 図 を持 つ こ とは,こ れか ら

の 創造 的努 力 を,ど の方 向 にむ け れば よいか の方 向 づ け をす る た めに,最 も基

本的 な もの で あ る。 その た め の フレ ー ム ワ ーク と して,表1-1に1990年

に至 る 日本 の 社会 の 各 種 指標 を示 す。 な お,こ れ ま でに述 べた 解決 の 目標 とす

べ きボ トル ネ ック を,こ こでい ま一 度整 理 して呈示 す る と共に,そ の解 決 の た

めに,コ ン ピュ ー タを含 め た情 報技 術 が,は た して 助 っ人 に な り うるか を こ こ

で考 える た め の よ りど ころ と したい。
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表1-1 1990年 の 社会,各 種 指標=一 覧 表=

t=1 6 11 16 21 26 31

項 目 デ ー タ 単 位 昭和(35) (40) (45) (50) (55) (60) (65) 推 定 式 備 考
1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990

L人 口
(沖 縄を含まず) (沖 縄を含まず)

① 人 口 1,000人 93419 98275 104,665 111,940 (117,563) (122,333) (126,280) ・人 口問題研究所に よる推計

53年

5,549

② 労働力人口 10,000人 4,816 5,170 5,344 (5,967) (6,234) ・同 上

年度 53年 65年 は年10.3%で 引 きのば し

2.経 済 パターン 209,248 ・伸 び 率10 .3%(54～60年)

① 国民総生産(名 目) 10億 円 32,982 75,524 153,126 (420,000) (685,688) ・新経済社会7ケ 年計画に よる ・国民経済計算年報 ・経企庁

年度 53年 65年 は年5.7%で 引 きのば し

209,248 ・伸 び 率5 .7%(54～60年)

② 国民総生産(実 質) 10億 円 (310,000) (409,013) ・新経済社会7ケ 年計画による(53年 時価)

53年 ・新経済社会7ケ 年計画より1985年 予 測

168.2 (334]) ・1980年 は
,日 本 経 済 研 究 セ ン タ ー

③ 国 民 所得 兆円 25.6 59.1 120.2 (545.4) ・1990年 は
,'85/78年 の年平 均 伸び率10.3%を 適 用

(製 造工業)
1975= 54年 ・'7{ン'75年 の 年 平 均 伸 び 率9 .3%を'80年,'90年

100.0 142.8 に適用

④ 労働生産性指数 30.2 43.6 8L8 100.0 (156.1) (243.5) (379.8)

年度 53年 ・新経済社会7ケ 年計画 より
,伸 び率3.9%を

3.資源 消費量 国内エネルギー最終需要 184,089 適用 総合 エネルギー統計

① 石 油(熱 量換算) 10①Kα 正 26,474 71,823 165,423 194,637 (198,728) (240,622) (291,347) エネルギー庁

年度 53年 同 上 但 し,伸 び 率 は0.3～0.5%

国内 エネル ギー最終需要 128,979

② 電 力(熱 量換算) 1010Kα 正 25,308 43,063 82,352 109,349 (137,632) (161,890) (190,424) 同 上

52年 ・野村総合研究所推定の伸び率3 .0%を 適 用

(鉄 鋼部門) 112,448

③ 鉄鉱消費高 1000ト ン 36,815 85,153 115377 (122,875) (142,446) (165,134) 「鉄鋼統計 」 通産省

52年 ・日本鉄鋼連盟推定の伸 び率3 .8%を 適用

(普 通鋼圧延個材) 48,678

④ 鋼材消費高(払 出量) 1000ト ン 21,652 50,133 50,366 (54,441) (65,601) (79,049) 同 上

52年 ・国民経済研究協会「景気観測」より伸び率

1,419 5.6%を 適 用

⑤ アル ミニウム製品内需 1000ト ン 267 930 1,169 (1,671) (2,194) (2,881) 「資源統計年報 」

52年 ・野村総合研究所推定の伸び率2 .0%を 適 用

1,127

⑥ 電気銅製品内需 1000ト ン 428 821 827 .(1,196) (1,320) (1,457) 食糧儒給表

52年 ・y=4
,995x-23935.5r=0.975

33,799 x=入 口 に よ る

⑦ 穀類国内消費仕向量 1000ト ン 24,682 29,241 31,566 (34,792) (37,175) (39,147) 同 上
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項 目

4.負 担

5産 業 構 成

デ タ

⑧ 野菜国内消費仕向量

⑨ 肉 類 〃 〃 〃

⑩ 魚 貝類 〃 〃

① 国民所得に対する租税負担金

②1人 当 り家計負担額

1人 当 り家計負のうち

③ 公 的 負 担

産業別国内純生産構成比

① 一 次 産 業

② 二 次 産 業

③ 三 次 産 業

従業者数構成比

④ 一 次 産 業

⑤ 二 次 産 業

⑥ 三 次 産 業

単 位

1000ト ン

1000ト ン

1000ト ン

%

1000円

1000円

年度

%

年度

%

年度

年度

年度

%

%

%

年度

%

t=1

昭 和35

1960

6

40

1965

13,516

1,136

6,569

19.2i
ート 一一

18.4

〕 一

一 斗 一 一

11

45

1970

1三 ・217

1,899

8,745

18.9

115

62

16

50

1975

15,869

2,875

10,163

21

55

1980

52年

16,769

(17,014)

52年

3,329

(3,576)

52年

10,491

(11,787)

26

60

1985

(17,826)

(4,184)

(13,034)

18.31

154年
|

}19・6i

卜ー 一 十

一
「

(26.5)

284
T"'mt-† 一 …-

151

ト ー 一 …

42L
__旦.

59.9 57、6

38.7

12.7

35、2

52.1

53年

3.1

(891)

(571)

(2.3)

53年 「

58.6

(58.8)

53年

38.3

(38.8)

(9.0)

(340)

(57、0)

31

65

1990

(18,498)

(4,687)

(14,066)

(1.9)

(58.9)

(39.2)

(6.3)

(32.3)

(61.4)

推 定 式

・y=O
.170x-3006.9r=0.958

x=人 口 に よ る

・y=0
.127x-11403.8r=0.994

x=人 口 に よ る

'y=α261二 漂 ㌫ σ987

,

・1985年 は 「新経済社会7ケ 年計画 」よ り

・60年/50年 伸 び 率 平 均12 .1%

・7ヶ 年 計 画

・年 平 均142%(6〔)/50)

・7ケ 年 計 画 に よ る

・7ケ 年計画に よる

・7ケ 年計画に よる

同 上 ・

同 上

同 上

同 上

備 考

「食糧需給表 」食料庁

同 上

同 上

大蔵省総務課

同 上

「国民所得統計」

同 上
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t==1

昭 和35

1960

6

40

1965

11

45

1970

16

50

1975

21

55

1980

26

60

1985

31

65

1990

推 定 式 備 考項 目 デ ー タ 単 位

の び る 産 業

ダ メに な る産 業 1

6職 業の多様化

l
l

7.イ ンフラス ト

ラクチ ュア

(認 可最大出力)

① 電 力 設 備 1000KW 23,657 41,005 68,262 112,285

54年

131,218

(167,571) (205,449)

日本電気協会推定による伸び率42%を 適用

「電気産業便覧 」日本電気協会

② 道路総延長キロ数 1000㎞ 1,026 1… い,1121

52年

1,128
i

(1・154)1(1・197) (L240)

y=8,648t十971,983r=0.998

に よ る

「道路統計 」建設省

③ 電 話 器 数 1000台 5,527 11,176
`
23,013 43,232

悟 「
48,646

(50,718) (54,369) (58,283)

・通信機械工業推定の伸 び率1 .4%を 適用

「図説電信電話サービス 」

寛々公社

④ 無 線 局 数 1000局 71

1
↓

316 713 1,322

52年

1,519

(1,719) (2,158) (2,597)

y=87,817t-125,101r=0.987

に よ る

「電波統計 」郵政省

(9電 力会社)

⑤ 配電線路電線延長 1000〃 沈 1,439 1,797 2,259 2,638

53年

2,843

(3,087) (3,792) (4,658)

・① と同 じ

「電気事業便覧」
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t=1 6 11 16 21 26 31

項 目 デ ー タ 単 位 昭和35 40 45 50 55 60 65 推 定 式 備 考
1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990

53年 59年 ・1990年 は 日本債券信用銀行推定 の伸 び率

8教 育 水 準 11,147 (11,493) 0.8%を 適 用

① 小 学 生 数 1000人 12,591 9,776 9,493 10,365 (12,056) ・1984年 は文部省財務課推計 「文部省統計要覧」より

53年 59年

5,048 (5,858)

② 中 学 生 数 1000人 5,900 5,957 4,717 4,762 (6,145) ・同 上 同 上

53年i ・日本債券信用銀行推定 の伸び率1 .7%を 適用

4.415i

③ 高 校 生 数 1000人 3,239 5,074 4,232 4β33 (4,566) (4,968) (5,404) 同 上

大学 1000人 626 938 1,407 1,734

53年L溺2

(1,922) (2,081) (2,253)
・同上
,但 し,伸 び率はL6%

53年380

④ 大 学 生 数 短大 1000人 83 148 263 354 (392) (424) (459) 同 上

53年 ・y=-16 ,847t十150151r=-0.960

1,188 による

⑤ 各種学校生徒数 1000人 1,240 1384 1,353 1,205 (1,148) (1,063) (979) 同 上

53年 ・「新経済 社会7ケ 年計画 」より
,消 費支出

家計調査 65,574 伸 び率(9.9%)と 同 じとみ て適用

⑥ 一世帯年間教育費用 円 20,394 22,228 43,020 (79,200)(126,974) (203,563) 家計調査

52年 ・同 上

児童 ・生徒1人 当 り 67,929
'

⑦ 父 兄 負 担 教 育 費 円 9,236 15,536 26,650 58,329 (82,045) (131,534) (210,876)

、

9健 康 水 準 男 歳 65.3 67.7 69.3 71.8 53年73.0 ・'78年 ～'75年 の 伸 び 率 を適 用

(73.8)

53年78.3

(75.8) (77.9)
男 ・0.55%

① 平 均 寿 命 女 歳 70.2 72.9 74.7 77.0 (79.1) (81.2) (83.4) 女0.55% 人口問題研究所 生命表

人 口1000人

② 傷病別の有病率 当 り 国民健康調査

53年 ・「新経済社会7ケ 年計画 」の消費支出伸び率

(保 健医療費) 62,992 9.9%を 適 用

③1世 帯当 り年間医療費 円 14,692 25,543 47,581 (76,082) (121,975) (195,500) 家計調査
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t=1

昭 和35

1960

6

40

1965

11

45

1970

16

50

1975

21

55

1980

26

60

1985

31

65

1990

推 定 式 備 考項 目 デ ー タ 単 位

10.文 化水準

① 新刊書籍の出版点数 点

46年 48年

20,446

22,727

52年

25,148

(29,272) (37,701) (48,557)

・'77/'75の 平 均 伸 び 率 を適 用

「出版年鑑 」 出版 ニ ュース社

② 映画館入場者数 100万 人 1,014 373 255 174

53年

166

(167) (170) (172)

・「新経済 社会7ケ 年計画 」の自由時間の伸び率

0.31%を 適 用('60/50)

日本映画製作者連盟

③ 年間1世 帯当 り旅行費
'円

5β53 14,771 31,271

53年

40,046

(48,368) (77,544) (124319)

「新経済社会7ケ 年計画 」より消費支出伸び率

9.9%を 適 用

家計調査

1月 のうちに占める

④ 睡 眠 時 間

時間

% 31.5 30.9 (31.2) (31.4) (31.0)

・'70 ,'75年 は,NHK生 活 時間調査
'85年 は 「新経済社会7ケ 年計画 」より

'90年 はほぼ横パ イとみ た

⑤ 仕 事 時 間

時間

% 18.4 15.5 (142) (12.8) (11.6)

80年 は50年 と60年 の 中位 値

・85年 は 「新経済7ケ 年計画 」より

90年 は,'85/75年 の 年率一1.9%を 適 用

⑥ 自 由 時 間

時間

% 25.0 28.6 (29.1) (29.5) (29.9)

80年 は,50年 と60年 の 中位値

・85年 は 「7ケ 年計画 」より

90年 は,'85/75年 の年率一 〇.3%を 適 用

11.安 全 水準

① 火災出火件数 件 43,679 54,157 63,905 62,212

52年

63,974

(69,629) (75310) (80,991)

y=1136.203t十45768.89r=0.910

に よ る

消防統計

② 火災損害額 100万 円 24,434 51,203 83387

一

110,148

52年

129,393

(132,570) (157,511) (182,452)

・y=4
,390x-4,390x-173ユ12C2

r=0.901に よ る

x:火 災 件 数

,

同 上

③ 刑法犯認知件数 1000件 1,379 1,344 1280 1,234

52年

1,268

(1,217) (1,178) (1,138)

y=-7,916t十1383,325r=-0.941

に よ る

警察白書

12.人 の モ ビリティ 人口移動

①(自 府県内+他 県内) 人 7,380 8,272 7,544

52年

7,392

(7,043) (6,497) (5,994)

・⑱0
,∀5,'90年 は,'77/70年 の 年 率

一1 .6%を 適 用 総理府統計局

「住民基本台数人口移動報告 」

② 旅客輸送量(億 人キロ) 億 人 キ .ロ 2,433 3,821 5,872 7,104

52年

7,108

(9β50) (11,094)

・「新経済7ケ 年計画 」より伸び率3 .48%を

適 用

陸運統計要覧
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t=1 6 11 16 21 26 31

項 目 デ ー タ 単 位 昭和35 40 45 50 55 60 65 推 定 式 備 考
1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990

52年 「新経済社会7ケ 年計画 」の伸び率519%

13物 の 3,869 を適用

モ ビリテ ィ ① 国内貨物輸送(億 ・トンキロ) (億 ・トン ・キ ロ) 1,369 1,864 3,506 3,609 (5,800) (7,470) 陸運統計

14.く らしの水 準 ・「新経済社会7ケ 年計画 」より伸び率

① 消 費 性 向 % 81.8 77.5 (83.0) (85.9) 年0.68% 国民経済計算年報

52年

1世帯当り 年間 977

② 雑 費 支 出 1000円 198 360 772 (1,297) (2,079) (3,334) 同上 伸び率は99% 家計調査

52年 一

1世 帯当り 年間 2286

③ 消 費 支 出 1000円 581 954 1,896 (3,034) (4,864) (7,798) 同上 〃 同 上

52年

1975=100 100.8
77、21t

y=0.0158er=0.959

④ 食料消費水準 83.2 95.0 100.0 (107.7) (1165) (126.1) 経企庁 「消費水準」

52年

1975=100 101.9
66.80t

y=0.0250er・=0.948

⑤ 被服消費水準 74.8 93.7 100.0 (113.0) (128、1) (145.2) 同 上

52年

1975=100 100.9
49.68t

y=0.0428er=0.935

⑥ 住居消費水準 59.8 89.5 100.0 (122.0) (15U) (187.2) 同 上

52年

家計に占める 15.2

⑦ 教養 ・誤楽器の割合 % 16.4 (16.0) (16.0) 60年 は 「7ケ 年計画 」よ り引 き伸ば し 家計調査

53年

15.国 際 関 係 167,276 日本経済研究センタ ー推定伸 び率141%

① 輸入通関実績(総 額) 億円 16,168 29,408 67,972 171,700 (217,773) (421,146) (814,441) 「貿易年表 」大蔵省

52年

205,558 同 上 伸 び率13.4%

② 輸出通関実績(総 額) 億円 14,596 30,426 69,544 165,453 (299,760) (562,131) (1,054,150) 同 上

52年

2,806 ・世界銀行推定に よる伸び率9 .96%

③ 海外投資許可実線 百万 ドル 159 904 3,280 (3,731) (5,998) (9,642) 経済統計

52年

14,989 y=839,213t-3076,215r=α911

④ 外資導入認可状況 百万 ドル 212 549 2,812 9,696 (14,547) (18,743) (22,939) 同 上

一23-～-24一 ()内 は推定値
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t=1

昭 和35

1960

6

40

1965

11

45

1970

16

50

1975

21

55

1980

26

60

1985

31

65

1990

推 定 式 備 考項 目 デ ー タ 単 位

16,防 衛

① 防衛関係費(歳 費) 億円 1,569 3,014 5,695 13,273

54年

20,945

(23,100) (39,970) (69,160)

・日本経済研究 センター推定伸び率11
.59%

に よる 防衛白書

防衛関係費の

② 歳出に占める比率 % 10.0 8.2 7.2 6.2

54年

5.4

(5.2)

58年

(493)

(42) (3.1)

y--0.2175。+9,8052,一 一 〇.990

同 上

③ 自 衛 官 定 数 1000人

1次 防

33～35年

170

2次 防

37～41年

172

3次 防

42～46年

179

4次 防

47～51年

180 同 上

17.技 術 開発

① 研究開発従事者数 1000人 398 527 656

53年

585

(644) (675) (709)

y=0.969x十264.1r=0.931

x:大 学 生 数

科学技術庁

「科学技術研究調査 」

② 研 究 費 億円 4,381 10,647 27,160

53年

36,513

(76307) (126,084)

y=0.187x-2379.9r=0⑨98

x:GNP 同 上

1

③ 工業所有権の出願件数 1000件 170 290 459 548

52年

524

(549) (580) (614)

y=1.000x-94、667r=0.984

x:研 究 従 事 者 数 「特許庁年報」

④ 工業所有権の登録件数 1000件 70 107 129 239

52年

260

(218) (234) (251)

y=0.512x-111タ295r=0,933

x:研 究 従 事 者 数 同 上

技術貿員状況

⑤ 技術導入技術額(A) 百万 ドル 166 433 712

52年

1,027

(1,911) (3,087)

・y=α0044x十50
,783r:0.988

x:GNP

科学技術庁

「外国技術導入年次報告 」

⑥ 技術輸出受取額(B) 百万 ドル 17 59 161

52年

233

一

(483) (805)

一－

y=α0012x-26.762r:0.998

x:GNP 同 上

対価受取額(B)

⑦ 対価支払額(A) %
110・2

13.6 22.6

52年

22.7

(25.3) (26.1) 同 上
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ボ ル トネ ック リス トとそ の 対 応

。低生 産 性 分 野 の一 覧 表 と解 決 方 向

公 共 サ ー ビス,行 政,流 通 業,養 魚業,医 療,教 育,事 務 と呼 ばれ る業 務

。高 令化 と若 年 労働 力 の減 少 ・世代 間 の ギ ャップ、

。教 育 の 高度 化 か らの摩 擦 。ダ ー テ ィワー ク離 れ

。勤労 意 欲 の低 下(遊 ん で も食 え る,機 械 の番 人 は い や だ,な ど)

O技 術 開 発 の ス ロー ダ ウ ン分野 対策

。省 エ ネ,省 資 源 一 リサ イ ク リン グへ の要 請← 自己 完結 型 シス テ ム

。増 大 す る官 僚主 義 ・経 営 者 の無 気 力 化← 告 発 屋 の 横行

。輸 出摩 擦 。輸 出力 の 低 下

。産業 間 ギ ャ ップ(今 日で も起 きてい るが,そ れ が拡 大 す る?)

。地域 間 ギ ャ ップ(Uタ ー ンで な くJタ ー ン現 象 の問 題 も含 め て)(ス キル イ

ンベ ン ト リー サ ー ビス な ど)

oセ キ ュ リテ ィコス トの増 大

。過 密 化 に と もな う対策 費負 担

。個人,企 業 にお け る教 育,研 修 費 の増 大(進 歩 が 早 す ぎ る)(防 衛 庁 では

勤 務 時 間 の半 分以 上 が学 校 で研 修 して い る)

。シス テ ム信頼 度 の保 証 一 シス テ ムが 巨大 化 すれ ばす る ほ ど,一 部 の事故 が 大

きな破滅 を もた らす

・国 際関 係異 常事 態 対 策 一(石 油備 蓄)(日 本 に頼 らな くて は困 る こ とをふ や

す)

・行 政,産 業,値 入等 の コ ミュニ ケ ー シ ・ンギ ャ ップ を埋 め る た めの 手段 の 必

要 性

・社 会 の情 報 化 の た めに 必要 な制 度 の政 策

・プ ライバ シー,情 報 公 開の ル ー ルの確 立

・日本 語 の問 題
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第2章 社会の情報化に伴 う第5世 代 コンピュータの具体的要請

第1章 に述 べ て きた よ うに,1980年 代 にteけ る世 界 の 中の 日本 は,産 業

構造,エ ネ ル ギー,企 業 経 営,個 人 生 活,国 際 関係 等 の うえ か ら多大 の 発想 転

換 あるい は変 化 へ の対 応 を迫 られ,そ の た めの イ ンフ ラス トラクチ ャの整 備,

ボ トル ネ ックの 克 服 が要 求 され て い る ので あるが,コ ン ピュー タ技 術 と情報 技

術 の真 の 開花 に よ って,1990年 代 へ い た る 日本 の前 進 は 可能 と思 わ れ る。

第2章 では こ うした イ ンフ ラス トラクチ ャの整備 ある いは新 しい環 境 に対応

す る情 報化 に伴 う第5世 代 コ ン ピュー タへ の具 体 的要 請 を め ぐる シナ リオ を描

い て い るo

2.1わ が 国 の情報 化 の 経 過

わ が 国 の ユ ー ザ ー に 電 子 計 算 機 が 最 初 に 導 入 さ れ た の は1958年 で,米 国

でUNIVAC-1の 出 荷 が 始 ま っ た195"1年 よ り7年 遅 れ て お り,従 って

わ が 国 の コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 歴 史 は 今 年(1980年)で22年 に な る。 しか

し,こ の遅 い ス タ ー トが ユ ー ザ ー に お け る 利 用 の 遅 れ に つ な が る こ とは な く,

わ が 国 の コ ン ピ ュー タ利 用 は 順 調 に 推 移 し て き た とい え る 。

た だ し,コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム(ハ ー ド ウエ ア と ソ フ ト ウ エ ア の 両 方)の

提 供 で き る機 能 の 限 界 と ユ ー ザ ー の 経 験 不 足 とい う両 側 面 か ら,コ ン ピ ュ ー タ

利 用 が 今 日 の よ う な高 度 利 用 局 面 に 一 足 跳 び に い た っ た 訳 で は も ち ろ ん な く,

こ の22年 の 間 に は,(1)黎 明 期,(2)汎 用 コ ン ピ ュ ー タ時 代 の 到 来 に 伴 う全 産 業

へ の 適 用 拡 大 期,(3)コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム か ら情 報 処 理 シ ス テ ム 時 代 へ の 発

展 期,と い う3つ の 大 き な 時 代 区 分 が あ っ た とみ る こ とが で き よ う。(3)は さ ら

に,(d)上 方 互 換 性 を 有 す る ワ ン ・マ シ ン ・コ ン ピ ュ ー タ ・プ ア ミ リー(IBM

360シ リ ー ズ)と そ の 対 抗 シ リー ズ の 時 期,(・)IBM370シ リ ー ズ に代 表
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され る3.5世 代 マ シン の時 期 に区分 で き る。

黎 明期(1958～1960),適 用拡 大 期(1961～1965)を 経 て

全 天候 型 を撰 修 し,ひ とつ の思 想 で ア ップ グ レー ドで き る シ ングル ・プ ロダ ク

ト・ライ,ン'・・コンセ プ トを謳 ったIBM360シ リーズ が発 表 さ れ たの は1964

年 初半 で あ った。 そ れ を構 成す る各 モデ ル と コ ンペ テ ィタの対 抗 マ シ ンが普 及

した のは1960年 代 の 後半 で あ った。 ハ ー ドウエアは 決 して完 全 な互 換性 を

もった とは いえ ないが,一 応 互 換性 を もた せ る目標 は達 成 され た。 しか し,ソ

フ トウエ ア の互 換 性 付 与 の 目標 は達 成 され なか った。 に もか か わ らず,360

で体 系 的 なSCP(SystemControlProgramming)が 確 立 し,ま た他 の モ デ

ルのOSの エ ミュ レ ー シ ョン機 能 が具 備 され,こ れ が この 時期 以 後 の コン ピ ュ

ー タの ひ とつ の条件 とな った。1台 のCPUで 複 数 の 仕事 を併 行 して処 理 す る

マル チ プ ・グ ラ ミング ・システ ム も登 場 した し,不 十 分 とは い え一 応の 通 信機

能 を標 準 と して と り込 ん だの が,こ の 時期 の ハー ドウエア で あ った。 こ うした

OSの 進 歩 を一 部 支 え た要 因 は,高 速 コア ・メモ リー とICモ ジ ュール で あ っ

た。

この 時期 に は,1964年 のDECに よる ミニ コ ンの 発 表(PDP-8)を

皮切 りに,新 た に ミニ コ ン ピュー タ産 業 が 成長 し,そ の専 用 的経 済 性 と廉 価 を

武器 と して も うひ とつの 市場 を急 速 に形 成 して い った こ とは 見逃 せ ない。

こ う した供給 側 の製 品 レベ ル ア ップ と量 産体 制 の整 備 と高度 経 済 成長 が作 用

し,わ が 国 にお け る コ ン ピュー タ需要 は加熱 化 し,年 間納入 増 加 率 は金額 ペ ー

ス で30～60%と い う状 態 とな った。 この た め昭 和47年3月 末 の汎用 コ ン

ピュー タ実 動 は12,809台 と1万 台 を突 破 し,そ の 設置 は 文字 通 り全産業 に

浸透 し,多 数 の 中小 企業 が導 入 す るか,あ る いは計 算 セ ン ター を通 じて一 部 業

務 のEDP化 をは か った。

この時期 に お け る コ ン ピュー タ利 用は,い わ ゆる大 量 計算 段 階 を 漸 く終 って,

バ ラバ ラに着 手 され て きた シス テ ムを連結,効 率 化 し,経 営 全体 の 管理 や意 思

決 定 に反 映 しよ うとの意 識 が働 らい た時代 で あ った。 財 界 のMIS調 査 団 が渡
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米 し,帰 国 後MISの 導入 を提 唱 した の は この頃 で あ った。PERTあ るいは

CPM,あ る いは イ ン ダ ス トリア ル ・ダイ ナ ミ ック ス とい った ロジス テ ィ ック

ス ・シス テ ム の効率 化 や,市 場 変 化 を在庫 と生 産 に結 びつ げ て効 率 化 をは か ろ

うとす る手 法 が米国 に登 場 した の は1960年 代 の 前半 で あ ったが,わ が 国で

は この時期 に盛ん に と りいれ られ た。

以 上 を要 約 すれ ば,こ の時期 の コ ン ピ ュー タ利 用 の特 徴 は,(1)総 合 的 シス テ

ム設計 の 時 代 に入 った,(2)オ ン ライ ン情報 処 理 の構 想 が生 れ た,(3)予 測,計 画,

さ らには意 志決 定 な ど,事 前処 理 に 関心 が 厚 くな った,こ とで あ る。

しか し,MISは 実現 で きな か った。 これ は企 業 経 営 は生 き もの で あ り,成

長 して い る こ と,こ の 時期 の技 術 程 度(ハ ー ド,ソ フ トの 限 界,情 報技 術 の限

界)で は複雑 な企 業 情報 システ ムを ス ッポ リ包 み込 む こ とな どは不 可能 で あ っ

た こ と(現 在 ある いは将 来 ともに これは非 常 に難 しい こ とで あるが)に よる。

デ ー タベ ー ス思想 が米 国 に登 場 し,実 行 に移 され 始 め たの は1965年 前 後 で

あ るが,ハ ー ドウ エアの 面 か らい え ば マス ・ス トー レ ジ ・デ バ イス は磁 気 テ ー

プ装置 で あ り,ラ ンダ ム ・アク セス に向 いて い な か った。 米 国 では タイ ム ・シ

ェア リングの 商業 化 が 実 現 した。

IBM370シ リー ズに代 表 され る3.5世 代(1972～1979年)の 時

期 は,1980年 代 の真 の コ ン ピ ュー タ革 命 あ る いは エ レク トロニク ス革 命 へ

向 か って,そ の土 台 となる技 術 が 用 意 さ れ た時 代 で ある。 す なわ ち,(1)磁 気 テ

ープ全盛 か ら磁 気 デ ィス ク本流 へ の 移行 ,(2)バ ー チ ュアル ・ス トー レ ジ(VS)

・コ ンセ プ トの導 入 ,(3)IBM3850MSSの 発表,(4)ワ ン ・チ ップ ・コ ン

ピュー タの 出現 とマ イク ・ ・プ ロセ ッサ技 術 の 進 歩,(5)そ れ に伴 うミニ コ ン ・

マイ ク ロコ ン市 場 の成 長,(6)コ ン ピ ュー タ と通 信 の 接近,で あ る。

これ に伴 い ユ ー ザ ーの コ ン ピ ュー タ ・サ イ トに おい て も磁 気 テ ープ志 向 か ら

磁 気 デ ィスク 志 向 シス テ ムへ の移 行 が 進 行 し,企 業 内デ ータ ・ベ ー ス の開 発,

利 用 が はか られ た。VSコ ン セ プ トそ の ものは す で に1960年 代 のATLAS

(英 フ ェ ランテ ィ),B5000,IBM360/40な どにみ られ た もの で
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あるが,1973年8月 以 後IBMが これ を標 準 と して多 くの シス テ ムに採 り

入 れ て以 来,他 の メ ー カーの システ ム も殆 ん どがVS機 能 を もつ こ ととな り,

プ ・グ ラ ミングの 融通 性,デ ー タ ・ベ ース ・オ ン ライ ン通 信機 能 が強化 され た。

1971年 には イ ンテ ル社 に よ るワ ン ・チ ップ ・コ ン ピ ュー タIntel4004

が登 場,こ れ を契機 に ミニ コン ピ ュー タ,マ イ ク ロコ ン ピュー タ,マ イク ロ ・

プ ロセ ッサ市 場 が 爆発 的 に成 長 を始 め,現 在 も依 然 続 い てい る。 安 い マイ ク ロ

・プ ・セ ッサ ,安 い半 導 体 メモ リー(年 に25%も コス ト ・ダ ウ ンす るとい う)

の衝 撃 は,① タ ー ミナ ル を含 む 周辺 機 器 の知 能 化,② マイ ク ・コ ン ピ ュー タ,

ミニ コ ン ピュー タ,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タの格 段 の機 能 ア ップ と分散 処 理思

想 の普 及,③ 通 信 制 御機 能 の レベ ル ア ップ とそ れ に伴 うコン ピュー タ技 術 と通

信技 術 の接 近,と い う現 象 を もた らし,中 小企 業 利 用 へ の底 辺 の拡大 と とも に

大 衆 レベ ルへ の 浸 透(パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タある い はホ ー ム ・コ ン ピ ュー

タ)の 萌 芽 がみ られ るに い た った。

この 間 電 電公 社 の デ ー タ通 信網 も大 幅 に整 備 され,80年 代 の入 口に お いて

は 高速 デ ー タ通 信 サ ー ビス で あるDDXサ ニ ビス が 開 始 され よ うと してい る。

経 済 は 石 油 シ ョ ック以 後高 度 成 長時 代 に終 りを告 げ,企 業 は経 済 性追 求 と経営

効率 化 に腐 心 し,コ ン ピュー タ に対 す る投 資,評 価 態 度 に きび しさが表 れ て き

た。

この 間 に生 じた重 要 な要 因 は,1970年 初 にお け るIBMの ソ フ トウエ ア

(プ ログ ラ ム ・プ ロダク ツ)の ア ンバ ン ドリング を契 機 と して,70年 代 の 後

半 に漸 くソ フ トウエア の価 値 に 対 す る評 価 の 定着 の キ ザ シが 見え始 め て きた こ

とで あ る。 この期 間 には通 信 網 の整 備 に 伴 い,と くに 金 融業,鉄 鋼,造 船,自

動車 製 造 業 な どの基 幹産 業 に おけ る コ ン ピュ ー タ利 用 は 世界 の トップ ・レベル

に達 し,行 政,公 共 シ ステ ムの オ ン ライ ン化 は国 民 生 活 に密 着 した分 野 に及 ぶ

に い た った(簡 易保 険,為 替 貯 金,労 働 省 職業 紹 介 セ ン ター等)。
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2.2今 後 の 情報 化 とそ の ニー ズ(1990年 前後 まで)

(1)産 業 構 造 の変 化 と組 織 の対 応 か ら生 じる情 報化 とそ の ニ ーズ

今後10年 あ るい は20年(西 暦2000年 ま で)の 世 界 を展 望 す る と,

社会 環 境 の大 前提 と しては 次 の要 因 が予 想 さ れ る。

■不 確 実性 の時 代 ■わ が国 の 人 口は1.3億 人(1990年)に 達 す るが,

先進 国 の4倍 の早 さ で老 令化 が進 み,労 働 供 給 増 加率 が 若 年 層 で低 下す る

■従 って 女 性 の 社会 的 地位 の動 向が 大 き く関係 して くる ■エ ネル ギ ーは 石

油価 格設 定 放任 時代(OPEC)に 入 り,世 界は真 剣 に エ ネル ギー源 多角

化(核 融合 エ ネル ギ ー,太 陽 エネル ギー,水 素燃 料 セル な どの 開発)に 取

b組 む が,2000年 ま では 基本 的 に エ ネル ギー不 足 時代 で あ る ■今 後 の

3大 重要 技 術 は エ ネル ギ ー,コ ン ピュー タ(エ レク ト・ニク ス),バ イオ

テ ク ノ ロジ ーで,情 報 技 術 とコ ン ピ ュー タは 真 の技 術 開花 期 に さ しかか る

■GNPの50%以 上 を第 三 次産 業 が 占 め,ホ ワイ ト ・カ ラーが就 業 入 口

の50%を は るか に超 える よ うに なる の で,マ ク ・の生 産 性上 昇 率 が低 下,

従 っ て,ホ ワ イ ト ・カ ラー とサ ー ビス業 従 業 者 の生 産性 向 上 の 可否 が,今

後 の 生産 性 向上 の決 め手 と な る。 ■戦後 生 まれ の新 世代 が 組織 の上 層 部 に

上 り,伝 統 的 な様 式 と離 れ た考 え方 が 登場 し,影 響 を及 ぼ す ■国際 化 な ど

で あ る。

次に こ う した趨勢 に対 応 して 産 業構 造 が 大 き く変 化 す る こ とが 予 想 され

るが,そ の主 な もの を挙 げ る と次 の こ とが考 え られ る。

■農業 革 命 が 生 じ始 め(マ イ ク ロブ ・セ ッサ),装 置産 業 化 か ら21世 紀

に おけ る播 種 か ら包装 出荷 ま で一 貫 処 理へ 向か う。遺 伝 工 学 が応 用 され る

■エ ネル ギ ー産 業 の成 長。 太 陽 エ ネル ギ ー利 用 で は,エ レク ト・ニ ク ス企

業 な どか らの 参入 も あ り得 る ■半 導 体 を含 む エ レク トロニ ク ス産 業 の成 長

■通 信 産 業 の 成 長 ■新 聞,放 送,出 版 な どの マ ス コ ミ産 業 の 激 変 ■教 育,

コ ン サ ル テ ィ ン グ業 の ブ ー ム ■マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ,マ イ ク ロ プ ロ セ ッ
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サ を駆 使 した シス テ ム ・ハ ウスの 活 躍 ■情報 処 理 サ ー ビス業 の変 化 ■ソ フ

トウエ ア産 業 の成 長 ■健康 サ ー ビス産 業 の 成長

以 上 の環 境条 件 下 に 企業 ま たは 組織,あ るいは 個人 が対応 してい く情 報

化 とそ の ニ ーズ には,お よそ 次 の ものが挙 げ られ よ う。

① 不 確 実 性 の時代 へ の対応

以上 の よ うな激 動期 に対 応 す る た め,企 業 は外 部 情報 の積 極 的摂 取 と

分 析 を迅速 に行 い,先 を 見通 した意 志決 定 を行 わ なけ れ ば な らぬ 段階 に

きてい る。

ハ ーバ ー ド ・A・ サ イ モ ン(カ ー ネ ギ ー ・メ ・ ン大 学教 授)に よれば ,

企業経 営 者 に最 も必要 な情報 は外 部 情 報 で あ り,今 後 は 分析 的 情報 シス

テ ムとそ れ を実行 す る分析 チー ムが 拾 頭 し,そ れ に加 えて非 数 値 的情 報

を処 理 す る シス テ ム(例 え ば文 章 を 直接 処 理 す る シス テ ム)が 発達 して

い くと 見て い る。 従 来 も もちろ ん 分析 チ ー ムは お り,既 存 の 会 計 や生 産

記 録 シス テ ムを もとにMISが 開 発 され,ミ ドル マネ ジメ ン トの役 に立

つ もの で あ る ことが実 証 され て きた。 しか し,情 報 技 術 は未 だ 未 発達 で

あ り,真 の 開花 は これ か らで ある の で,数 学 的,統 計 的 モ デ リン グ も含

め て,今 後 は 単 に 公共 機 関 が 分類,加 工 し終 えた統 計類 だけ では な く,

よ り広 範 な視 野 か ら積 極 的 に外 部 か ら摂 取 した情報 や 自作 デ ー タ(市 場

調 査 な ど)を もとに モ デ リング を行 い,分 析 す るシ ス テ ムが 考 え られ る

で あ ろ う。 非数値 情報 と しては,文 章 だけ で な く,音 声 を も含 む 自然言

語 情 報 を 自動 的 に処 理 す る シス テ ム や,映 像,グ ラフ ィ ック,そ の他 温

度,湿 度,気 圧,等 々,セ ンサ ー ・ベ ー スの情 報 も取 り込ん で(産 業 に

より種 類 は変 るが)総 合 的 に分 析 処 理 す る シス テム も出 て くるで あろ う。

この た め には デ ー タバ ン ク,官 公 庁,図 書 館 等 の公 共 的 フ ァイル の オ

ン ライ ン利 用 あ るい は協 力企 業 間 デ ータベ ース また は同 業種 共 同 デ ー タ

バ ンクの オ ンライ ン利 用の ニ ー ズが生 じ,わ が国 で も漸 くデ ー タバ ンク

の 商業 化,定 着が 実 現 す る と思 われ る。 もちろん デ ータ バ ンク の確立 の
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た めに は シ ソー ラスづ く りな どイ ン プ ッ ト以 前 の入 間 の体 制(人 材,金,

時間)整 備 の 必要 が横 た わ って いる。 国 際 化 に よ り,企 業 と組 織 の 情報

流 通 は 国境 を越 え る ので,コ ス トが安 く高効 率 な 国 際通 信網 の 構 築 が 重

要 に な って くる。

本章 の24に お い てJECCのEDP関 係投 資現 状調 査 か ら 「わが 国 ユ

ーザ ーの80年 代 の ニ ーズ 自由記述 回答 結 果」 にふれるが ,「 デ ー タバ ン

ク,公 共 フ ァイル,他 企 業 との オ ン ライ ン接 続 の ニ ーズ」 に つ い ては こ

の質 問 に答 え た企 業 の圧倒 的 多数 が80年 代 の前 半 に ニ ー ズが生 じる と

して いる。 「社 内 シス テ ム確 立 が 先 決 」 と した企業 も,後 半 に はそ の ニ

ーズが 生 じる と考 え て い る。 「ニ ーズ が な い」 と した 企業 は 意 志が な い

の では な く,プ ライ バ シー,情 報 技 術,通 信 コス ト,標 準 化 な どの制 約

要 因か らそ の よ うな デ ー タバ ンク や公 共 フ ァイルが で きな いの で は ない

か と疑 問 視 してい る場 合 が 多 い。

具体 的 利 用態 様 と しては,公 的,国 際 的外 部 情 報 の 提供 に関 して の行

政主 導 の母 体 設立,経 済動 向,原 材 料 価格 情報 デ ー タ ・バ ンク,港 湾 情

報共 同デ ー タ ・バ ンク,企 業 グ ル ー プ内 での オ ン ライ ン接 続 な どが あげ

られ た。

② エネ ル ギ ー不安

エネ ル ギ ー不 安 へ の対 応 と しては,次 の よ うな コ ン ピ ュー タに対 す る

ニ ーズ が あ る。

■エネ ル ギ ー消費,エ ネ ル ギ ー転換 の効 率 化へ の応 用に 関 しIBMは

す で に 旧型 の シス テ ム/7を 使 って 自社 の 省 エ ネル ギー ・シス テ ム を通

じ,年 間数 千 万 ドル に及 ぶ コ ス ト節 約 を実現 して い る。 今後 は 総 合 ビル

管理 シス テ ム,コ ン ビナ ー トな どの エ ネル ギ ー再循環 システム,家 庭 用 イ

ンテ リジ ェ ン ト ・サ ー モス タ ッ トな どを通 じ,エ ネル ギー消費 を効 率 化

す る と同 時 に快適 さ を保 つ こ とに応 用 で き る。

■原子 炉,太 陽 エネ ル ギ ー発 電,地 熱発 電 な どの コ ン ピ ュータ ・コン
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トロール=こ れ らの プ ラン トは ま さ に コ ン ピュー タな しには 存 在 し得 な

い 分野 で あ る うえ,石 油 代 替 エネ ル ギ ー とい う人 類 へ の 福 音 を もた らす

もの で ある。 太 陽 エ ネ ル ギ ー利 用 につ いては,す で にNASAとADL

が そ れぞ れ1974年 に10,000メ ガW(全 ニ ュ ー ヨー クの 消費 を上

回 る・)の発 電能 力 を もつ ソ ラー ・ス テ ー シ ョンを幅10マ イ ル の衛 星 周

期 軌道 上 に打 ち上 げ る計 画 を提 案 してい る。 軌道 上 で集 め る 太陽 エネ ル

ギー は マ イ ク ・ ・ビー ム と して地 上 へ 送 られ る こ とを提案 して い るが,

1980年 代 には 大規 模 プ ラ ン トの ス ケ ール ・メ リ ッ トを考 慮 に入 れ れ

ば,打 ち上 げ コス トを含 み1W当 り2ド ルの発 電 コス トに で きる 見込 み

だ とい う。 もちろん,こ の ソ ラー ・ス テ ー シ ョン と地上 送 電 の コ ン ト・

一ル は コン ピ ュー タ な しに は考 え られ ない。

さ らに,テ キサ ス ・イ ンス ツル メン ツは1979年 に半 導 体 チ ップを

埋 め込 ん だ太 陽 エ ネ ル ギー発 電 プ ラン トの プ ・ トタイ プを発 表 して い る

が,こ の技術 は量 産 が 効 く,コ ス トが 安 い,太 陽 エ ネ ル ギー を蓄積 し24

時 間 作動 す る,と い う従来 の もの に ない優 れ た特性 を もつ とい われ,

1985年 まで に は商 業 化,量 産 化 が 可能 とみ られ て い る。 これは 家 庭

用 発 電 プ ラ ン トと して利 用 が期 待 され,電 力産 業 に なん らか の衝 撃 が あ

るか も知 れ ない。

③ メデ ィカル ・シ ス テ ムへ の 応 用

医 学 及 び 医療分 野 に つい て は,き わ め て多様 な コ ン ピュー タ適 用可能

性 が あ る と考 え られ るが,大 き く分 け れば,① 病 院一 般 管 理,② 臨 床 情

報 処 理,③ 直 接 患 者監 視,④ 生理 学 モ デ リング,⑤ メデ ィ カル ・レ コー

ズ,⑥ メデ ィカル ・ス タテ ィス テ ィ ック ス,⑦IR,⑧ 患 者 カ ウンセ リ

ン グ,⑨ 診断 援 助,⑩ 人 間 機 能 補完 ・増 幅,な どが あ るで あ ろ う。 また

別 の切 り方 をす れば,医 療 あ るい は病 気 予 防 需要 の増大 に対 す る対 処;

医療 費 高 騰(対GNP比 の上 昇)の 緩 和,専 門 医不 足,無 医村 対 策(遠

隔 医療 システ ム),身 障者 へ の福 音 とい った コ ン ピュー タ利 用 が考 え ら
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れ るo

・ 病 院 管理 にお い て典 型 的 にい え ば,ベ ッ ドの割 当 て,大 が か りな患

者 フ ァイルの 管理,薬 剤 ・医療 器 材 の在 庫 管理 最 適 化,健 康 保 険事 務

等 々で あるが これ らの メ リッ トは 効 率 化,経 済 性,雑 用 か らの解放 で

あ るo

。 臨 床情 報 処 理 で は もろ もろ の テ ス ト,患 者状 態,臨 床 情報,特 別 食

等 々の詳 細 が コ ン ピュー タ ・シス テ ムへ 送 られ る が,こ れ は工 場 に お

け る デ ー タ収 集 シス テ ムに似 て い る。 究 極 的 に は,病 院職 員 用 ター ミ

ナル を通 じて 医師 の 問合 せ に応 え,看 護 婦 に は例 外 情報 を 出 力す る こ

とに なる訳 で ある が,診 断 上 は知 識 ベ ー スの活 用 が効果 を発 揮 す る こ

と となろ う。

ビ ジネ ス ・ウ ィー ク誌 に よれ ば,コ ン ピ ュー タ技 術 の進 歩 に よ り,

1985年 ま でに ゼ ネ ラル ・コ ンサ ル タ ン シ ・シス テ ムが登 場 し,各

種 の 専 門知 識 に対 す る問 い合 せ の一 部 が 同 シス テ ム に よって応 答 され

る こと に なる。 これ は ワ ン ・チ ップ知 識(knowledgeonchip/

wafer)の 登 場 が 実 現の 支 え とな る と考 え られ る。 ユ ニパ ックの フ ユ

ー チ ュア リス ト(EarlC・Joseph)は1980年 代 に ,① コン ポ ーネ

ン ト ・プ ・セ ッサ革命(1979/80年),② コ ンポ ーネ ン ト ・コ

ン ピ ュー タ革 命(1981/83年),③ コン ポ ーネ ン ト ・メモ リー

革 命(1983/85年),④ コ ン ポ ー ネ ン ト ・シス テ ムズ革 命

(1985/88年)の,4つ の 革 命 が 生 じ,表2-1の よ うな シ リ

コ ン革 命 が1990年 代 に か け て進 行 す る とみ てい る。

表2-1の 第2世 代 に つ い ては 実 際 に は機 能 の 組 合 せ と全 体 の斉 合

性 の 問題 解決 に相 当 の 時間 を要 す る と思 われ るが,ひ とつ の 方 向 を示

して い る とい え よ う。 こ うな る と初 診 時 の わ ず らわ しい 患者 に対す る

レセ プ シ ョニス トに よる質問 は,マ シ ンに よって代 行 され るば か りで

な く,統 計 的,確 率 的 に相 当 多 くの 病 気 につ い て診 断 が 下せ る こ とに
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な ろ う。

表2-1シ リ コ ン 革 命

エス ・ ・一 。ノ㌧ ステ 。ズ(人 搬 器 システ ムズ)_固 体 文化

第1世 代

ス マ ー ト ・マ シ ン ズ

1チ ップ ・ブ ック

1チ ッ プMIS

1チ ッ プ ・コ ー ス

1チ ッ プ ・ ドク タ ー

1チ ッ プ ・マ ネ ー ジ ャ ー

1チ ッ プ教 師

1チ ッ プ政 治 家

ピ ー プ ル 増 幅 機 器

第2世 代

ス マ ー ト ・シ ス テ ム ズ

1ウ ェ フ ァ ・オ フ ィ ス

1ウ ェ フ ァ ・ス ク ー ル

1ウ ェ ブ ア ・ ライ ブ ラ リー

1ウ ェ ブ ア工 場

1ウ ェ フ ァ機 関

1ウ ェ フ ァ 未 来 世 界

1ウ ェ フ ァ文 化

Xethnotronic-ethnoは 人 種,民 族 の 意

出 所;"1990,AVisionofTheFuture,"byEarlC,Goseph,

ComputerworldDec,31,1979

・ 直接 患 者 監視 では コン ピュー タは絶 えず ,患 者 につ け られ た走 査 計

測 機 器 を介 して患者 の状 態 を監 視 す る。 も ちろん,看 護 婦 に よる オ フ

ライ ン ・デ ー タの 入 力 も ある。 この 分野 では 今 後 い ろい ろ な応 用 が発

見され よ う。

。 生 理 学 モ デ リングに おけ る生理 学 的 シス テ ム ズで は物 理 的 シス テ ム

ズ よ り一 層複 雑 なオ ペ レー シ ョン(生 命 の営 み)で あ り ,こ の分 野 の

モ デ リン グに は ス ーパ ー ・コン ピュー タに よる計 算 ニ ー ズが ある。

(例;人 間解 剖学 の1セ ク シ ョンを コ ン ピ ュー タ内部 に3次 元 で再 構

築す る ア プ リク ー シ ョンには2,000MIPSの コ ン ピ ュー タが必 要
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とい われ る)。

。 メデ ィカル ・レコー ズ では い わ ゆる カル テ ・セ ンタ ー機 能。 プ ライ

バ シ問 題 の解決 が ある が,こ れ に よ り同 一 患者 あ る いは個 人 の病 歴,

健 康 記 録 の不 統 一 な ま まの 散在 を統 一 す る な ど,多 くの メ リッ トが生

じる で あ ろ う。

oメ デ ィカル ・ス タテ ィス テ ィ ックス分 野 の コ ン ピ ュー タ適 用 は きわ

め て広 い とみ られ る。 例 え ば 最 近研 究 され て いる もの に,生 れ た ばか

りの赤 ん 坊 の泣 き声 を統 計 的 に分析 して,そ の後 に表 面 化す る病 気 や

身体上 の欠 か ん(黄 疸,ツ ンボ な ど)を 予 知 す る努 力 が ある。 将 来,

1ウ ェ フ ァ病 院 的 シス テ ムが で きた場 合 は,患 者 の声,顔 色,視 線 の

動 き具 合,脈 拍 等 々,い ろ い ろ な入 力 を分析 し,病 名 を 自動 的 に割 り

出す こ と も可能 に なる とい う考 え を もつ入 もい る。 これ な どは ま さ に

第5世 代 コ ン ピュー タの応 え る一 分 野 で あろ う。

o患 者 カ ウ ンセ リ ングに関 して グ ラス ゴー の ある病 院 での アル コー ル

患者 に対 す る ダイ ア ログ ・シス テ ムの実 験 では,熟 練 した コ ンサル タ

ン トに よる質 問 よ り飲 酒 回答 が'50%も 正 直 に行 わ れ た。 入 に聞 か れ

る よ り も安 心 す る こ とが一 因 で あ ろ うが,そ の他 の病 気 に対 す る応 用

範 囲 は 広 い で あろ う。

。 診断 援 助 では先 に述 べ た 知 識 ベ ー スの 活 用 のほ か,シ ミュレー シ ョ

ンの効果 が あげ られ よ う。 す な わ ち,実 際 に新 しい アイ デ ィアの治 療

を行 った と した ら患者 が死 ん で しま うか も知 れ ない場 合 の コン ピュー

タ ・シ ミ ュ レー シ ョンや,治 療効 果 を予 知 す るな ど,い ろ い ろ考 え ら

れ る。

わが 国 の医療 システ ムは 表2-2の よ うに解 決 すべ き多 くの問題 をか

か えて お り,コ ン ピュー タに よる効 率化,省 力化 を通 じる医療 費 上昇 防

止 が 望 まれて いる とい う。
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表2-2わ が国 の 医療 シス テ ム の解決 すべ き 目標

(上 か ら ウエ イ トの高 い順)

来1)人口の 老令 化 に よる医療需 要
の増 大 に対 処す る方 法 の確 立

2)x医 療 と保 鯉 対 す る教 育の+分 譜 及

3)米 医 療 繍 シス テ 。の粉 な 醗 と活 用 と情 報鵠 防止 の粉 確 立

4)'医 療 施 設 の老令 化 に対 す る ス ク ラ ップ ・アン ド ・ビル ド

5)医 師 お よび医療 担 当者 の リーダ シ ップの 低 下を防 止 す る方 法 の確 立

6)医 療 技 術 に対 す る不 充 分 な テ クノ ・ジー ・ア セス メ ン トの 実 施

7)労 働 力 の 質的 変 化 に対 応 す る生産 性 向 上 の方 策の 確立

8)環 境 条 件 の悪 化 に対す る対応 策 の確 立

9)医 師 の 権益 を障 害 しな い シス テ ム化 の 方法 の考 察

米医療情報 システムに関連 あるもの

出所;東 大医学部渥美教授

④ 通 信産 業 の成長

電話 産 業 の歴 史 はk・ よそ100年 に及 び最 も安 定 した進 歩 の 緩 やか な

産 業 で あ った が,今 後10年 あ るい は20年 にお け る通信 産 業 の革 新 的

エ レ ク トロニク ス化 は,エ レク トロニ ク ス革 命 と と もに最 も急速 で あろ

う。 とい うの は通 信 は,半 導 体製 品 が社 会 の原 油 で あ る よ うに,社 会 活

動 の血 脈 で あ るか らで あ る。

通 信産 業 の 成長 要 因 と しては,① 衛 星通 信,地 上 デ ィジタ ル伝 送 網,

オ プテ ィ カル ・フ ァイバ ー伝送 網,マ イク ・波伝 送 網(あ るい は ノー ド)

等 を通 じる音 声,画 像(写 真,イ メー ジ,図 形等),デ ィ ジタル ・デ ー

タ を総 合 的 に取 り扱 う トー タル通 信 サ ー ビス が 出現 しつつ あ る(198'1

年,米 国),② コン ピュー タ技 術 と通 信 技 術,そ れ に コ ン ト・一 ル技術

の結 合 が オ フ ィス ・オ ー トメー シ ・ンを進 行 さ せ る趨 勢 に あ る。 ③ コ ン
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ビ ュ ー タ と通 信 の 融 合 か らヤ ン キ ー ・グ ル ー プ 社 の い うい わ ゆ る ノ ー ・

マ ン ズ ・ ラ ン ド(ttnomansland")す な わ ち 未 踏 地 帯 の機 器 の 市 場 が

急 速 に拡 大 す る,④ 家 庭 レ ベ ル ま で各 種 の 新 しい 通 信 サ ー ビス が 浸 透 す

る,な ど が あ げ られ る 。

ヤ ン キ ー ・グ ル ー プ に よれ ば,ノ ー ・マ ンズ ・ ラ ン ドと は 図2-1に

示 さ れ て い る よ う に,オ フ ィ ス 機 能 と伝 送 機 能 の 中 間 に あ っ て 両 者 を 結

ぶ 接 点 を 成 し,機 能 が イ ン テ リ ジ ェ ン ト化(す な わ ち コ ン ピ ュ ー タ化)

多 様 化 し て い く。 しか も こ の 市 場 は米 国 で は 今 や50億 ドル の 市 場 で あ

り,年 率21%と い う コ ン ピ ュ ー タ 市 場 を 凌 ぐ成 長 が 期 待 さ れ て い る。

オ フ ィ ス' 未踏地帯' 伝 送 未踏地帯 オ フ ィ ス

・電 話 ・PBX ・PBX ・電 話

・タ イ プ ラ イ タ

・高 級 マ シ ン

・プログラム蓄

積式PBX

1

李fl'㌶
・タ イ プ ライ タ

・書 取 マ シ ン

・ フ ァ ク シ ミ リ ・ス マ ー ト ・ ス DDト ス マ ー ・ ・・ ・ フ ァ ク シ ミ リ

ネ ッ ト ワ ー ク

・WP イ ッチ

1イ ッチ

・WP

岱

・ フ ォ ト コ ピ ー ・コ ン ト ロ ー ラ ー ・ コ ン トロ ー ラ ー
o

・フ ォ ト コ ピ ー

・ タ ー ミ ナ ル

息

・屋 上 ア ン テ ナ ±
T

・屋 上 ア ン テ ナ

●

等
Ψ

等 等
1等 三 ン ピ ュ ー タ ー

冒 貸借回線1コ ン ピ ュ ー タ ー ・CPU
'

・CPU 1_ |/ 〆
・ メ モ リー

・メモ リー
＼

、
1 1// ・ ミ ニ コ ン

・ ミ ニ コ ン
、

＼ ⊥
デ,ジ。ルイ
-

1ネ ッ トワ ー ク

1'
1

1, 1

1縫 通信

図2-1未 踏地 帯;IBMとATTの 成 長 領 域

出所;ヤ ンキ ー ・グル ー プ社

一41一



も うひ とつ 現 わ れつ つ あ る新 しい 通 信 の現 象 は モ ビ リテ ィの増 大 で あ

る。 す な わ ち,ポ ー タブル ・ター ミナル に よる コン ピ ュー タ交 信,自 動

車 電話,外 出先 か らの 家 庭 内機 器 制 御 な どの ニ ーズが増 大 してい る こ と

で ある。 米 国 にX・toて はNASAが25の 国 内 メ トロ,ポ リス(国 際都市)

を250万 個 の 腕電 話機(wristtelephone)で 結 ぶ シス テ ムを提 案 し

て い る。1つ の 人工 衛 星 を介 してス ポ ッ ト ・ビー ム を発 射 す る(1ビ ー

ム1,000回 線 を収 容 し,時 分 割 で100の ユーザ ーが接 続)も の で

あ る。 この シス テ ムは 現有 技 術 で 可能 とい わ れ,実 現 の 可否 はFCCの

認 可態 度 にか か って い る とい う。

以 上 の よ うな ニ ー ズを カバ ーす る た め には,オ フ ィス にお い て,無 人

地 帯 にお い て,は た また伝送 機 能 に おい てコ ン ピ ュー タ あ るい は コ ン ト

・一 リング機能 を取 り込 んだ複 雑 高度 の機 器 や システ ム の需要 が高 ま っ

てい くであ ろ う。

⑤ 新 聞,放 送,出 版 産 業 の激変

従 来 の マス コ ミの方 法 は 基 本 的 に片 方 向 の情 報 提供 で あ り,読 者 あ る

いは 受 信 者 の 選択 は受 け 身以外 に は あ り得 なか っ た。 しか し,今 後10

年 ある いは20年 に,マ ス コ ミは エ レク トロニ ク ス革 命 とコ ン ピ ュータ

革 命 に よって最 終需 要 者 の選択 とニ ー ズに応 え るべ く変 貌 せ ざるを 得 な

い で あろ う。

変 貌 を迫 る技 術 は,④ 英 国 の プ レス テル,わ が国 のCAPTAINS

が 目指 す2ウ ェイ情報 シス テ ム,◎ メモ リー技 術 の長 足 の 進歩 と急 速 な

経 済 性 の実 現,◎ フ ァク シ ミ リ,電 子 メール な どの技 術 の発展,⇔ デ ー

タ ・バ ンク 情報 検 策 シス テ ム発 展 の 可能 性 で あ る。

先 ず現 在,情 報 の 提供 者 で あ る新 聞,放 送 企 業 は 多数 あ るが,そ の 提

供 情報 には 特 徴 あるい は個 性 が な く,画 一的 で あ る,欲 し くない情 報 が

が 大量 に混 入 して い る,情 報 提供 側 で恣 意 的 な 情報 選択 が 行 わ れ て い る,

とい った破 行 的 な形態 に なっ て い る。
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この よ うな形 態 は,上 述 の技 術 に よ って,θ コ ミュニ テ ィ,個 人 の ニ

ーズ に よ り密 着 した情 報 が 消費者 側 で決 定 され る(例 え ば経 済記 事 を読

みた い人 は,ひ とつの 新 聞 に限 定 され ず 横断 的 に経 済状 況 を知 り,深 化

もで き る),(ロ)必 要 に応 じて情 報検 索 が で きる,← 寸(ロ)から資源 の無 駄 使

い(紙 の 使 用 な ど)が な くな る,と い った メ リッ トか ら,情 報 提供 者 で

ある マス コ ミは 自分 の 提供 す る情 報 に特 徴 や個 性 を もたせ,あ るい は加

工度 を高 めて消 費 者 の ニ ー ズ に即 応 しな い限 り生 き残 る ことが 難 し くな

る と思 われ る。

ま た,1チ ソプ ・ブ ック(あ るい は ブ ックス),1デ ィス ク情 報 パ ッ

ク(い ず れ も肉眼 で 見るた め のデ ィス プ レイ を必要 とす る)の 出現 は,

出版 の 在 り方 とその 流 通 の 在 り方 にさ え影 響 を及 ぼす こ とに な ろ う。 も

ちろん,印 刷 さ れ た情 報 に はそ れ な りの長 所 が あ るの で あ るが,そ れ が

すべ て の ニ ー ズを カバ ーす る こ とは な くなるは ず で あ り,1チ ップ ・ブ

ニ1㌫∴覧=㌶ ぷよ:㌘㌶ 三
・とも識 してお く必要が あろ う・ 鶴

⑥ ソ フ トウエア産 業 の成長

IBMが ソフ トウエア の ア ン バ ン ドリング(ハ ー ドウエ アの 値 段 とは

別 に ソ フ トウエア に値 段 をつ け別 建 で売 る こ と)に 踏 み 切 った のは,

1970年1月1日 以後 で あ った が,OSの 一 部 ま で ア ンバ ン ド リング

が及 ん だ の は1978年 に お け る303Xの 出荷 開 始 前後(セ レ ク タブ

ル ・ユ ニ ッ トと して 有料 化)で あ った。 次 に1979年1月 の4300

シ リー ズ発表 では,ハ ー ドウエ ア価 格 が 従 来 の水 準 に較 べ て格 段 に 下げ

られ,MVSやDBMS,DB/DCな ど広 義 のOSと 広範 な ア プ リケ

ニ シ ョンズ ・ソフ トウエ アが 有料 とな り比 重 を増 しつ つ あ る。

さ らに近 く発 表 が 予 想 さ れ て い るHシ リー ズやEシ リーズ の未 発 表 モ

デル では,全OSが 完 全 に ア ンバ ン ドリング され,し か も数千 ドルの 月
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間 使 用 料 金 を 徴 集 す る こ と に な ろ う と い う観 測(AdvancedComputer

Technique社)も あ る。

わ が 国 に お い て も1970年 夏 以 後IBMが ア ン バ ン ド リ ン グ し た の

を 皮 切 り に,1978年4月 に はJECCが 国 産 メ ー カ ー登 録 の ソ フ ト

ウ エ ア を ア ンバ ン ド リン グ し,4300対 抗 マ シ ン の 出荷 が 始 ま る に つ

れ てOS部 分 の 賃 貸 実 績 も生 じつ つ あ る。

1980年 代 に は ユ ー ザ ー側 の 新 ア プ リ ケ ー シ ョ ン適 用 数 の 増 加 と人

件 費 上 昇,ブ ・グ ラ マ 不 足 と い っ た 要 因 か ら,汎 用 ソ フ トウ エ ア ・パ ッ

ク ー ジの 流 通 が 漸 く進 行 す る と思 わ れ る 。

む し ろ コ ン ピ ュ ー タ 分 野 の 最 大 の 不 確 実 性 と さ れ て い る の は,ソ フ ト

ウエ ア 開 発 の 生 産 性 改 善 で あ り,ソ フ トウ エ ア開 発 の 生 産 性 向 上 以 前 に

どん な ソ フ トウ エ ア 開 発 が 要 求 さ れ て い る か を 的 確,能 率 的 に 発 注 す る

要 求 仕 様 工 学(RequirementSpecificationsEngineering)の 確 立 の

努 力 が 払 わ れ て い る 段 階 で あ る。

しか し,ソ フ ト ウエ ア ・エ ン ジ ニ ア リン グ の 地 道 な努 力 は 続 け られ て

taり,1985年 前 後 に は 数 学 的 な ソ フ トウエ ア検 証 プ ・ グ ラ ム が 使 わ

れ る よ うに な り,そ れ か ら数 年 後 に は,リ ク ワ イ ヤ メ ン ツを 入 力 す れ ば

個 々 の ユ ー ザ ー ・ニ ー ズ に マ ッチ す る ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッケ ー ジが 生 成

で き る よ うに な り,そ れ らの ス ー パ ー ・プ ロ グ ラ ム を 蓄 積 す る 中央 汎 用

ソ フ トウ エ ア ・ラ イ ブ ラ リ ーが 登 場 す る と思 わ れ る。

以 上 の 情 勢 か ら,80年 代 に は 独 立 ソ フ トウエ ア 企 業 と シス テ ム ・ハ

ウ ス 企 業 の 成 長 が 予 想 さ れ,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー の ソ フ トウ エ ア収

入 も増 加 す る で あ ろ う。

⑦ 教 育 の 激 変

余 暇 の 増 大(フ ェ ラ ン テ ィ社 の ク リス ト フ ァー ・エ バ ンス は1985

年 頃 に は 就 労 日は1週4日,28時 間 と な り,1990年 頃 に は3日,

20時 間 とな る 可 能 性 が あ る とみ て い る),生 涯 教 育 へ の 関 心,1チ ッ
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プ情報 パ ック ・プレー ヤ ー(デ ィス プ レイ),1デ ィス ク情報 パ ック ・

プ レ ーヤ ー(デ ィス コ ・ビ ジ ョン)の 発 売(1980-1985年 前後)

安 い パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タあ る いは ホ ー ム ・コン ピ ュー タとCAI

プ ログ ラムの 入 った チ ップ,デ ィス ク,テ ー プの結 合,プ レステ ル の よ

うな2ウ ェイ情 報 シス テ ムの登 場 に よ って,教 育 は 今 まで の よ うに大 学

や学 校 の制 限 を超 え て茶 の 間 の中 に 浸透 す る よ うに な り,教 育 シス テ ム

そ の もの に衝 撃 を及 ぼ す ことに な ろ う。

CAI教 育 は,④ 個 人 の学 習 進 捗 度,才 能 に合 せ た 個人 個 人 の教 育が

で きる,◎ マ シ ンは 疲 れ ないか ら何 回 で も応 答 し,レ ベ ルの 低 い学 習者

を引上 げ る こ とが で き る(米 軍 に よる要 員教 育 。 落 ち こぼ れを なくせる)

◎ シ ミ ュ レー シ ョン学 習 が で きる,⇔ 埋 もれ た 才能 を発 掘,開 発 し,発

揮 させ る こ とが で き る,㊥ 学 校教 育以 外 に誰 で も学 習 が で きる,と い っ

た多 くの利 点 を もっ て い るの で,80年 代 には 各種 学 校,成 人 学 校,企

業 の能 力開発,家 庭 に おけ る 自己 開発 に大 い に役立 つ で あろ う。(も ち

ろん,コ ン ピ ュー タは教 師 を リブ レー スす るの で は な く,教 師は よ り創

造 的,人 格 交 流 の機 会 を入手 す る訳 で あ る)

CAIで 最 も大 切 な こ とは,良 い プ ログ ラムの 開発 で あ り,プ ログ ラ

マ と教 育 者,そ の 他 の 密 接 な協 力が 必要 で,蓄 積 さ れ た経 験 はCAI

ソフ トウ エア ・ライ ブ ラ リに よって共 通 財産 とす る必要 が あ ろ う。 聴覚,

視 覚,触 覚 と情 報 の場 所 と記 憶 の 関係 を コ ン ピ ュー タに結 合 した スペ ー

シ ャル ・デ ー タ ・マネ ジ メ ン ト ・シス テ ム をCAIに 応 用 す る こ とに よ

り,学 習 能 率 は一 段 と引 き上 げ られ る ばか りで な く,創 造 性 開発 に もつ

なが る と思 わ れ る。

CAIプ ・グ ラム とそ の プレ ーヤ ーKは,マ ス コ ミや他 の産 業 か らの

参 入 が 生 じるで あろ う。 さ らに 制度 上 の 認 定 が 得 られ れ ば,日 本 にい な

が らに して例 え ば米国 の 大 学 の特 定 コー ス を受 講 で きる こ とに な ろ う。
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⑧ ホ ワ イ ト ・カ ラ ー の 生 産 性 向 上

ハ ー ベ イ ・ボ ペ ル(Booze
,Allen&Hamilton社 副 社 長)に よれ ば,

米 国 の 典 型 的 な マ ネ ー ジ ャ ー の 時 間 配 分 は表2-3の よ うに な っ て い る。

つ まb35～45%は 部 下,同 僚 との イ ン フ ォ ー マ ル な1対1の ミー

テ ィン グ あ る い は フ ォ ー マ ル な グ ル ー プ との ミー テ ィ ン グ で あ る。

表2-3マ ネ ー ジ ャ ー の 平 均 的 時 間 使 用

・フ ェ イ ス ・ツー ・フ ェイ ス

・フ ェ イ ス ・ツー レ コ ー ド

・移 動 中

・電 話

(小 計)

分 析 に 利 用 で き る 時 間

35～45%

25～30%

5～10%

5～15%

70～100%

30～0%

'生 産 性 向 上 の

ポテ ン シ ャ リテ ィ

良

最 高

秀

真

出 所;WinnersandLosers,byHarveyL.Poppel,Executive

PersPective,FirstQuarter/1979

次 の25～30%は 通 信 文,雑 誌,レ ポ ー トな どの 記 録 の 入 力 と 出 力

(読 み書 き)に 費 や され て い る。 次 の5～10%は 大 抵 の 組 織 の 平 均 旅 行

時 間 で あ る。 次 の 電 話 を 含 め て,こ ・の4つ の 機 能 だ け で能 率 の 悪 い マ ネ

ー ジ ャ ー は1日 の 労 働 時 間 の100%を 消 費 し て'し ま い
,分 析 に利 用 で

き る 時 間 は な く な っ て しま う。

フ ェ イ ス ・ツ ー ・フ ェ イ ス と電 話 は オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン技 術

の 応 用 で生 産 性 向 上 の 可能 性 は か な り あ り,フ ェ イ ス ・ツ ー ・レ コー ド

は ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ や 記 録,フ ァ イ リ ン グ,コ ピ ー イ ン グ,電 子 メ

ー ル 等 の機 能 を イ ン テ グ レ ー トした 多 目的 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で最 高 に

生 産 性 を 向 上 で き る は ず で あ り,旅 行 は テ レ ・コ ン フ ァ レ ン ス に よ っ て
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大 幅 に 時 間 を 削 減 で き る で あ ろ う。

こ れ らの 機 能 を オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 適 用 に よ って どれ く ら

い生 産 性 を 向 上 で き る か に 関 す る 予 備 デ ー タ が あ り,こ れ に よ る と 内輪

に 見積 って も10～25%の 向 上 が 可 能 で あ る と い う。 マ ネ ー ジ ャ ーの

コ ス トは フ リ ン ジ ・ベ ネ フ ィ ッ トと オ ー バ ー ヘ ッ ド込 み で 年 間50,000

～70
,000ド ル か か る こ と を考 え る と,こ の 生 産 性 向 上 は 相 当 大 き な

意 味 が あ る と い う こ とに な る。 も し 日本 語 情 報 処 理 シ ス テ ム の 実 用 化 が

進 み,音 声 自動 入 出 力 が 可 能 に な れ ば,わ が 国 の オ フ ィス に お け る 生 産

性 は量 的 に き わ め て 大 き な 向上 が 見込 ま れ る し,質 的 に は 管 理 面,分 析

上,あ る い は 創 造 性 の 上 か ら測 り知 れ な い メ リ ッ トが あ る で あ ろ う。 米

国 の フ ォー チ ュ ン 誌500社 の 典 型 的 企 業 の 年 間 通 信 費 は5,000万 ド

ル で あ る の に 対 して,旅 費 は1億 ドル に も達 す る とい う。 テ レ コ ン フ ァ

レ ン ス に よ る 旅 行 の 肩 代 り(ビ ジ ネ ス 旅 行 の50%が 電 子 旅 行 に 肩 代 り

可能 と い わ れ る)に よる コ ス ト節 約 効 果 も大 き い と い わ れ る。

SBS(SatelliteBusinessSystem)は す で に,モ デ ル 企 業 に 対 す る

テ レ コ ン フ ァ レ ン ス ・ル ー ム施 設 を 行 っ て い る。 ウ ォ ー ル 街 の 証 券 ア ナ

リス トで あ る エ デ ル ソ ンの 経 験 に よれ ば,彼 が ロサ ン ゼ ル ス,サ ン フ ラ

ン シ ス コ,ニ ュ ー ヨー ク,シ カ ゴ,ア トラ ン タ,ボ ス トン,ワ シ ン トン

の 顧 客 会 社 との 間 に も っ た ピ ク チ ャ ー ウ ォ ン ・コ ン フ ァ レ ンス の1時 間

15分 の コ ス トは 約750ド ル で あ る とい う。 これ は 多 忙 な エ グ ゼ ク テ

ィ ブ に と っ て 非 常 に 安 い 値 段 で あ り,時 間 の 節 約 効 果 は 大 きい 。

表2-4は 米 国 で 最 近50,000人 の セ レ ク タ リー を 対 象 に 行 わ れ た

サ ー ベ イ 結 果 で あ る が,一 見 して オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に よ る 生

産 性 向 上 の 可 能 性 は 明 らか で あ ろ う。

な お,米 国 の 現 在 の 農 業1人 当 り,装 置 装 備 率 は70,000ド ル,製

造 業vak・ け る ブ ル ー ・カ ラ ー 装 置 装 備 率 は25,000～50,000ド ル,

ホ ワ イ ト ・カ ラ ー の そ れ は2,000ド ル(7,000ド ル と い う数 字 も あ
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る)と い わ れ,ぼ う大 な潜 在 需要 が あ る ことが示 され てい る。

表2-4米 国 にお け る セ クレ タ リ ・サ ーベ イ仕事 の 分布 状 況

(無 作 為 抽 出)

コ ミ ュ ニ ク ー シ ョ ン(電 話)

フ ァ イ リン グ,メ ー ル,書 取 を含 む ク ラ リカル ・ワ ー ク

ダ イ ビ ン グ

仕斬⑭
机 か ら離 れ て い る時 間

(メ ッセ ン ジ ャ ー,フ ォ トコ ピー イ ン グ な ど)

計 算

14%

20

20

18

25

ポ ペル に よれ ば1990年 前 後 に電 子事 務所 と電子 家庭 の 時代 が到 来

し,2000年 前後 に は統 合 オ フ ィス家 庭(integratedoffice-home

在宅 勤務)の 時代 が 到来 す る こ とに な るが,少 な くと も この10年 間 に

は,オ フ ィス で机 を並 べ て仕 事 をす る とい うよ うな環 境 が 薄 れ るか も知

れ な い。

⑨ 製 造業 に お け る省 力化 と 自動 化

製 造 業,と くにデ ィス ク リー ト(離 散型)製 品製 造 業 に おけ る製 造 工

程 の 自動 化 は他 の製造 業 に較 べ て 遅 れ て い るの で,こ の分 野 での ロボ ッ

テ ィゼ ー シ ョンが進 む で あろ う。SRIInternationalのEarleD.

Jonesに よれ ば,製 造 業 の多 くが1ラ ン当 り50～500部 品 を組 立 て

るデ ィス ク リー ト製造 業 に よ り占 め られ てい る が,こ れ らの ア ッセ ン ブ

リを取 り扱 うには 融 通 性 に富 む オ ー トメー シ ョン(CAM)が 必 要 で あ

る。

工 場 オ ー トメー シ ・ンの大 きな部 分 を 占める技 術 は産 業 ・ポ ッ トに 可

視 能 力 を付 加 し,人 工知 能 に よ って対 象物 を識 別 す る ことで ある。 も う
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ひ とつ の 困難 な分 野 は連 続 継 ぎ目熔 接 で ある とい う。

西 ベ ル リン工 科 大 学 で は,将 来 の完 全 自動 化 プ ・ トタイ プ工場 を 設計

中 で あ る。 これ は 同一 マ シ ンで異 な る 品 目を少 量生 産 す るの が 目的 で,

2レ ベ ル の コ ン ピ ュータ制 御 オ ペ レー シ ・ンが 行 わ れ る。 ・ポ ッ トに よ

って材 料 を送 り込 まれ る数 値 制御 工 作 機 械 の小 さ な複 数 セル は ミニ コ ン

に よ って制御 さ れ,こ れ らは次 に仕 事 の フ ローに 沿 って材 料 を コン ト・

一ルす る大型 セ ン トラル ・コン ピュー タ に接 続 さ れ る。 品 質管 理 と ドリ

ル ・ヘ ッド変 更 の よ うな ル ー チ ン ・メイ ンテ ナン ス は ロボ ッ トに よ って

自動 的 に処 理 され る(InternationalManagement,August1979)。

IBMの 副社 長'チ ー フ ・サ イ エ ンテ ィス トで ある ブ ラン ス コ ウム博

士 は,将 来,個 性化 され た製造 とサ ー ビス(personalizedmanufactu-

ringandservice)が,産 業 革 命 の 欠 陥 を克 服 す る と主 張 してい る。

す なわ ち 「産 業 革 命 にお い ては 生 産 の経 済 を 各生 産 品 目 ご とに全 く同 じ

もの をつ くる こ と(規 模 の経 済)に 依 存 し,サ ー ビスの責 任 は 他 人 に譲

る とい う欠 陥 を有 してい る。 この事 実 は 消費者 に提 供 で きる製 品選 択 を

制 限 す る傾 向 を もって い る。 これ に対 して情 報技 術 は,個 々の 消費 者 に

1入1入 が 選 択 で き るい ろい ろな製 品 特 徴 を可 成 り広 範 に組 み合 せ て 提

供 す る こ とを 可能 にす る。 も し適 切 に 自動 化 して いれ ば,単 位 当 り生 産

原 価 を余 り上 げ る ことな しに1人1人 の ユ ー ザ ーの必 要条 件 に合 った特

定 製 品 を個 性 化 で き る生 産 単位 へ特 定 の リク エス トを安 く伝送 す る こと

を電 子 流通 チ ャ ンネルは 可能 とす る。 工 業 工 程 ヘ イ ンテ リジ ェンス を利

用 す る こ とは,知 的 管理 か ら人 間 を 疎外 す る の では な く,従 来 以 上 の フ

レキ シ ビ リテ ィと個 性化 を実 現 す る こ とにつ なが る」 と語 って い る。

彼は ひ とつ の例 と して,靴 を あげ て い る。 す な わ ち現在 は靴 を買 う時,

人 は数 種類 の 形 とサ イズ に 自分 の 足 を合せ なけ れ ば な らない が,製 靴機

械 が コ ン ピュー タ ・コン トロー ル され るな らば,製 造 の最 後 の工 程 で靴

は個 人 の足型 や大 きさに 合せ て変形 で きる。 コ ン ピ ュータは 値入 の足 の
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詳 細 な 測 定 を 行 い,ス タ イ ル 選 好 と と も に測 定 デ ー タ を 工 場 に送 信 で き

る 。 そ こで1人1人 に 合 っ た 靴 が 量 産 単 価 で 製 造 で き る と して い る。 そ

し て 彼 はIBMは す で に64Kチ ッ プ の生 産 に この コ ン セ プ トを 適 用 し

て い る と い っ て い る 。 因 み に1979年7月30日 号 の フ ォ ー チ ュ ン 誌

の 記 事(Howthe4300FitsI.BM・sNewStrategy,byBro

Utta1)は 次 の よ うに 述 べ て い る。

「も っ と重 要 な 例 は4331CPUが 必 要 と す る100の 異 る タ イ プ

の 論 理 回 路 を 容 易 に 生 産 で き る こ と で あ る 。 各 チ ップ は 同 一 の 電 子 部 品

一 式 で で き て い る の に
,エ ン ジ ニ ア は コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ た 設 計 シ ス テ

ム と電 子 ビ ー ム ・エ ッチ ン グ 用 具 を 用 い て ,チ ッ プ を"パ ー ソ ナ ラ イ ズ"

(個 性 化)で きる 。IBMに よ れ ば,こ の ア プ ロ ー チ は 論 理 チ ッ プ を 開

発,製 造,テ ス トす る に 要 す る 時 間 を 相 当 削 減 す る。 」

⑩ コ ン ピ ュ ー タ産 業,情 報 処 理 産 業 自 身 の 変 化

コ ン ピ ュ ー タ産 業 ,情 報 処 理 産 業 自 身の 変 化 は 表2-5に ま とめ て 示

し て み た 。 も う少 し敷 宿 す れ ば,次 の よ うな こ と に な ろ う。

Oコ ン ピ ュ ー タ産 業

先 ず す で に述 べ た よ うに ソ フ ト ウ エ ア の 比 重 が 増 大 す る。 ほ か の 領

域 もそ う で あ る が,と く に 大 型 の 領 域 で は 汎 用CPUは シ ス テ ム の 中

の 一 要 素 と して エ レ メ ン ト化 し,シ ス テ ムの 内 部 は ハ イ ア ラ ー キ構 造

あ る い は モ ジ ュ ラ構 造(コ ン ピ ュ ー タ ・メモ リ,外 部 メ モ リー,ミ ニ

コ ン,マ イ コ ン,知 能 化 タ ー ミナ ル な ど。 ホ ス ト ・ス レ ー ブ 関 係 ,フ

ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ,バ ッ ク ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ ,通 信 プ

ロ セ ンサ,言 語 処 理 プ ロ セ ッサ 等 々。ACT社 は こ う し た モ ジ ュ ラ ー

化 プ ロセ ッ サ を称 し て エ ン ジ ン とい う。)と な る だ ろ う。 これ らの モ

ジ ュ ラ ー ・エ レ メ ン トは サ ブ シ ス テ ム と して 独 立 性 を 増 し,コ ン ピ ュ

ー タ ・シ ス テ ム は そ の サ ブ シ ス テ ム 部 分 を 自 由 に 交 換
,ア ップ グ レ ー

ドす る こ とが 求 め られ て い る 。 従 って,そ れ ぞ れ の サ ブ シ ス テ ム 間 の
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表2 5 情 報 産 業 の 変 遷

産 業 別
噌

1951～1959年 1960～1964年 1965～1979年 1980～1989年 19.90～2000年

コ ン ピ ュー タ ー産 業 ・電 子 管 式 ,ア ッセ ン ブ ラー

'

・ ト ラ ン ジ ス タ ー 式,コ ン パ イ ラ ーの 登 場 ・IC,MSI,LSI ・VLSLVHSI ・ジ ・セ フ ソン素 子o半 導 体 素 子 は極 限 まで 発

(ハ ー ド ウ エ ア)
x・科学計算,事 務計算専用的 ・汎 用 化 ・多重機 能OS,通 信 志 向 ・D .B/DCの 定 着 達

・代 表機 種IBM650 ,・700 ・代 表 機 種lIBM1401,7000 ・デ ー タ ・ベ ー ス ・コ ン セ プ ト ・モ ジ ュ ラ ー 化,階 層 化 ・ベ ー パ ー ・ ジ ョ ッ プ の 電 子 化

・ユ ーザ ー 先 導 的 政 府 機 関 ,大 企業,大 学 ・ユ ーザ ー 全 産 業 へ 浸 透 しか しス テ ータス ・フ ァ ミ リ ー ・マ シ ン ・コ ン セ プ ト ・超 大 容 量 フ ァイ ル エ レ ク トロ ニ ッ ク ・オ フ ィ ス

・び っ く塒 代(ユ ー ザ ー)X シ ンボル ・ミ ニ コ ン,マ イ コ ンの 登 場 ソフ トウエ ア比 重 の 増 大 イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・オ フ ィ ス,ア ン ド ・ホ

(Geewhiz} ・書類推進機米 ・ワ ン ・チ ップ ・コ ン ピ ュ ー タ ーの 登 場 と機 ・非 フ ォ ン ・ノ イ マ ン 型 コ ン ピ ュ ー タ ー に よ る 一 ム

(P・ 痢P・ ・hers) 器の知能化

'

補完 ・衛星通信の盛行

・ソ フ ト ウ エ ア ・ア ン パ イ ド リン グ ・エ レク トロニ ク ス革 命 ,VLSIの あ らゆ る

.通 信 者 米(Communicators) 機器への浸透

・代表機種IBM360 ・情報 管理 者,行 動 援 助味(Information

DECPDP-8,ll custodians,Actionaids)

INTEL8000 ・市場 分 化 一汎 用,周 端 ,ミ ニ コ ン,マ イ コ ン

エ ン ベ ツ デ ツ ト ・デ バ イ ス

・通 信革 命 －C&C,オ フ ィス革 命

・ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タ ー の 大 衆 市 場

ソ フ トウ エ ア産 業 ・独 立 ソフ ト ウエ ア産業 な し ・独立 ソフ トウエ ア産 業 の萌 芽 ・IBMの ア ン バ ン ド リ ン グ ー独 立 ソ フ トウ エ ・ソ フ ト ウ エ ア ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 発 展

ア ・ハ ウスの 成長(1970以 後) ・汎 用 ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 成 長

・汎 用 ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ ・大衆 用 ,教 育用 ソ フ トウエ アの 成長

賃 貸 業 ・独 立 賃貸 業 ,PCS賃 貸 を除 きな し ・独立賃貸業の萌芽 ・独立賃貸産業の成立 ・汎用機以外の機器 も賃貸

・メ ー カー 自 身が賃 貸 ・メ ーカ ー 自身 ま た は メ ー カー側 賃貸 会 社 が賃 メーカー側 賃貸企業 も定着 ・ソ フ トウ エア賃 貸 の 成長

貸 ・ソ フ トウエ アの賃 貸始 ま る ・ソ フ ト ウ エ ア
,SE,コ ン サ ル テ ィ ン グ機 能 相互融合大企業か,専 門的知識を売りものにする

'
の付 加 中小企業かに二極化?あ るいは80年 代の後半

からこうした現象力進行するかも知れないb

情報処理サービス業 ・米国 で独 立 サ ー ビス企 業登 場 ,他 国 に は な し ・独立情報処理サービス業の成立 ・TSS会 社 の登 場
ソ フ ト ウ エ ア,SE,コ ン サ ル テ ィ ン グ機 能

・独立情報処理サービス業の成長 の強化,専 門化

・VAN通 信業の登場 提携,合 併

・他産業からの参入(AT&T)

情 報 提 供 業 コ ン ピ ュー タに よる独 立 企 業 な し ・デ 三 夕 ・バ ンクの 萌 芽(米) ・デ ー タ ・パ ン ク の 成 立
,'活 況(米) わが 国 で もデ ー タ ・パン ク市 場 成立,成 長

'

・他産 業 か らの参 入(放 送
,新 聞,そ の他 大 ユ

一ザ ー企業)

来ADLのFrederieGWithington氏 の 見 解 。"FiveGenerationsofComputers"・HarvardBusinessReviewJuly/Augus
.t1975。
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イ ン タ フ ェー ス が 必 要 と なb,こ こ にIBMの よ うな メ イ ン フ レ ー マ

の 機 器 と プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブル な 機 器 の メ ー カ ー が 成 長 す る 可 能 性

が あ る 。 音 声 入 出 力,イ メ ー ジ入 出 力,日 本 語 処 理,外 国 語(英 語)

処 理 シ ス テ ム な ど の ニ ー ズ も高 い の で,汎 用 は も ち ろ ん オ フ ィス(コ

ン ピ ュ ー タ ・ル ー ム以 外 で)に お い て 普 通 に 求 め られ る よ うに な る。

も ち ろ ん 必 要 時 に は,大 型 コ ン ピ ュ ー タ と交 信 す る。

ハ ー ドウエ ア/フ ァ ー ム ウ エ ア/ソ フ ト ウエ ア は ,経 済 性,効 率,

製 造 の 難 易,あ る い は プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー の コ ン トロ

ー ル と い っ た 面 か らそ れ ら の構 成 を 動 か す と み られ る
。 ジ ョセ フ ソ ン

素 子 コ ン ピ ュ ー タ に つ い て は,ADLは80年 代 の 後 半 に 実 用 化 さ れ

る が,特 殊 な 環 境 で 使 わ れ る に と ど ま る と い う 見解 を と っ て い る が,

ACT社 は1980年 代 後 半 にIBMが(100-500MIPS,

何 十 徳 キ ャ ラ ク タ ー の 容 量 の も の)を 発 表 し,80年 代 の 末 期 か ら,

90年 代 に か け て ジ ・セ フ ソ ン素 子 コ ン ピ ュ ー タ 時 代 に 入 る と して お

り,見 方 が 分 れ て い る。

米 国 に お い て は 宇 宙 開 発(と くに ス ペ ー ス ・シ ャ トル)の 面 で,

NASAに よ り1,000MIPSの コ ン ピ ュ ー タが 要 望 さ れ て お り,

こ こ で 培 養 さ れ た 情 報 技 術 が 降 下 物 と して 民 間 に 降 り て くる こ とが 考

え られ る 。

ソ フ ト ウ エ ア の ア ン バ ン ド リン グ は 漸 く定 着 し,ソ フ ト ウ エ ア ・パ

ック ー ジ市 場 が 成 立 す る と思 わ れ る。 ホ ー ム ・コ ン ピュ ー タ は 価 格 の

弾 力 性 の 最 も強 い 製 品 で あ り,マ イ ク ・ プ ・ セ ッサ,メ モ リ ・チ ッ プ

の 発 達 と価 格 の 低 減 に 伴 い 大 衆 商 品 と な る こ と は ほ ぼ 間 違 い な い 。 シ

ス テ ム ・ハ ウス 産 業 も 成 長 す る で あ ろ う。

従 っ て,コ ン ピ ュ ー タ産 業 は 今 後 き わ め て 多 様 化 し,新 しい 市 場 へ

向 っ て 各 種 各 様 の 企 業 が 現 れ,競 争 し て い く こ と に な る で あ ろ う。
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。 情 報 処 理 産 業

従 来 の よ うな 単 な る計 算 セ ン タ ー で は や っ て い け な くな る か も知 れ

な い。 そ こ で 付 加 価 値 型 通 信 サ ー ビ ス(VAN),タ ー ン キ ー ・シ ス

テ ム と し て の ハ ー ド ウエ ア ・デ ィ ー ラ ー,ソ フ トウ エ ア つ き ハ ー ドウ

エ ア を売 る こ と,情 報 提 供 ,あ る'い は 高 度 の ソ フ トウ エ ア を 売 り もの

に す る と か の 変 化 が 現 れ る で あ ろ う。(従 来 で も,専 業 だ け で は や っ

て い け な い の で 他 の 分 野 も 売 っ て き て は い る が)い ず れ に して も高

度 の ノ ウ ハ ウが 要 求 さ れ る で あ ろ う。

デ ー タ バ ン ク や タ イ ム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビ ス も特 徴 の あ る もの,

高 度 の も の で な け れ ば 共 倒 れ とな る で あ ろ う。 英 国 の 情 報 処 理 サ ー ビ

ス 業 に は,コ ン サ ル テ ィ ン グ収 入 とSE収 入 が 産 業 全体 の それ ぞ れ13

%,24%(1978年)も あ る の に,わ が 国 で は この 機 能 が 未 発 達

で あ る。 フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビス に 特 化 す る企 業 も現 れ

る で あ ろ う。

い ず れ に して も ソ フ ト ウ エ ア ,コ ン ピ ュ ー タ 関 係 賃 貸 業,情 報 処 理

表2-6英 国 の コ ン ピ ュ ー タ,サ ー ビ ス収 入

(1978年)産 業 省 統 計

コ ン ピ ュ ー タ処 理 163,550千 ポ ン ド

o

フ ロ フ ェ シ ョ ナ ル ・ サ ー ビ ス

シ ス テ ム ズ

コ ン サ ル テ ィ ン グ

79,782

43,735

デ ー タ ・ プ リ パ レ ー シ ョ ン 4,806

そ の 他 31,694

分類 不能の もの 8,504

、

合 計 332,071
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サ ー ビス業,情 報 提 供 業 は そ れぞ れ 上 述 の なん らか の機 能 を い くつ か

兼 備 しな い と生 き残 れ な くな ってい くと思 われ る。 そ して1990年

代 か,1980年 代 の 後半 に は,こ れ らの産 業 の 企 業 間 で相 互 融合 し

た大 企業 と,専 門知 識 とユ ニ ー ク なノ ウハ ウを売 り もの にす る 中小 企

業 の二 つ に二 極 化 す る可能 性 が あ る と思 われ る。

2.3技 術革 新 に よ る新 規 需 要,新 期 ニー ズの 発 生

(1)技 術 革 新

以 上2.2節 に お い て 技 術 革 新 に よ る 新 規 需 要,新 規 ニ ー ズ の 発 生 は,す

で に広 範 囲 に 述 べ た の で,本 節 で は1990年 前 後 ま で の 水 平 線 上 に 見 え

て い る技 術 革 新 を 列 挙 す れ ば 次 の よ う に な る で あ ろ う。

。/」 ・型 化,高 速 化,低 廉 化(morepowerperyen)

。 基 本 コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョン は 現 在 の 最 高 速 の もの の50倍 の

もの。 そ こ で ジ ョ セ フ ソ ン 素 子 コ ン ピ ュ ー タが 必 要 に な り,一 部 に 出 回

り 始 め る。 しか し,半 導 体 使 用 の コ ン ピ ュ ー タ は 極 限 に ま で高 性 能 化 す

るo

oス ピ ー チ で コ ン ピ ュ ー タ に ア ク セ ス 。 パ タ ー ン認 識 の 日常 茶 飯 事 化 。

。 デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ機 能 が 標 準 と な る 。

。 ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タ,家 庭 用 テ レ ビ,消 費 者 情 報 セ ン タ ー,CAI

セ ン タ ー を 結 ぶ 広 範 な 交 信 。 コ ン ピ ュ ー タ と コ ン ピ ュ ー タ ライ ズ ド教 育

機 器 の 大 衆 化 。

o超LSIを エ レ メ ン ト した あ ら ゆ る機 器 の エ レ ク ト・ ニ ク ス 化 ,知 能

化 と新 市 場 出 現 。

。 ペ ー パ ー レ ス ・オ フ ィス,キ ャ ッ シ ュ ・レ ス ・ソ サ イ エ テ ィの 歩 み

(EFTS)。 技 術 的 に は 既 存 技 術 の 組 合 せ で 可 能 だ が,人 間 の 受 け 入

れ 態 度 と社 会 制 度 か らの 制 約 が 作 用 す る。
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。 デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 の 諸 機 能 に 対 して 最 適 化 さ れ た デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ シ ン が 政 府 か ら設 置 さ れ
,企 業 へ 浸 透 して い く。

。 衛 星 通 信 ,デ ィ ジ タ ル 通 信 網 と の 結 合 → 電 子 郵 便,テ レ コ ン フ ァ レ ン

ス,ト ー タ ル 通 信 サ ー ビス 。 自動 車 電 話,ポ ー タ ブ ル ・タ ー ミ ナ ル か ら

の コ ン ピ ュ ー タ 通 信 。

(2)新 規 需 要 と ニ ー ズ

マ イ ク ・ ・ブ ・ セ ッサ あ る い は コ ン ピ ュ ー タ を埋 め込 ん だ コ ン ピ ュー タ

応 用 シ ス テ ム ま た は デ バ イ ス は 今 後 大 き な発 展 を 遂 げ る もの と 見込 ま れ て

い るo

半 導 体 製 品,と く に マ イ ク ・ ・プ ・ セ ッサ,メ モ リ ー'チ ップ の 需 要 分

野 と し て は,① そ れ らが 生 ま れ た た め に最 初 か らLSI使 用 を想 定 した シ

ス テ ム,② 従 来 の メ カ ニ カ ル あ る い は エ レ ク ト・ メ カ ニ カ ル な 製 品 の エ レ

ク ト ・ ニ ク ス 化(知 能 化),③ 従 来 全 く存 在 しな か っ た 新 ア イ デ ィア の 製

品 が あ げ られ る(モ ー ガ ン ・ス タ ン レ ー社Rosen氏)。 具 体 的 に い え ば

次 の よ うな もの が あ げ られ る で あ ろ う。

・ 医 用 機 器

盲 人 用 読 書 シ ス テ ム(普 通 の 図 書 を 走 査,左 手 側 に 文 字 の 触 覚 あ る い

は"タ ッチ ・イ メ ー ジ"を 発 生 。 す で にSRIと ス タ ン フ ォ ー ド大 学 で

は 共 同 開 発 に よ りOptaconを 完 成 し,約5 ,000台 が 売 られ た)。 身 障

者 用 自動 車(く る ま)椅 子 。 超 音 波 イ メ ー ジ ン グ ・シ ス テ ム(血 液 を 脳

に送 る 主 動 脈 で あ る 頸 動 脈 を調 べ 初 期 の う ち に 不 透 明 化 症 を検 出)。 聾

者 用 ポ ー タ ブ ル ・タ ー ミナ ル(電 池 で 作 動 す る 小 さ な キ ー ボ ー ドと3線

キ ャ ラ ク タ ー ・デ ィス プ レ イ と テ レ フ ォ ン ・ハ ン ド ・セ ッ トの 上 に 装 着

す る ク リ ッ プ ス とか らな り,普 通 の電 話 シ ス テ ムを 使 い 通 話 で き る)。

電 子 義 肢,義 足 等 々。(い ず れ もSRIで 研 究 中)

・ 自動 軍 用 デ バ イ ス

エ ン シ ン ・コ ン トロ ー ル
,カ ー ビ ュ レ ー タ ー ・コ ン ト ロー ル,汚 染 最

一56一



小 化,移 動 電 話 機,自 動 診 断,ビ ー ク ル ・ガ イ ダ ン ス,燃 費 効 率 最 大 化,

レ ー ダ ー近 接 デ ィ テ ク タ ー,ス リー ブ ・デ ィ テ ク タ ー,タ イ ヤ 圧 イ ン デ

ィ ケ ー タ ー,オ イ ル ・レ ベ ル ・イ ン デ ィケ ー タ ー,そ の 他 。 これ ら を総

合 的 に管 理 す る 小 型 移 動 用 コ ン ピ ュ ー タが 考 え ら れ る。

・ 企 業 間 通 信

送 受 信 コ ン ト ロ ー ラ ー,多 目 的 私 設 電 子 交 換 機,移 動 タ ー ミ ナ ル,移

動 パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ,移 動 電 話 機,多 目的 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・

タ ー ミ ナ ル,電 子 郵 便,テ レ コ ン フ ァ レ ンス ・ル ー ム等 々。

・ エ レ ク ト・ ・メ カ ニ カ ル ,メ カ ニ カル 機 構 の 知 能 化

ぼ う大 な リ プ レ ー ス 市 場 が あ る 。

・ 従 来 存 在 しな か っ た 機 器

デ ィ ス ク 情 報 パ ック 装 置 あ る い は チ ップ情 報 パ ック装 置(コ ン ピ ュ ー

タ化 さ れ た も の 。 教 育 用,ゲ ー ム,タ ー ミナ ル と して 等 々),翻 訳 機,

ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タ,家 庭 用 総 合 管 理 シ ス テ ム 等 々。

・ 研 究 者,調 査 マ ン 向 け デ ー タ ・バ ン ク

フ ァ イ ル の 大 容 量 化,低 廉 化,高 速 化 に伴 う専 門 家 向 け ハ イ ・レ ベ ル

情 報 デ ー タ ・バ ン ク(プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・デ ー タ ・パ ン ク)。

2.4ユ ー ザ ー が 望 む1990年 前 後 ま で の コ ン ピ ュ ー タ ・ニ ー ズ

JECCで は 昭 和54年 初 め に,わ が 国 民 間 ユ ー ザ ー を 対 象 に 「EDP投 資

現 状 調 査 」(第7回)を 実 施 した が,こ の 一 環 と して 「1980年 代 に お け る

ユ ー ザ ー の ニ ー ズ 」 を 自 由 に 記 述 して も ら い,こ の 項 目 に つ い て363社 が 回

答 を 寄 せ た 。 こ の ア ン ケ ー トで は,(1)オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの ニ ー ズ に

つ い て;㈲ オ フ ィ ス の 電 子 化,←)ワ ー ド ・プ ・セ シ ン グ の ニ ー ズ:WP,電 子

郵 便,テ レ コ ン フ ァ レ ン ス,(2)経 営 者 の意 志 決 定 と経 営 情 報 シ ス テ ムの 関 係 に

つ い て;ω デ ー タ ・バ ン ク,公 共 フ ァ イ ル,他 企 業 との オ ン ラ イ ン接 続,←)分
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析 的 情 報 シ ス テ ム と非 数 値 的 情 報 の 自動 的 処 理 シ ス テ ム,(3)コ ン ピ ュー タ ・シ

ス テ ム の ニ ー ズ に つ い て;(イ)超 大 型 コ ン ピ ュー タ の ニ ー ズ,・(ロ)ソ フ トウ エ ア に

つ い て(期 待 を 寄 せ る ソ フ トウ エ ア,ソ フ トウ エ ア の ラ イ フ ・サ イ ク ル と互 換

性),(4)非 フ ォ ン ・ノ イ マ ン型 あ るい は そ の 他 の 新 シ ス テ ム の ニ ー ズ を 質 問 し

た。 こ の 結 果 を 要 約 す る と,次 の こ とが い え る 。

。 わ が 国 の ユ ー ザ ー の 意 識 は か な り進 ん で い る。 分 析 情 報 シ ス テ ム ,非 数

値 的 情 報 の 自動 処 理 シ ス テ ム に 対 し,こ れ らを 是 と す る 回 答 は 多 い 。

。DBMSの 確 立 が 真 剣 に意 識 さ れ て い る。'

。 経 済 性 の 追 求 が 行 わ れ る 時 期 に 入 りつ つ あ る 。

。 デ ー タ バ ン ク,公 共 フ ァ イ ル ,他 企i業 との オ ン ラ イ ン接 続 は,わ が 国 で

は ま だ ま だ の 現 状 だ が,そ れ へ の 要 求 は あ る。

。 素 人 で コ ン ピ ュ ー タ に 親 しめ る機 会 が 要 請 さ れ て お り,簡 易 な 八 一 ド ウ

.エ ア と ソ フ トウ エ ア が 要 求 さ れ つ つ あ る。

。 入 力 の ネ ソク(経 済 性 と マ ン パ ワ ー)'を 解 消 し た い との 願 い は 切 実 な も

の が あ る。

・ 通 信 回 線 の 自 由 化 ,コ ス ㌧ プ ラ イ バ シ ー,企 業 機 密 な どの 環 境 整 備 へ

の 要 請 は 大 き い 。

。 ソ フ トウ エ ア 開 発,メ イ ン テ ナ ン ス の 負 担 が 大 き く ,そ の 生 産 性 追 求 が

課 題 と な っ て い る。 ソ フ.ト ウ エ ア ・パ ソケ ー ジ の歓 迎 機 運 。

。 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンへ の 下 地 が 意 識 さ れ つ つ あ る
。

。 異 メ ー カ ー,異 機 種 間 オ ン ラ イ ン 接 続 が で き る ネ ッ トワ ー ク の 整 備 は 明

らか に情 報 化 の 次 元 を 高 め る 。

非 フ ォ ン ・ノ イ マ ン型 あ る い は そ の 他 の 新 シ ス テ ム の ニ ー ズ に つ い て の 回 答

は33社 か らで,そ の 内 訳 は 表2-7の と お りで あ っ た 。
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表2-7わ が 国 ユ ー ザ ー が 答 え た 非 フ ォ ン ・ノ イ マ ン型 あ る い は そ の 他 の 新 シ ス テ ム の ニ ー ズ

(JECC昭 和54年 初調 べ)

業 種 回答企業数 1980～1985 回答企業数 1986～1990

建 設 業 1 EDPの スペ シャ リス トで はなく素人がほとん どの知識 を持たな くて もミスなく容 易に使え 1 この時期には社内各部門のほ とんどの社員が コンピュータを熟知 してお り,社 内EDP部 門

る大型 コン ピュータが欲 しいo と して独立 した存在価値は薄 くなるo従 って単に コン ピュータ自動運転 のための監査役 とし

てきわめて少数の人員 を要するのみと考 え られる。 こうした線にそ う様 な全 自動の コン ピュ

一夕ーの出現を期待す る。

食 料 品 製 造 業 1 ハ ー ド化 した大型の ソフ トモジュール汎用性の高い もの(例 えば印刷 と共用で きる漢字処理 1 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ ー非 ノ イ マ ン 化!?

機能etc)

生 産工程 の制御及び必要 デ ータを汎用 コン ピューターに送る ものが あれば良いo

窯 業 1 コ ン ピ ュ ー タ ー の 故 障 を コ ン ピ ュ ー タ ー 自体 で 修 理 し,ユ ー ザ ーに は 故 障 を 感 じ さ せ な い コ

ン ピ ュ 一 夕 ーの 出 現

鉄 鋼 業 1 図形又は,物 体の処理(現 物 を写真的に見て処理)体 積,重 量等 1 アナ・グ変換 を使 った生産機械(NC)に よって無 人化工場 を作る。

金 属 製 品 製 造 業 1 製造工場の各種機械にも数値制御機能が入 ってくるようになった。 こうした面から機械の動 1 生産過程 の抜取検査 も自動的にパ ッケージ認識 し,エ ラーがあれば機械 を自動的に停止 ア ラ

作に伴 って自動的に管理 データが ホス トに集め られる形 としたい。1970年 代 の生産管理
一ムするようなシステムと したい

。(1970年 代 で もやれないことは ないが中小企業では

端末 は人間が入力する ようにな っており,そ のぶん余計な ものとなっている。 こうした自動 リスクが大 きい。)

的 にデータを集め られ る機 能 を機械側につけてほ しい。

一 般 機 械 製 造 業 4 図形処理 を考 える と,1次 元 シーケンシャル なフォン,ノ イマン型 に限界を感 じる。是非2 2 一つのプログ ラムを複数台 のプロセ ッサで処理 する並列処理が 自然に効率良 く実用 化され る

次元,3次 元の形状が容易に扱える革新的なものの出現を望む。 ことが予測できるo

まだまだフォン,ノ イマン型にたよる ところ大 である。 現在以上の機能で よリコンパク トで より静かなコン ピューター(環 境の改善)

図形情報 と数値情報 との統合ができないか。
現在以上 の機能 で よリコンパク トで より静か なコン ピュータ(環 境の改善)'

電 気 機 械 製 造 業 5 人間同志が行 なっている程度の コミュニケーション(業 務の引 き継etc)で プ ログラムの開 3 マイコンのユーザ ーが将来 どうな り,他 社 との トラ)/キ ン グや端末の互換性 システ ムの中

発や改訂ができないかo で大型化 の必要性が ど う変 るかによっては大型 コンピュータは ある特定の分野 に よってのみ

電源ON/OFF確 認 装置(check用) 使用され大部分は小型化するとも考えられるo
ユーザ ーにメーカ ーが 売ってやる とい う思想が 変 りコンピュ一夕ーの費用を決める要因が ユ 完全パ ターン認識。 自己自動管理o
一ザ ーの ものであると言 うことになれば今 のメー カー都合に よる コンピューターか ら変った 書類,図 面その他手書資料の入力,整 備,蓄 積,検 索,コ ピーが可能な機械,ソ フトは バ ー

形態に進 むか も知 れない。 その一因はユ ーザーの技術力に依る。 ド或は,フ ァームウエアで大幅にカバ ーす る。経験,教 育 を生 かせ る人間の頭 に近い コンビ

生産設備の中に活用 したい。機械の自動制御,生 産目標品目の自動記録,環 境設備の自動シ ユ一夕ーがで きる必要があるo

ス テ ム

完全プ ログ ラムレス

輸送用機械製 造業 2 プログ ラムは簡単 な もので出力 したいo帳 表の形式 をメニューインプッ トすれば数秒でデ ー 1 1/Oの 人 間 との接点 に抵抗 をなくしたいoプ ロセシングも人間の頭脳,行 動 に大 きな隔

タを処理 し出力される もの。 りが あり,こ の距離 を縮め られ ないか。

プ ログラム制御方式が ある限 りブラックボ ックス とかEDP部 門 の特殊部門化は消えない様

に思 う。意志 とか感情 とかを感受 する情報機器は出来 ない,ものか。

そ の 他 製 造 業 1 仕事の条件 を指定すれば,自 動的 に処理 を開始するコン ピューター 1 コン ピューターの方か らシステ ムについて要望が発生 して,そ れに対 して人間が指示 してい

く現在 と逆の システム
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業 種 回答企業数 1980～1985 回答企業数 1986～1990

卸 売 ・代理商 ・仲立業 3 経験により判断する能力をつける。 1 時間を超越 したタイムマ シンの様 な能力 をもち感情 をもつ様になる。

フ ァ ッ シ ョ ン動 向,素 材,色,デ ザ イ ン等 に つ い て

た とえば 経営 に役立てる場合 として利用者側は一切の システム設 計プログラ ミングをおこ

なうことなく経営に関する各種雑多なデータを随時,音 声媒介など楽な手段で機械に受け入

れ させ,ま た,随 時音声の 指示等 によって情報の処理 をおこない,映 像 ない し,八 一 ドコピ
一の文字情報 と して受 け とることが できる仕組 ,

小 売 業 2 何 らかのアク シデン トに より,シ ス テムダウンして もリカバ ーをせずに再開出来 るようなシ

ステムが必要 です。

ここ数年では販売作業 の自動化 とい うのはム リです。
ノ

金 融 業 2 現在 システ ムが遅れ,金 融機 関のネ ック となってい る現物管理 など次の事項のシステム化 を 1 現状では多重処理は可能 であっても,コ ス ト高 になる問題点が あるわけだが,非 フォン ・ノ

可能すべ く期 待 したい。① 自然語処理 に よる諸 照会 システム,又,声 紋 に よる本人確認等印 イマン型 コン ピューターの 実現 に より,コ ス トの安い効率の良い多重処理が期待で きるので,

' 鑑照合手続の廃止 ②印影及び現物(手 形 ・現金などを自動的に認識した処理システム。 当社 もこの時期 にはマルチプロセス変換 したい と考える。

電々会社に於ける通信回線の開放が待たれるが,若 し,民 間会社に於いて自由に回線を利用

出来るとしたら系列企業に於ける情報交換がスピーディに処理され,規 模に於ける利益が得

られ,し いては コス トダ ウンに も影響があると思 われる。

保 険 業 3 ロジックの変更が短時間で行なえる保険電卓が必要 とされる。 1 人間の脳の アル ゴリズムを研究 し,そ れ に似 るアルゴリズムを持つ高速 コン ピューター。人
ニーズ としては特 にない。特記すれば完全 な自然言語処理可能な コンピューター→ ドキュメ 間の記憶 を コピーす る記憶装置,但 し,人 間に調和 する システム

ン ト=プ ログラム(又 は,会 話処理可能)→ プログラムの消滅o

トラックに搭載 して1日 または1週 間の稼動状況,車 輌状況 などをコン トロールに尚且運行

完了時に出力可能なものo

運 輸 ・ 通 信 業 1 ノイマ ン方式 を残す と仮定 して超大型の利用方式 よりもミニコンの ビルデ ィング ●ブロック

方式のニーズが高 まるo

情 報 サ ー ビ ス 3 当面 は考 え られない。 2 日本語に よる会話が可能な コンピューターが求 め られる よう最適 情報伝達方法の検索

言語処理 プロセ ッサー(漢 字 ・カナ ・数字 ・特 殊記号等 の文章表現 に適 したハ ー ドウエア)

資 料 室 の た め の コ ン ピ ュ ー タ ー○

共同組合 ・各種団体 2 L今 の ところノイマンの壁の内側 で しか考 え られないが,処 理 メデ ィアとその応用技術の発

達に伴い新しいパターンの新しい情報生産が促進されるので商用化後における各分野での

対応を見守り考えたいo

非 フ ォ ン ・ノ イ マ ン 型 の コ ン ピ ュ ー タ ー 適 用 業 務 に つ い て の ニ ー ズ は な い と 思 い ま すo

2音 声 入力に よる外国語の翻訳が で きる コン ピューターが あれば便利

非 フ ォ ン ・ノ イ マ ン型 の コ ン ピ ュ ー タ ー 適 用 業 務 に つ い て の ニ ー ズ に な い と 思 い ま す 。

合 計 33 18

囲1社 で

1980～85年, 86～90年 に分け て回答せず,10年 間通 しで記述 したもの。
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第3章 社会的要請 と第5世 代 コンピュータの役割

3.1前 提 とな った 事 項

本 章は 第1章 で指 摘 され た80年 代 の社 会 的要 請 と,第2章 の第5世 代 コン

ピ ュー タの具 体 的要 請 を受 け て,社 会 の ニ ー ズ に対 す る コ ン ピュー タ ・ア ブ リ

ケ ー シ ・ン側 か らの 具 体 策 を関 連 づ け よう と した もの で あ る。

基 本 とす る トー ンは 「助 っ人 コン ピュー タ」 す なわ ち問題 解決 の わ き役 ない

しは 道 具 と して の コン ピュー タの存 在 であ る。 多 くの 社 会 的 要請 は,コ ン ピ ュ

ー タの存 在 に よって解 決 さ れ る ご と き内容 では ないの で ,助 っ人 ア プ ロー チは

妥 当 と考 え られ る。

ア プ リケ ー シ ・ンの 選択 につ い ては,委 員 会 が 招 い た多 くの講 師 の主 張,そ

れ を基調 と した委 員 諸 氏 の議論 が主 要 な根 拠 と な ってい る。 一 部 に そ れ以 外 の

情 報 も用 いた が,出 典 につ いて は利 用 部 分 で明 らか に して ゆ くこ と とす る。 冒

頭 に ものべ た とお り,本 章 の 目的 は要 請 と ア ブIJケ ー シ ・ ンの間 の,自 然 な結

びつ け で あ って,未 来予 測 では ない。 ア ブ ・一チ と して は 次 の数 ケ条 のル ール

に 従 った。

。 第1章 で一与え られ た要 請項 目の うち,で き るだけ 多 数 の項 目を含 め る こと。

。 コ ン ピュ ー タの ア プ リケ ー シ ・ンにつ い て は最 近 の 動 向 の なか か ら,将 来

性 が あ る と考 え られ る もの を選択 した。

。 統 一 した視点 を定 め,SF的 因果 づ け は 行 なわ ない 。 した が って視 野 は 狭

ば ま る傾 向 があ るが,ま だ誰 も知 らない よ うな アプ リケ ー シ ・ン を想像 す る

よ りは よい と考 え る。

。 命題 ごと にア プ リケ ー シ ・ンの数 を1つ,も しくは 極 く少数 個 に 限定 して

い る。 異 論 が でる こ とは予 想 さ れ るが,そ の場 合 は 新 た な体 系 に 組替 え る こ

とが考 え られ,そ れ は それ で新 た な観 点 か らの立 派 な体 系 図 とな る と思 わ れ
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要 請 は ボ トル ネ ックを 指摘 す る形 で行 なわ れ てい る。 コ ン ピュー タが高級 な

道 具 だか らとい って も,全 ての 場 面 で神 通 力 を発揮 す るわ け では ない。 ボ トル

ネ ックの 各項 目をみ て も.そ れぞ れ が多 面 的性 格 を もって お り,そ の全 体 を も

りあげ て議 論 する に は,材 料 も紙 数 も限 られ てい る。 一 策 と して,提 起 され た

項 目の 共通 的 側 面 を探 し,い くつ か を グル ー ピング して議 論 を進 め る こと と し

た。 グル ー ピングの 過程 で割受 さ れ た側 面 は 多 くあ り,な かに は落 ちこぼ れ て

しま っ た項 目もあ る。 不 本 意 では ある が,脱 落 部 分 に関 する議 論 は 別 の機 会 に

譲 りた い。

全 体 の 基 調 を コン ピュー タの側 面か ら見 る と,

。 半 導 体技 術 の進 歩等 に よ り,コ ン ピュ ー タ本 体(周 辺 装置 を除 く)の 部 品

化 が急 速 に進 展 す る。

。 安 価 な コ ン ピュ ー タの大 量 普 及 の 時 代 を迎 え て ,ソ フ トウ ェア もパ ッケー

ジ化 され るな どの形 で,量 産 量販 され る。

。 デ 三 夕通 信は よ り高 度化 し,よ .り一 般化 す る。

。 デ ー タ処 理 の機 械 化 の制 約条 件 とな ってい る法 制 度 の 非近 代 的 側面 は ,遅

か れ 早 か れ除去 さ れ る もの とす る。

な どの ガ イ ドライ ン を設 定 した。

コ ン ピュー タ関 係 では 高速 化 ,大 容 量 化,小 型 化 な どの傾 向 につ いて は 十 分

に喧 伝 さ れ てい る。 これ を身近 な話 題 に 引 き戻 した例 と して,P.Isaacsonら

に よる,こ の25年 間 の進 歩 の比 較表 が あ る。(表3-1)

25年 前はIBM650に 代 表 され る 時代 で あ った。 現 今 ではIBM650

な ど知 ってい る入 は 限 られ てい る。 表3-1で はIBM650をTI59と 比

較 して い る。 対比 す るの が無 理 なほ ど長 足 の技 術進 歩 が行 わ れた こ とが明 白 で

あ る。 丁 度 頭脳 部 分 に あた る と ころ を比 較 してい るの で,変 化 が極 め て拡 大 さ

れて い る こ とは 注意 を要 す る点 で あ るが,パ ンチ カー ドや ライ ン ・プ リン タ を

必要 と しない アブ リケ ーシ ・ ンでは,こ の差 をス トレー トに享 受 で き よ う。
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表3--125年 間 の 進 歩

IBM650

(1955)

TI59,

(1980)

部 品 真 空 管2,000本
トラ ン ジ ス タ換 算

166,500個

所要電力(KVA) 17.7 0.0018

大 き さ(平 方フ仁 ト) 270 0,017

重 量(ポ ンド) 5,650 0.67

空 調(ト ン) 5～10 0

記憶容 量(ビ ット)

主 記 憶

二 次記 憶

3,000

100,000

7,680

40,000

計算 速度(ミ リ秒)

加 算

乗 算

0.75

20.0

0,070

4.0

価 格 $200,000L旦

(1955平 価)

$299.95 -

(1978平 価)

(PIsaacsonandE.JuliusseniComputerJan1980pp4-7)

表3-1で 性 能 以 外 に も,価 格 と い う注 目 す べ き項 目 が あ る 。 「部 品 化 」 と い

う こ と ば を 使 う と,大 量 の 印 刷 を しな け れ ば な ら な い 分 野 を別 に す る と,計 算

機 室 に 鎮 座 す る タ イ プ の コ ン ピ ュ ー タは,将 来 む し ろ め ず ら しい 存 在 とな る で

あ ろ う。 た だ し部 品 の 価 格 は 著 し く安 い 。 汎 用大 型 計 算 機 が い く ら安 く な っ て

も,総 売 上 高 が 部 品 的 コ ン ピ ュ ー タ と対 等 に な る 日は 近 くは な い。 こ の 点 は ミ

ニ ・コ ン ピ ュ ー タ,マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ の 発 展 を 考 え て ゆ く上 で,忘 れ て

は な ら な い こ と で あ る。

P.Isaacsonら は ま た,小 型 コ ン ピ ュ ー タの 将 来 動 向 に つ い て 予 測 表 を 作

って い る 。(表3-2)
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表 の な か で,家 庭 用 の コ ン ピュ ー タ ま での 分 野 を4種 に 区 分 して い る。 小 型

の 分 野 では 種 々の 用 語 が 自 由 に 使 わ れ て い て,混 乱 を招 い て い る感 が な き に し

もあ ら ず な の で,本 章 では 表3-2を か か げ る こ と に よ って,用 語 の 共 通 理 解

を す る こ と と した い 。

ホ ー ム ・ コ ン ピュ ー タは 極 小 の 部 類 で,メ モT)が16KB程 度 ,た か だ か カ

セ ッ ト ・テ ー プ装 置 とCRTが つ い て い る。 全 部 で 千 ドル ぐ ら い の もの を 指 す
。

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ビ=一 夕 とは32KB程 度 の メ モ1)一 に ミ ニ ・ フ ロ ッ ピー

装 置,CRT,サ ー マ ル ・ブIJン タ等 が つ い て,し め て3千 ドル。 非 常 に 限 定

さ れ た 能 力 の もの で あ り,世 直 しの 主 役 に な る とは 思 え な い。

ス モ ー ル ・ ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タは 日本 の オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ(や や

大 型)と 考 え て よ い 。128KBに デ ィス ク ・CRT,イ ン パ ク ト ・プ リ ン タ

が 組 合 さ れ て,3万 ドル 程 度 と い わ れ る 。

表3-2小 型 コ ン ピ ュ ー タの 将 ・来動 向

種 別(指 標価格) 1978 1985・
0

ホ ー ム コ ン ピ ュ ー タ RAM16KB RAM128KB

($1,000) カ セ ッ トテ ー プ フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク256KB

CRT CRT

感 熱 プ リンタ
.■

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ RAM32KB RAM512KB

($3,000)
、 ・
ミニ フ ロ ッ ピー80KB

、
フ ロ ッ ピー デ ィス ク1MB

CRT CRT

感 熱 プ リンタ イ ン パ ク トプ リン タ

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン RAM64KB RAMIMB

($10,000) フ ロ ッ ピー デ ィス ク0.5MB 固定記憶10MB

CRT フ ロ ッ ピー デ ィス ク2MB

感熱 プリンタ CRT

イ ン パ ク トプ リ ン タ

ス モ ー ル ビ ジ ネ ス RAM128KB RAM4MB
o

コ ン ピ ュ ー タ 磁 気デ ィスク10MB 固定記憶80MB

($30,000) CRT フ ロ ッ ピー デ ィス ク8MB

イ ン パ ク ト プ リ ン タ CRT

イ ン パ ク トプ リ ン タ

(P.IsaacsonandEJaliussen:ComputerJan1980pp4-7)

一66一



P.Isaacson}ま ス モ ー ル ・ビ ジ ネ ス ↑コ ン ピ ュ ー タ とパ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ

ュ ー タの 間 に ワ ー ク ・ス テ ー シ ・ ン と い う区 分 を 導 入 し て い る。 い わ ゆ る単 能

機 で,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ の よ う な オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン機 器 が こ の グ

ル ー プ に入 る の で あ ろ う0

1985年 に は 現 在 の ス モ ー ル ・ ビ ジ ネ ス コ ン ピ ュ ー タ が ホ ー ム ・コ ン ピ ュ

ー タ と な り
,現 在 の 中 型 汎 用 計 算 機 な み の も の が,ス モ ー ル ・ ビ ジ ネ ス ・コ ン

ピ ュ ー タ と な る と い う。 もは や パ ン チ カ ー ド入 力,ラ イ ン ・ プ リ ン タ 出 力 の 枠

に は め られ て い た の では,利 用 の 見 通 しな どは 立 た な い た め,P.Isaacson

ら も 記 憶 容 量 な どは 外 挿 し た と して も,型 通 り のCRT,プ リ ン タ 出 力 を組 合

せ て い る点,全 体 の 形 態 に つ い て は も う一 つ 考 慮 す る 必 要 が あ ろ う。

通 信 の 発 展 に つ い て は 思 い き った 想 定 を す る 必 要 が あ る。 デ ー タ通 信 と して

の と ら え 方 は 他 の 章 で行 わ れ る こ と に な っ て い る の で,こ こ で は ア プ リケ ー シ

ョ ンの み に 着 目 した。

現 在 は デ ー タ網 の 整 備 に と も な うデ ー タ/メ ッセ ー ジ通 信 サ ー ビス が 表 面 に

で て い る。 通 信 系 の 発 展 は そ こ で 留 ま る は ず も な く,具 体 的 な ア プ リケ ー シ ・

ン の 結 合 が 必 至 で あ る。 次 世 代 の ネ ッ トワ ー ク,ISDN(IntegratedServices

DigitalNetwork)は 電 話 ・電 信,デ ィ ジ タ ル 通 信,画 像 通 信,デ ー タ提 供

サ ー ビ ス,タ イ ム シ エアIJン グ サ ー ビス,CAI,電 子 郵 便/電 子 新 聞,EFTS

(エ レ ク トロニ ック ・ フ ァ ン ド ・ ト ラ ン ス フ ァ ・シ ス テ ム),電 話 シ ョ ピ ン グ,

遠 隔 モ ニ タ リ ン グ サ ー ビス,遠 隔 診 断 な ど,家 庭 向 け に 考 え ら れ る 限 りの ア プ

リケ ー シ ・ ン を 電 話 サ ー ビ ス と一 体 化 す べ く計 画 さ れ て い る 。 こ う し た 通 信 側

か らの 環 境 設 定 も忘、れ て は な る ま い 。

第1章 か ら付 託 さ れ た 社 会 的 要 請 は 数 も多 く,内 容 も複 雑 多 岐 に わ た る。 そ

の 全 て に わ た っ て コ ン ピ ュ ー タ に よ る 解 決 策 を考 え て み て も無 理 で あ ろ う し,

コ ン ピ ュ ー タ が 解 決 の 主 役 た りえ な い こ と は 前 述 の通 り で あ る 。 む しろ 将 来 重

要 と な る で あ ろ う ア プ リケ ー シ ・ ン を指 摘 す る た め に,適 当 な グ ル ー ピ ン グ が

必 須 で あ る。 グ ル ー ピ ン グ の 結 果 をつ ぎに 示 す 。
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(1)低 生 産性 分野

公 共 サ ニ ビス

行 政

流 通 業

事 務 と呼 ばれ る業 務

(2)国 際 競争 力

技 術 開発 の ス ・一 ダ ウン分野対 策

省 エネ ル ギ ー ・省 資源

輸 出 力 の低 下

(3)入 口構 成 の変 動

高令化諾 年労働力 減少

教 育 の 高度 化 か らの摩 擦

ダ ーテ ィワー ク離 れ

勤 労 意欲 の低 下

個 人 ・企 業 に お け る教 育 ・研 修 費 の増 大

(4)社 会 の情 報 化

医 療

教 育

過 密 化 に と もな う対 策 費 負担

セ キ ュ リテ ィコス トの増 大

世 代 間 の ギャ ップ

地 域 間 ギャ ップ

(5)生 活 の情 報 化

行 政 ・産 業 ・個人 等 の コミュニケー ション ・ギャ ップを埋 め るた め の手 段

の 必要 性

省 エ ネル ギ ー ・省 資 源

個 人(企 業)に おけ る教 育 ・研修 費 の増大
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3.2コ ン ピ ュー タ の 果 た す 役 割

社 会 的要 請 と して 指摘 され た 項 目 をグ ル ー プ化 した時 に,グ ル ー プ が包含 す

る概 念 が あま りに広 範 なの で,3つ の水 準 を設 け て,コ ン ピュー タへ の結 びつ

け を考 えや す く して い る。 表 中のLo,Ll,L2と あ るの がそ れ で あ って,Lo

は グル ー プの表題,L1は 社会 的 要請 の項 目を,Loの 趣 旨に 副 って 表 現 しな

teし た もの,L2は 具 体 化 され た問題 とそ の解 決方 向 を示 す。L1は 第1章 で

あ げ られた 点 を踏襲 して お り,説 明 の要 は ない と思 われ る。L2はLlで か か

げ られ た問 題 意識 を よ り具 体 化 す る と と もに,あ る程度 コ ン ピュー タ ・アプ リ

ケ ー シ 。ンの分 野 を意識 して選 定 さ れ てい る。 こ こで も なん ら全 関係 項 目の 洗

い 出 しは行 ってい な い。 項 目を増 す こ とは 簡単 で あ るが,方 向性 が見 失 なわ れ

て しま うた め で ある。 む しろ意 図的 に取捨 選 択 を行 うべ きで あ る と考 え る。

L2で 示 され た方 向へ の 解決 手 法 がM,す な わ ち メ ソ ド・ ジの項 に示 さ れ て

い る。 メ ソ ド・ジは 前段 のL2の 要 請項 目の処 理手 法 と して挙 げ られ て い る わ

け では な い。 む しろ処 理手 法 は ア プ リケ ーシ ・ン,Tの 項 に示 され て お り,メ

ト・ ジはL2とTの 結 合 の 説 明 と な って い る。3.1で 説 明 した通 りTに あげ た

ア ブ リケー シ ・ンは で き るだ け限 定,単 純 化 して あ る。 しか も,現 在知 られ て

お り,関 係 者 の間 では一 般 化 してい る と考 え られ る もの に的 を絞 って い る。一

部 の 分野 の間 で しか取 上 げ られ てい ない ア プ リケー シ ・ンは 割 愛 して ある。 除

外 例 と しては 「自動 化小 売店 」,「 自動 車 交通 管 制 」 な どが あ る。 それ らの 重

要性 を低 くみ てい る わ け では な く,現 在 の と ころ,他 の ア プ リケ ー シ ・ンほ ど

一 般化 して い ない と思 わ れ るか ら であ る
。 「MIS」 の よ うに,一 般 化 は して

いて も実体 と して は実 施 され て い ない もの につ い て も,採 用 を見合 わ せ た。

ア プ リケー シ ・ンは さ らに コンピュータ ・テクノ ・ジ(CT)へ と具 体化 さ れ

る。 コン ピュー タ ・テ ク ノ ロジは 前段 でか かげ た ア プ リケ ー シ 。ンを実現 す る

上 で。 今後 の開発 が重 要 と思 わ れ る技 術項 目を抽 出 した もの であ る。

コ ン ピュー タ ・テ ク ノ ロ ジの項 もまた ア プ リケ ー シ ・ ン と同 じ方針 で選 択 さ
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れ て お り,目 新 しい もの は 含 ま れて い ない。 しか しなが ら,ど の項 目 を とって

み て も メ ソ ドロジの項 に おけ る 目標 を達 成 で きるま で完 成 され た技 術 とは い い

難 い。 今 後 の 開発 分 野 が多 分 に残 さ れ て お り,か つ 未 踏 の部 分 を含ん でい る技

術 を選 定 した。 た とえば 文 字,図 形 の認識 を考 えて み よ う。光 学 文 字読 取

(OCR)な どに よ り手 書 き文 字 の識 別 は既 に可能 とな ってい る。 しか しこれ

がパ ンチ ・カ ー ドと置 きか わ るほ どに進 歩 してい な い こ とは 明 白で あ る し,ま

して証 明事務 に是 非 と も必要 な印鑑 の照 合 が で き る域 に達 す る時点 につ い ては,

厳 密 な時 点 は わ か らない。 「で き る」 とい う水 準 と,「 実 用」 との間 に大 きな

落差 が あるの が,ア プ リケ ー シ ・ン関係 の技 術 の特 徴 であ る。 本 章 に おけ る開

発 目標は 「実 用」 水 準 に 達 す る ことで あ って,技 術 的 に も経済 的 に もそ の水 準

を達 成 しなけ れ ば社 会 的 要請 に コ ン ピ ュー タが こた え られ る とは 言 え ない。

社 会 的要 請 の なか に法 ・制 度 の問題 が含 ま れ てteり,こ の問 題 は 第3章 全 体

に 影 響 す るが,こ の分野 は流 動 性 が大 きいた め,5個 の分 野 か らは 除 き,シ ス

テ ム ・サ イ ドか ら考 察 した。 共通性 も1つ の理 由 で あ るが,ま た コ ン ピュ ー タ

技 術 側 か らの働 きか けだ け では 解決 でき ない 部 分 が大 きい と考 え られ たガ・らで

あ る。

官 庁 関 係 の事務 処理 のみ な らず,通 信 回線 の利 用制 限 な ど,実 に多 くの 問題

が法 ・制度 にか か わ って い る。 一 つ一 つ問題 点 を指 摘 して改善 を求 め る行 き方

もあ るが,法 ・制度 は 種 々の制 約条 件 の下 に あ り,し か も相 互 に深 くかか わ り

あ っ てい るの で,性 急 な改変 は期 待 で きな い。 この 関係 に つい ては 専 門 家 に依

頼 して,問 題 点 の網 羅 的 摘 出 を行 うこ と も考 え られ る が,莫 大 な時間 と労 力 を

要 す るの み で,続 く対 応 手 段 に欠 け る。 した が って今 回 の作 業 では,最 低限 必

要 な改 変 につ い ては,必 要 な時 期 に は改 善 が行 わ れ てい るで あろ う,と い う前

提 を も とに して もの ご と を考 察 し,関 係 各位 の 意志 統 一 を行 った。

本 節 では以 上の 前 提 に従 って,社 会的 要請 とア ブt)ケ ー シ ・ ンお よび コ ン ピ

ュ ー タ技 術 の関 係 づけ を行 うこと と し,順 番 は つ ぎの通 りであ る。

・ 低生 産 性 分 野 の生 産性 向 上
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・ 国 際競 争 力 の確 保

・ 入 口構 成 の変 動

・ 社 会 の 情報 化

・ 生 活 の情報 化

3.2.1低 生 産性 分野 の生 産性 向上

1970年 代 は石 油危 機 に見舞 わ れ た とは い え,高 度 成 長 が経 済 の基 調 とな

ってい た時代 であ った。 成 長 が続 い た裏 には,主 要 産業 分 野 におけ る眼 ざ ま し

い生 産性 の 向 上 が あ った。 現 在,成 長 の 成果 を振 り返 え って み る と,生 産性 の

向 上 が社 会 の比 較 的一 部 の分 野 でお き た もの で あ る こ とが,だ れの 目に も明 ら

か で ある。結 果 と して非 常 な生産 性 の 伸展 の成 果 を享受 した のは,そ の分 野 の

技 術 革新 の度 合 い が大 き く,し か も長 続 き した部 分 とい うこ とが で きる。

コ ン ピュー タが生産 性 の 向 上 に最 も寄.与 したの は,事 務 処 理,な か ん ず く単

純 計数 処 理 と,生 産 管理 ・工程 管理 関 係 であ った 。

一 部 の合理 化 ・近代 化 の進 展 に と もない
,そ れ に乗 り遅 れ た 分野 は い や で も

低 い 能率 の まま の実 態 をさ らけ だす形 とな ってい る。 そ の よ うな分 野 の例 は,

企 業 活動 にお け る間接 部 門,窓 口応 対 を中心 とす るサ ー ビス部 門に 顕 著 で あ る。

今 後 の 生産性 向 上が 望 まれ る分野 と して,こ こでは 企画 調 査 業務,文 書処 理 業

務,窓 口事 務,公 共的 サ ー ビス 業務 の4種 を例 と して と りあげ た。

企 画調 査 業務 は 在来 型 の 単 純 デ ー タ ・大 量 くり返 し処 理 を主体 とす る事務 機

械 化 技 術 が最 も不 得 意 とす る分 野 であ る。 か って1960年 代 の末 期 にMIS

が呼 ば れた 時期 が あ った が,当 時 の技 術 力 を もって しては い か ん と もで きず,

不 発 に 終 って しま って い る。 原 因は 多 くの もの が考 え られ る が,処 理 技 術 の

関 係 では,不 定型 デ ー タ(文 章,図 な ど)の 扱 いが 不十 分 で,し か も随 時 デ ー

タ処 理 を行 うた めの プ ・グ ラム作 成 技 術 もな か った こ とが致 命 的 で あ った。

'
Scot-Mortonら の最 近 の 提 唱 にか か るDSS(DecisionSupport

System)は,前 述 の2つ の 問題 へ の 対策 を考 慮 しな が ら,支 援 系 と しての シ
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表3-3低 生産性分野 の生産性 向上

}

心

|

社 会 的 要 請 メ ソ ド ロ ジ ー ア プ リケ ー シ ョ ン コン ピュー タ テク ノ ロジー

(LO) (L1) 口2) (M) (T) (CT)

低生産分野の生産性

向上

o

間接部門の生産性向

上

サービス部門の生産

性向上

企画調査業務の生産

性向上

事務処理の生産性向

上

.

窓口事務の即時化

サービス事務の即時

化

定形デ ータのデータベ ース化

定形デ ータの非定形処理

非定形データのデータベース化

非定形データの非定形処理

文書(帳 票)作 成 の機械化

文書保 守 ・管理 の 自動化

文書検 索の自動 化

文書配布の 自動化

書類作成支媛の機械化

様式検査 の自動化

外部設置型機器の開発

関係部門間の連動

登録型 事務の オンライン化

証明型事務のオン ライン化

照会型 事務のオンライン化

官公庁間データベース・ネットワーク

DSS

(DECISION

SUPPORT)

OFFICE

AUTOMATION

OFFICE

AUTOMATION

VLDB

(VERYI、ARGE

DATABASES)

データベース

連想検索

図形処理

日本語処理

図形処理

日本語処理

文書向きデータベース

連想検索

光学的処理

分散処理

図形処理

日本語処理

インテリジェン ト端末

窓口用機器

文字 ・図形認識

分散データベース

文字 ・図形認識

日本語処理

大記憶

秘密保護



ス テ ム ・コンセ プ トを与 え るモ デ ル と して重要 であ る。MlSの 第2世 代 とみ

る よ りは,定 型 デ ー タの デ ー タベ ース化 の 末期 に あ って,集 積 され た デ ー タの

有 効 活 用 へ の道 を拓 く技 術 と して の将 来 性 を買 って,採 用 す る こ と と したい 。

DSSは ま た つ ぎに つ づ る オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ ンとの組 合 せ も考 え られ

る。

事 務 処理 分 野 では,単 純 く り返 し型 業 務 は大 部 分 コ ン ピュー タ化 さ れ て しま

って い る。 入 出力 に問 題 を残 してい る とは い うものの,今 後10年 とい う時 間

を 前提 とすれば,完 成 され た 分野 と して 仕 分 け して よか ろ う。 現 在 入手 で行 わ

れ て い る業 務 で機 械化 しや す い のは 文 書 の取 扱 い にか か る部 分 で あ る。

文書 は 作成,保 守,保 管,検 索,配 布 のほ とん ど全 て の 段階 で多量 の マ ンパ

ワー とオ フ ィス ・ス ペ ー ス を費 して い る。 外 国 の よ うに タ イ プ ライ タが普 及 し

難 い 日本 では,定 形化,様 式 化 に よ り合理 化 が図 られ て きた が,そ れ も限 界 に

達 して い る。

オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ・ンは半 導 体技 術 の進 歩,入 出 力機 構 の改 善 な どの

技 術 進 歩 の結 果,ア ノレフ ァベ ッ トの範 囲 では 実 用 化 され,将 来 に 向 って イ ン テ

リジ ェン スの附 加 な どに よる飛 躍的 発 展 が約束 さ れ てい る よ うに思 え る。 しか

しな が らわが国 では,タ イ ピス ト/レ セ プ シ ・ニ ス ト/セ ク レタ リの体 制 に よ

る事 務 処 理 の経 験 がな く,そ の上,日 本 語 とい う異 質 な もの が大 前提 とな って

の,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ ンでな けれ ば な らな い。 仮 に 日本 型 オ フ ィス ・

オ ー トメ ーシ ・ン と名付 け よ う。 日本 型 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ンは決 して

タ イ プ ライ タ文 化 の 延長 線 上 には 生 れ ない で あろ う。 日本語 処理,図 形 処理 を

ベ ース と した 印鑑文 明 の一 部 と して の文 書処 理 マ シ ンの 出現 が 望 まれ る。

窓 口事 務 処理 は 日本型 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ンに,い くば くか の入 間工

学 をつ け加 えた もの が一種 の解 決 とな る。 入 間 工学 とい った の は,諸 制度 の複

雑 化 に と もな って,素 人 では なか なか 記入 で き な くな った 申請 書 な どに対 して

一 問一 答式 に教 え導 びい た と して も ,問 題 の解 決 に は な らない。 受付 台 での様

式検 査,駅 頭 設置 の受 付 端末 機 等 は現 在 の技 術 を もって して も不 可能 では な い。
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一 歩 を進 め て ,関 係 機 関 の間 を デ ィジ タル網 で結 び,証 明 を必 要 とす る場 所 か

ら,デ ー タベ ー スへ の直 接 問合 せ を行 って,そ の結 果 を も って証 明 書類 の 提 出

に代 え られ る よ うな シス テ ムに な らなけ れば な らない。

サ ー ビス事 務,す なわ ち登 録,証 明,照 会 な どの 事務 は,官 公 庁 に多 く見 ら

れ る が,民 間 に も予 約 とい った変 形 を含 め る と,無 視 でき ない量 の 業務 が存在

す る。 特 色 は デ ー タベ ー スが大 きい こ と,分 散形 の利 用 形 態 で ある こ との2点

で あろ う。 巨 大 デ ー タベ ースは.科 学 技 術文 献,特 許 の よ うな静 的 な デ ー タの

例 は 多 い が,複 合 予 約 の ご と き変 化 の激 しい もの につ いて は 前例 が少 ない。 処

理 能 力 の大 き な新 アー キテ ク チ ャや,デ ー タベ ース管 理 技 術 の一 層 の進 歩 が求

め られ る。

巨大 デ ー タ ベ ース(VLDBVeryLargeDataBase)は 官 公 庁関 係 で

は 必 須 の ア プ リケー シ・ ン技 術 で あ る。 オ ン ライ ン方 式 が 前提 とな る し,日 本

語,図 形 の扱 え る イ ンテ リジ ェン ト端 末 が必 要 に な ろ う。 ・・一 ドウ ェア では 出

現 の 予 告 が盛 ん な バ ブル ・メモ リ,CCDメ モ リの 他 に,光 学 的 な媒 体 も出 て

くる か も知 れ な い。 巨大 デ ー タベ ー スは,デ ー タの機 密 保護 に関 す る技 術 開 発

が 前 提 とな る し,プ ライバ シ問 題 に 対 す る制 度上 の 対策,国 際 デ ー タ フ ロー の

管 理策 な どの 確 立が 望 ま れ る。

3.2.2国 際競 争 力の確 保

貿 易立 国 が 日本 の歩 む べ き道 であ る こ とを疑 う人は 少 な いだ ろ う。 食料 ・飼

料 を初 め と して,重 化学 工業 の原 料 の大 部 分 を輸 入 に頼 らなけ れば な らな くな

った戦 後 の構 造変 化 は 高 度成 長 過 程 に お いて わ が国 が 国際経 済 社 会 に 占め る比

重 を飛 躍的 に 高 めた。 一 方 に おい て 自立 性 を失 うとい う大 き な代 償 を払 った わ

け では ある。 近未 来 的 に考 えて も,石 油 を初 め とす る エネル ギ ー資 源 の海 外 依

存度 が100%近 い とい う現 実 か ら,全 体的 な経 済 構 造 が急 に海外 依存 を脱 却

す る とは思 え ない。

高 度 成長 が 行 わ れ た原 因 に,3.1.1節 で もの べた よ うに,技 術革 新 そ れ も海
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表3-4.国 際 競 争 力 の 確 保

1

品

1

社 会 的 要 請 メ ソ ド ロ ジ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ピ ュ ー タ テ ク ノ ロ ジ ー

(LO) (L1) (L2) (M) (T) (CT)

国際競争力の確保 知識集約化 機械 ・装置数の高度 イ ン テ リ ジ ェ ン ス の 附 加 ROBOT 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

化 信頼度向上 (CAMを 含 む) パ ッ ケ ー ジ 化 ソ フ ト

多 様 化 企画設計期間の短縮 CAD 図形 ・画像処理

エンジニア リング データベース

並列アーキテクチャ

技術開発力向上 技術情報の供給 情報検索の機械化 IR デ ー タベ ー ス

自然語処理

連想検索

設計作業の機械化 CAD 図形 ・画像処理

エンジニア リング データベース

並列アークテクチャ

実験の合理化 実験データ処理の自動化 1、ABORATORY セ ン サ ベ ー ス

実験データ処理の高速化 AUTOMATION 超計算機

省エ ネ・省 資源 省 エネルギー制御 エネルギー消費の 自動制御 ROBOT 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

セ ン サ ペ ー ス

産業構造転換 新産業分野の育成 情報処理 サー ビス

ソフ トウエア開発

TSサ ー ビ ス

フ ァ ン リテ イマ ネ ジ メ ン ト

データ提供業

VAN

コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ー ス



外技 術 の急 速 な導 入 とい う他 人依 存 の側 面 があ った。 他 人 の技 術 を利 用 して,

製 品 を輸 出 して きた わ け で,日 本 でな くて も,他 の 開発 途 上国 で も右 へ倣 う こ

とが容 易 に可能 な方 策 であ る。 現 に韓 国,香 港,台 湾,シ ン ガポ ー ル等 のい わ

ゆ るニ ュ ー ・ジ ャパ ニ ーズ と呼 ば れ る国 々が,工 業 製 品の輸 出国 と して拾 頭 し

つ つ あ る。 輸入 技 術 を基 盤 とす る限 り,日 本 が追 い つか れ る のは 時 間 の問 題 で

あ ろ う。 ニ ュー ・ジ ャパ ニ ーズ の 国 々の実 力 を あな ど っては な らな い。軽 工業

品は い うに及ば ず,鉄 鋼 ・造 船 ・重 化 学 の 分野 で も,徐 々に では あ るが着 実 な

前進 が 行 われつ つ あ るか らであ る。

輸 出入 構造 の変 化 を通 じて だ れ しも考 え るの は,多 くの先 進 諸 国 がた どった

道,す な わ ち製 品 の 高級 化 ・高度 化 であ ろ う。 知識 集 約 化は そ の 中 で も,も っ

と も現 実 に近 く,か つ コ ン ピュ ー タを活 か せ る方 策 と して,第1に か かげ るべ

き項 目 で ある。 知識 集 約 化 だけ では 適 用 分 野 も限 られ て しま う。 今後 の社 会 の

多様 性,フ ァ ッ シ ョン化 に対 応 して,短 期的 か つ急 激 な変 化 に応 じた製 品 を供

給 でき る よ うに,技 術 開発 力 を酒 養 する必要 が あろ う。 第3に と り上 げ なけ れ

ば な らな いのは,省 エネ ル ギ ー ・省 資源 の方 向 で ある。 い く ら知 識 が集 約 され

た 製 品 で あ って も,大 量 の輸 入 原 材料 や多量 の石 油 を費消 す る形 の ものは,産

地 加工 形 の 省 エネル ギ ー的 で あ る産 出地 か その 近 傍 に立 地 す る工 場 にはか なわ

ないか らで あ る。

知識 集 約 化 の尖 兵 は 機械 ・装 置類 の 高級 化 であろ う。 コン ピュ ータに よ リイ

ンテ リジ ェンス を附 加 す る こ と に よって,単 能 的 な道具 と して の機 械 か ら,よ

り汎 用的 か つ利 用 者 の ス キル に依 存 しな い水 準 の道 具 が誕 生 す る。 い まで も数

値制 御(工 作 機械),自 動 運 行(新 幹 線),超 自動 化 船,心 電 図分 析 装置 な ど

に知 的機 械 の例 をみ る こ とが で き る。 近 し(将来 のVLSIの 時 代 に 至 る と一 段

と水 準 の 高 い人 工 の知 性 を機 械 装 置類 に,安 価 に組 込 む こ とが で き る よ うに な

ろ う。 組込 み 形 の ア ブ リケ ー シ ・ ンは適 用 分野 も広 く,影 響 力 も大 きいの で重

要 で あ る。 コ ン ピュー タそ の ものは 部 品化 され るの で,出 荷 高 と しては 汎 用 コ

ン ピュー タ とは比 較 で き ない。 しか し組 込 ま れ る ソ フ トウ ェアは ノ ウハ ウの粋
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を 集 め た もの で あ る。 ソ フ トウ ェ ア は ま た,機 器 の 耐 用 期 間 に 多 額 の 保 守 費 が

か か る もの で あ っ て は な らな い 。 装 置 そ の もの が 世 界 の ど こ で働 い て い る か 判

ら な い の だ か ら。 ソ フ トウ ェ ア の 形 態 は 現 存 す る 中 で は 最 も完 成 度 の 高 い パ ソ

ケ ー ジ ・ タ イ プ に な ら ざ る を得 な い 。 一 見 情 報 産 業 外 でお き て い るか に み え る

組 込 機 器 が,ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア 両 面 か ら,コ ン ピ ュ ー タ産 業 の 一 翼

を荷 う 日 も近 い 事 実 と して 直 視 す べ き で あ ろ う。

知 識 集 約 化 は ま た 多 様 化,フ ァ ッ シ ・ ン化 の 側 面 を も有 す る。 も と も と コ ン

ピ ュ ー タ に は,汎 用 の ツー ル と して の ハ ー ド ウ ェ ア,個 別 専 用 化 を実 現 す る ソ

フ トウ ェ ア の 二 面 が 組 合 わ さ って 発 展 して き た 歴 史 が あ る。 多 様 性 を 実 現 す る

の に は よい 道 具 で あ る。 そ の特 性 を他 の 分 野 に 適 用 し よ う とす る と,商 品 の 企

画,設 計 工 程 が す ぐ考 え ら れ る。 企 画 設 計 工 程 は 主 役 は あ くま で入 間 で あ って

図 形 や 画 像 の 処 理,デ ー タ ベ ー ス の 管 理 ・検 索 な ど が コ ン ピ ュ ー タの 受 持 ち と

な る。CAD(ComputerAssistedDesign)は ま さ に そ の よ うな 利 用 技

術 の 開 発 を 目 的 と した テ ー マ で,世 界 的 に 重 点 的 な 技 術 開 発 目標 とな っ て い る。

米 軍 のCAM-1計 画,英 国 産 業 省 のCADセ ン タ ー な どは 国 家 が 直 接 こ の 分 野

に 投 資 を行 っ て い る 好 例 で あ る。CADの 技 術 は 最 近 はCAM(Computer

AssistedManufacturing)と 一 体 化 してCAE(ComputerAssisted

Engineering)と 呼 ば れ て い る が,本 章 で は 製 造 工 程 の 自動 化 は,機 械 装 置

類 の イ ンチIJジ ェ ン ス 向 上 に 分 類 して,ROBOT技 術 の 水 準 に ま で 高 め る こ

と を期 待 した の で,CAMはROBOTの な か に 含 め て しま っ て い る 。

現 在 あ る技 術 を 高 め て ゆ く こ と も,国 際 競 争 力 を 保 っ て ゆ く上 で重 要 で あ る 。

実 用 化 ・普 遍 化 した 部 分 を発 展 途 上 国 に割 譲 し,先 進 国 は 先 進 国 ら し くそ の一

歩 先 の もの を開 発 す る こ と が,国 際 協 調 を保 っ て ゆ く上 で避 け られ な い 方 向 で

あ ろ う。

技 術 開発 力 を 保 つ た め に は,技 術 情 報 の 供 給 を 機 械 化 して 円 滑 に し(IR,

InformationRetrieva1)設 計 作 業 の 能 率 を 高 め(CAD),実 験 を 合 理

化 す る(LaboratoryAutomation)な ど,コ ン ピ ュ ー タ が 支 援 す べ き分 野
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が多 い。 い ず れ も現 在技 術 の延長 では ある が,技 術 では 本来 連 続 的発 展 を行 っ

て ゆ く部 分 が 主流 で ある こ とを忘 れ ては な らない。

技 術 開発 に は コ ン ピュ ー タが綜 合 的 に適 用 され る こ とに よ って助 か る局面 が

多 く残 され て い る。 技 術 情 報 の デ ー タ ベ ース化 す な わ ちエンジニア リング ・デー

タベ ース と呼 ばれ る アブ リケ ー シ ・ンは,図 形処 理,自 然語 処 理 な どの進歩 に

より,よ うや く陽 の 目をみ よ うと して い る。 環境 ・海洋 ・宇 宙 ・原 子 力 等 の分

野 では,コ ン ピュ ー タの計 算 速 度 の 不足 が今 な お問題 で,超 高性 能計 算機 へ の

期 待 が 強 い。 加 え て セ ンター ベ ース 系 の アプ リケ ー シ ・ ンが多 い の で,セ ンサ

そ の もの の品 質 の改 善 も必要 であ る。

省 エ ネル ギ ー ・省資 源 は,80年 代 の最 も重要 な テ ーマ であ る。 しか しな が

ら,コ ン ピュー タの利 用 を も って,こ れ を直 接的 に実 現 で き る分野 は 多 くは な

いo

エ ネル ギー 消費 を自動的 に制 御,特 に プ ・グ ラム制 御 す れば,節 約 が でき る

こ とが知 られ てい る。 自動 車 エ ンジ ンの制 御,冷 房 の周 囲条 件 に応 じた 制御,

交 通 管制,物 流 の 自動化,ピ ル の総 合 的管 理 な どがそ の例 であ る。 問 題 は制 御

設備 と,エ ネ ル ギ ー節 約量 の経 済性 比較 に あ る。 この 分野 の対 象機 器 は 既 に使

用 さ れ てい る もの が 多 く,改 造 が必 要 とな る こ と もあろ う。 エ ネル ギ ー価 格 の

一 段 の上昇 を待 つ か ,制 度 的 な手 法 を用 い るか しない と普 及 に は 時 間 がか か る

だ ろ う。

最 も効果 的 な のは産業 構 造 の転 換 であ ろ う。 資 源 ・エ ネ ル ギ ー消費型 の産 業

か ら,非 消 費型 へ重 心 を移 す こ とで あ る。 情 報産 業 は非 消 費型 と しては典 型 的

で,も しこれ で外 貨 収 入 が確 保 で き るの であれ ば,最 良 の解 決 策 とい うこ とが

で きる。 重化 学 工業 の よ うに大 量 の 原 材料 や 石油 を輸 入 する必 要 もない の で,

少量 の輸 出入 に よ り所 要 の外 貨 を稼 ぐ ことが で きる。 問題 は外 国 か ら 日本 に対

する ニ ーズ がない とな らない 点 で,需 要 を開 発 す るた めに は プ ログ ラ ム等 の も

とにな るノ ウハ ウを大 量 に 保 有 す る こ とが不 可欠 であ る。 即 ち,エ ンジニ アの育

成方 針 に ま でさ かの ぼ る 問題 で あ る こ とを認 識 してか か る必 要 が あ る。
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新 し い 産 業 と し て は,情 報 処 理 サ ー ビ ス,ソ フ ト ウ ェ ア 開 発,タ イ ム シ ェ ア

リ ン グ ・ サ ー ビ ス,フ ァ シ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト,デ ー タ 提 供 サ ー ビ ス,コ ン

ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス(VAN),コ ン ピ ュ ー タ リ ー ス な ど が あ

げ ら れ る 。

3.2.3人 口構 成 の 変動

人 口の 高令 化 に と もな い,医 療 費負 担 の増 大,福 祉 負担 の増 大,若 年層 との

　 　 　 　

あつ れ きの増 加 な どの 問題 が顕 在化 して きて い る。 日本 では 全 く経 験 のな い現

象 なの で,定 年 延 長,管 理 職 定年 制,年 金負 担 の配 分 な で社 会 的 ・制 度 的 な面

か らの ア プ ロー チ が実験 的 に 行 わ れ だ して い る。 コ ン ピュー タか らの ア ブ ・一

チは,制 度面 か らの もの に比 べ る と,対 症療 法 的 な もの に限 られ るが,主 な考

え方 を列 記 してみ る こ とにす る。

医療 費 の増 加 を くい 止 め る には,予 防 医学 的 処 置 が有効 で あ る。 入 口増 に よ

り健康 診 断 の デ ー タ処 理 量 が増大 して い る うえ,技 術 の進 歩 に よ って複雑 多様

な検査 手 法 が用 い られ る よ うにな って きて い る。 検 査 の 自動 化,検 査 デ ー タ処

理 の 自動 化 は コ ン ピュ ー タの 得意 とす る と ころ で あ る。 この ほ か 医療 事務 ・在

庫 管 理 な ど現在 す でに実 用 化 されて い る もの につ い ては,そ の普 及 が進 む で あ

ろ う ことは 論 を待 た ない。 診 断 分野 は コ ン ピュー タ とい うよ り医療 そ の もの の

命 題 であ って,い く ら知 的 コン ピュー タ を用意 した と ころ で,人 間 が与 え るア

ル ゴ リズ ムに よって 限 界 が設 定 され る こ とに 注意 しなけ れ ば な らな い。 む しろ

進 展 が予 想 さ れ る のは 医療 関 係 の知 識 の デ ー タベ ー ス化 であ って,新 症 例 が 臨

床 家 に 遅滞 な く行 きわ た る よ うに な る と,診 断 の質 も自動 的 に向 上 しよ う。

老 入 に限 らず,健 康 の維 持 を 目的 と した 活動 が盛 ん で あ るが,そ れ に と も な

って利 用 さ れて い る多種 ・多 様 な健 康 器 具 に つい て も,コ ン ピュ ー タに よる イ

ンテ リジ ェン ト化 が進 む もの と考 え られ る。 病 人 を減 らす とい う意 味 では 効果

的 な ア プ ロ ーチ であ る。

人 口構 成 の変 化 に よる年 金 負 担 を減 らすた め には,高 令 者に も働 き口 を準 備
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表3-5人 目 構 成 の 変 動

1

き

1

社 会 ・的 要 請 メ ソ ド ロ ジ ー ア プ リケ ー シ ョ ン コン ピュ ータ テ クノ ロジー

(LO) (L1) (L2) (M) (T) (CT)

人口構成の変動 高 令 化 医療費の増加 医療事務の機械化 M/E セ ン サ ベ ー ス

医療検査の自動化 (MEDICAL 図形画像処理

病院 リソース管理の機械 化 肌E(㎜NICS) デ ー タ ベ ー ス

医事情 報の データベ ース化 連想検索

自動診断 イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末

予防医学の機械化 秘密保護

福祉負担の増加 生涯教育 CAI 組 込 み コ ン ピュ ー タ

マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス

日本語処理

図形処理

蓄積 ノウハ ウの利用 IR デ ー タ ベ ー ス

ス キ ル ズ ・イ ンベ ン ト リ IR デ ー タ ベ ー ス ・

健康の維持 健康産業育成 HCMECOMPUTER 健康機器

新世代の拾頭 フ ァ ッシ ョン化 個別利用 PERSONAL マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

単能化(コ ンポネント化) COMPUTER 組 込 み コ ン ピュ ー タ

既製品化(使 いすて) パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト

ダ ー テ ィワーク 離 れ 単純作業の自動化 ROAOT セ ンサ ベ ー ス

、

製品の知織集約化 CAD 組 込 み コ ン ピュ ー タ

サ ービス業 の知識集約化 IR デ ー タ ベ ー ス



して お く必 要 が あ る。 組織 体 と して の活 力 を考 え る と,意 志決 定 組織 には 頭 脳

の若 い 入 をお くの か 必要 と思 わ れ るが,社 会 に は速 断 のみ に よらない,蓄 積 ノ

ウハ ウに もとつ く判 断 を必 要 とす る分 野 も多 い。 生 涯 教 育 の理 想 は高 令 者 が 時

代 遅 れ とな るの を防 ぎ,体 力 が 勝 負 とい った 局 面以外 で,直 接 的 な 業務 を処 理

し続 け られ る体 制 を維 持 す る こ と であ ろ う。 高 令 者 の教 育 は個 人 的能 力 ・経 験

な どの差 異 が 激 しい こ と を考 慮 す れば,個 別 的 カ リキ ュ ラ ムに な らざる を得 な
、

い 。CAI(ComputerAssistedInstruction)は,適 切 な コ ー ス ・マ

テ リア ル を入 手 で き れ ば,多 数 の 人 達 を個 別 進 度 に 応 じ て 教 育 して ゆ く上 で,

ま こ とに 有 効 な手 段 で あ る。

CAIの ほ か に,ス キル ズ ・イ ンベ ン ト リ,蓄 積 ノ ウハ ウ の デ ー タ ベ ー ス 化 な

ど,補 助 手 段 と して の シ ス テ ム ・コ ン セ プ ト も多 い 。

入 口 構 成 の 変 動 に と も な っ て,世 代 間 の ギ ャ ッ プ が 顕 在 化 して きて い る 。

80年 代 中 期,第2次 大 戦 を全 く知 らな い 世 代 が,組 織 の 中 核 と な る 時 期 に な

れ ば,一 種 の二 層 分 化 現 象 が 起 き る と い う識 者 もい る ほ ど で あ る 。

新 しい 世 代 の 育 っ て き た 環 境,高 学 歴 化 傾 向,核 家 族 化 指 向 な ど を 考 え あ わ

せ る と,フ ァ ッ シ ・ ン化,ダ ー テ ィ ・ワ ー ク 離 れ と い った 現 象 が 顕 著 に な る と

い う。 個 性 化,コ ン ポ ネ ン ト,指 向,使 い す て 指 向 な どが 指 摘 で き よ う。 パ ー ソ

ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ(PersonalComputer)は こ の よ うな 時 代 に マ ッチ し

た もの で あ る。 事 務 処 理 で い え ば デ ス ク ト ッ プ 型 コ ン ピ ュ ー タ組 込 み 機 器 とい

う こ とに な ろ う。

ダ ー テ ィ ・ワ ー ク 離 れ に つ い て は,自 動 化 が 最 も完 全 な 答 を提 供 して くれ そ

う だ。 し か し同 じダ ー テ ィ ・ ワ ー ク で あ っ て も,作 業 の 過 程 に 知 的 な要 素 が 多

か っ た り、 あ る い は 扱 う情 報 に 知 的 要 素 が 多 け れ ば ま た,働 き が い を見 出 せ る

と い う も の で あ ろ う。CADや デ ー タ ベ ー ス の 発 達 に よ り,コ ン ピ ュ ー タ と の

対 話 を作 業 の 中 に 加 え た り,予 約 情 報 に 複 雑 な 組 合 せ を 許 す こ とが で き れ ば,

単 純 役 務 か ら脱 却 で き る。

作 業 を工 程 に 分 割 し て,個 々の 作 業 を 単 純 化 し,非 熟 練 労 働 で処 理 で き る よ
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うに した のが,フ ォ ー ドに よる第2次 産 業革 命 の特 徴 で あ った ことを思 い起 す

と,そ れ が働 き手 の側 か ら忌避 され る時 代 が 到来 しつ つ ある わけ であ る。

3.2.4社 会 の情 報 化

企 業 で間接 部 門の生 産 性 が 問題 と され た と同 じよ うに.社 会 生活 の 中 に も入

手 に 頼 って い たの では 高 価 とな る こ とが 明 白な 部分 が沢 山 ある。 い わ ゆ る社 会

シス テ ムは,他 の部 門 との バ ラ ンス を保 つ 上 か ら も,ま た社 会 全 体 の費 用負 担

を合 理 的 な範 囲 に抑 え る た めに も,投 資が 必 要 とな る分 野 を 指 す。

社 会 システ ム と して は医 療,教 育,交 通,上 下 水 道,ご み処 理,防 災,防 犯

な ど実 に多 くの 分野 が ある。 本節 ではそ の 中 か ら,医 療,教 育,防 災,防 犯 を

話 題 とす る。 た だ し,医 療 につ い ては3,2,3節 で もと りあげ てい るの で,そ ち

らも参照 して い た だ きた い。

社 会の 情 報化 とい うテ ー マの 中 には,フ ァッシ ・ン化,多 様 化へ の対 応,各

処 に み られ る コ ミュニ ケ ー シ ・ン ・ギ ャ ップへ の 対 応 な ど も含 め るこ とに す る。

情 報 の 収集 と流 布 が現代 社 会 での値 入 や組 織 の判 断 能 力 を左 右 してい る現 実 か

ら も,80年 代 の社 会 を考 え る に あた って,ギ ャ ップの解 消策 は急 務 と思 われ

るか らであ る。

教 育 の理 想 は 徳 育,体 育 の バ ランス で あ り,特 に 多 くの エ ネ ル ギーが傾 注 さ

れ る知 育 に あ って は個 性 の 開花 とな る。 コ ン ピュ ー タに は徳 育 の分野 での感 化

力は さほ どある とは 思 え な いが,個 性 的知 育 には大 い に役 立 つ こ とが 判 ってい

る。CAIは イ1)ノ イ大学 のPLATO計 画 に端 を発 し,世 界 各地 で試 み られ

て い る ア プ リケ ーシ ・ン であ って,当 初 問題 視 され た コス トが組 込 み型 ハ ー ド

ウ ェア の進 歩 に よ り大 巾 に 低下 して きてい る現 在,非 常 に期 待 が持 て る状 況 に

な っ た。CAIは コ ン ピュ ー タ技 術 の 面か らは困 難iな問題 を残 してい る とは思

え ない が,"コ ン ピュ ー タ と人間 が対話 す る とい う環 境 に適 した カ リキ ュ ラ ム と

教 材 が 不 足 してい る。 ビジネ スや 自動 制 御 の 環境 で発 達 して きた コ ン ピュ ー タ

を,児 童 ・生 徒 とい った も っと も入 間 臭 い環 境 へ 移植 す るわ け であ るか ら,十

一82一



表3-6.社 会 の 情 報 化

1

器

1

社 会 的 要 請1メ ソ ド ロ ジ ー ア プ リケ ー シ ョ ン コ ン ピュ ー タ テ クノ ロジー

(LO) (L1) (L2) (M) (T) (CT)

社 会 の情 報 化 社 会 シス テ ム の サ ー 医療の システム化 医療事務の機械化 セ ン サ ーペ ー ス

ビス性 ・経済性 向上 検査の自動化 M/E 図形 ・画像処理

リソース管理の機械化 (MEDICAL デ ー タ ベ ー ス

医事情報のデータベ ース化 肌ECTRONICS) 連想検索
自動診断 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

予防医療の機械化 秘密保護

教育の個別化 会話式の教育 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

CAI マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス

日本語処理

図形処理

防災の システム化 モ ニ タ リン グ セ ン サ ー ベ ー ス

被害予測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

避難誘導

防犯の システム化 手口の情報検索 IR デ ー タ ベ ー ス

指紋等の照合 文字 ・図形認識

秘密保護

フ ァ ッ シ ョ ン化 へ の ア プ リケ ー ン ヨ ン の 個別利用 RERSONAL マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

対応 個性化 単能化(コ ンポネント化) COMPUTER 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

既製品化(使 いすて) パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 地域間ギャ ップ 均質情報 サー ビスの普通 COMPUTER デ イズタル網

ギ ャ ッ プ NETWORK 図形画像伝送

世代 間ギャ ップ 生涯教育 CAI 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

ゲ ー ム コ ン.ピ ュ 一 夕 ゲ ー ム

ア ー ト コ ン ピ ュ ー タ ア ー ト

国 際 自動翻訳 LANGUAGE 大記憶
TRANSLATION 超計算機



分 な教 育 効果 をあげ るた め には,単 純 な在来 方 式 の カ リキ ュ ラムへ の追 随 では

ない,新 しい教 育手 法 が必 要 とな る。 コン ピュー タ側 か らは,利 用環境 を整 え

る意 味 か ら も,ソ フ トウエ アの 整備,ハ ー ドウエ アの制 約 条 件 の排 除,シ ステ

ム全 体 と して の経 済 性 の向 上な どに意 を用 い る必 要 が あ ろ う。

防 災 関 係 では,ピ ル防 災,街 区防 災,地 域 防災 な ど,対 象地 域 の広域 イヒが,

設備 的 に も,ソ フ トウエア面 か らも大 き な(経 済 的)課 題 であ ろ う。 ぼ う大 な

環 境 デ ー タ類 の整 備 とそ の デ ー タベ ー ス化 だけ で も,人 手 に よ ってい たの では

具 体性 が 見 出せ な い。 ま して 防 災計 画 立案 の ため の シ ミュ レーシ ・ンや,災 害

発 生 時 の 防 災活動,避 難 誘 導 は,入 間 でさ え十 分 な判 断能 力 を欠 きが ちな分野 ・

であ る。 しか しコ ン ピュ ータは人 間 と異 な り,24時 間体制 での モ ニ タ リング .

や,看 視地 点数 の 多 点化 の面 では 知 的 機 械 と して の強 味 を十 分 発揮 で きる。 セ

ンサ類 の 発 達 を前 提 と して,よ り有利 な分 野 が増加 す る こ とは 明 らか なの で,

人 間 との 分担 を明 確 に しなが ら,よ り 自動 化率 の 向 上 が期 待 で きる分 野 であ る。

パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タや ワ ーク ・ス テ ー シ ・ンの発 達 ・普 及 は ,フ ァ ッ`

シ ・ン化,個 性 化 の 時代 へ の コ ン ピュー タか らの解 答 で あ る とい え よ う。 仕事

の場 にお い て も,サ ー ビス を受 け と る場 に お い て も,画 一性 ・均 一性 よ り個 々

の ニ ー ズへ の対応 が 主題 とな る。 窓 口 に行列 を作 って サ ー ビスを待 った り,ビ

ンに つ め られた 同型 部 品 の組 立 て を行 った りす る,パ ッチ処理 方式 は嫌 わ れ,

予 約 に よる個 別サ ー ビス,注 文 に よる受 注生 産 な ど,個 別方 式 が表 面 に でて く

る こと を予 想 しなけ れ ば な らない。

コ ミュニ ケー シ ・ ン ・ギ ャ ップは,顕 在化 しク ・一ズ ・ア ップさ れ る ことに

よって,解 決 が うな か さ れ る タ ィ ブの 問題 であ ろ う。 顕 在 化 は近 い将来 稼 働 す

る キ ャ プテ ン ・シス テ ムの よ うな オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ーク ・サ ー ビス に よっ

て 大 い に促 進 され る こ とが考 え られ る。 サ ー ビスの即 時性 ・均 質性 が,ギ ャ ッ

プ発 見へ の トリガー となる とい う論 で あ る。 この種 の ギ ャ ップの典 型 は地 域 間

ギ ャ ップで あ るが,前 述 の ように デ ィ ジタル伝 送 網 は 高 度化 ・広 域化 の動 きの

最 も激 しい もの であ る こ と もあ って,技 術 的 な対 応 に つ い ての 不安 は 少 ない 。
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世 代 間 の ギ ャ ップ と な る と,そ の本 質 は 個 人 の意 識 の差 で あ り,教 育,経 験,

環 境 な どの長期 間 に わた る蓄 積 の結 果 で あ る。 コ ン ピュ ー タ ・ゲ ームや コ ン ピュ ー

ユ一 夕 ・ア ー トを気 軽 に受 入 れ る世 代 と,大 い な る抵 抗 を感 じる世 代 との 問題

で あ る。 生 涯教 育 ・生 涯訓 練 の環 境 を,コ ン ピュ ー タを利 用 して準 備 す る こ と

は で き る し,今 後 そ う した機 会 は ま す ま す増 える であ ろ うが,そ れ だ け では 意

識 を革 新 する には 不十 分 で あ ろ う。

国 際 間 ギ ャ ップは世 代 間 の そ れ に輪 をか け て 困難 な要 因 を含 ん でい る。 文 化

の 差,言 語 の差 に加 え て利 害 が一 致 しない。 機 械 的手 段(た とえば 自動 翻 訳 の

よ うな)に 訴 え て も限度 か あ ろ う。 む しろ産 業 分 野 で話題 と した よ うに,国 際

的 分 業 体 制 を作 ってゆ くこ との 方 が可 能性 が あ るの では なか ろ うか。

3.2.5生 活の 情 報化

コ ン ピュー タ と家庭 生 活 との か か わ りあい は 多 くの接 点 を もつ が,こ こでは

利 便 性 の 向上,家 庭 内 での情 報 化(コ ン ピュ ー タ利 用),自 動 化 の3点 を取 上

げ てみ る こと と した。

生 活 に直結 す る サ ー ビスの 種類 は極 めて 多 い。 なか で も予 約型 の サ ー ビスは

社 会 コス ト低減 の ため に も普 及 して欲 しい 分 野 であ る。 乗 車船 の座 席 と,旅 館,

外 食,レ ジャ ーな どの複 合 予 約 系 は,企 業 間 オ ン ライ ンが 可能 となれ ば す ぐに

で も実 行 でき る。 荷物 輸 送 に おけ る複 合 モ ー ド ・ル ー テ ィ ング も同 じであ る。

しか し複 合予 約系 は デ ー タベ ー スが複 雑 とな り,ト ラ ンザ ク シ ・ ンの 集 中度 も

高 い た め,超 高速 の計 算 機 と フ ァイル装 置 を必 要 とす る。 デ ィジ タル網 の能 力

増 と,中 央 システ ム用 の ハ ー ドウエ アの開 発 が行 わ れ る こ とが 前提 条 件 であ る。

人手 に 頼 る度 合 い が高 く,し か も重労 働 を必 要 と して い る電 信 や郵 便 を,発 達

して ゆく デ ィ ジタル網 を利 用 して 自動 化 す る ア イデ アは 古 くか らあ る。 フ ァク

シ ミ リの発 達,近 い将 来期 待 され る イ ンテ リジ ェン ト電 話 器 の 実用 化な ど を通

じて,テ レ メール,テ レテ キス トが実 施 さ れ る こ とが 十分 考 え られ る。 郵 便 だ

け で な く,新 聞 を電 子 新 聞 化 した り,ダ イ レク トメール を電 子 化 す る こ とは技
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表3-7.生 活 の 情 報 化

1

留

1

社 会 的 要 請 メ ソ ド ロ ジ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン
・

コ ン ピ ュ ー タ テ ク ノ ロ ジ ー

ぽ0) (L1) (L2) (M) (T) (CT)

生 活 と コ ン ピュ ー タ 利便性の向上 複合(モ ー ド)予 約 企業間組合せ予約 COMPUTER
.デ ィ ジ タ ル 網

NETWORK 分 散 デ ー タ ベ ー ス

郵便 ・電話の近代化 蓄積交換網 TELEMAIL イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末

TELE-TEXT デ ィジタル網

家庭の情報化 家庭教育の システム 在学学習 CAI イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末

化 VIDEO技 術

ホ ビ ー コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム HOBBY 組 込 み コ ン ピュ ー タ

COMPUTER パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト

コ ン ピ ュ ー タ ア ー ト 画像処理

家庭の自動化 家電製品の高度化 プログラム 制御 組 込 み コ ン ピュ ー タ

設備の自動化 防 災 HOME セ ン サ ー ペ ー ス

防 犯 COMPUTER 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ



術的 には 可 能 であ る。 また デ ィジタル網 を用 い た 家庭 向 け サ ー ビスには テ レシ

・ビン グ(EFTSす なわ ちElectronicFundTransferSystemを 前提)

な ども含 まれ よ う。

家 庭教 師や 塾 に代 って,CAI端 末 や学 習 用 コ ン ピュ ー タが家 庭 内 に侵 入 す

る こ とも予 想 され る。 電卓 が筆 算 を追 放 し,電 訳 機 が ポ ケ ッ ト辞 書 と入 れ代 り

つつ あ るのが 現代 なの で あ る。 テ レ ビゲ ー ムは既 に家 庭 内 の もの とな りつ つ あ

るが,そ の延 長線 上 には ホ ビー用 コ ン ピュー タ(P.Isaacsonの い うホ ー ム

・コン ピュー タ を含 む)の 広 大 な利 用 分野 が 拓 け て くる。 た だ しポ ピー用 コン

ピュ ー タは数 量 的 には大 きな市場 では あ って も,売 上げ 高 か らみ る と,単 価 が

安 い た め に,ミ ニ コ ン ピュー タや汎 用 コ ン ピュー タ と肩 を並 べ る とは とて も考

え られ ない。

家 庭 内 の コン ピュー タ で,数 量,影 響 ともに大 きい の は電 器 製 品 や設 備 機器

に組 込 まれ る コ ン ピュ ー タ であ ろ う。 手 動 や 定点 制 御 か らプ ログ ラム制 御 へ 変

る結 果,主 婦 の手 間 を省 くとい う点 では格 段 の進 歩 を とげ るに違 い だい 。 加 え

て見 落 して な らな いの は 省 エ ネ ル ギ ー効 果 で ある。 家 電 製 品 の運 転 の無 駄 が な

くなれ ば,電 力消費 の ピー ク の低減,ア イ ドリング の減 少 な ど直 接的 な省 エ ネ

ル ギ ー効 果が 期 待 で き る。

3.3ア プ リケー シ ョン開 発へ の期 待

3.3.1情 報処 理の 軌 跡

コ ン ピュー タ利 用 が 盛 ん に なった1960年 代 は,事 務 処理 の機械 化 の時 代

であ った。 「事 務 の合 理 化」 を旗 印 に,省 力化 を金科 玉条 と して,コ ン ピ ュー

タ導 入 に 踏 切 る企業 が あい 次 い だの が60年 代 前期 で あ る。 も と もと コ ン ピュ

ー タは 数値 計 算 の道 具 と して産 まれ た に もか か わ らず ,技 術 計 算 分野 の需 要 よ

り事 務 処理 分野 の そ れが格 段 に大 きか った。 汎 用 コ ン ピュ ー タの ア プ リケ ーシ

。ンの 歴 史 を考 え る上 で,こ の ことは 今 に至 って も支 配 的 な要 因 どな って い る。
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た と え ば コ ン ピ ュ ー タ の 工 場 出 荷 高 は,事 務 処 理 向 き 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ が 圧 倒

的 に 大 き く,そ の 他 の 利 用 分 野 を 合 算 して も と て も比 較 に な ら な い 。 ミニ コ ン

ピ ュ ー タ や マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タの 影 響 を考 え る 上 で,忘 れ て は な らな い 条

件 で あ る 。

個 々の 事 務 処 理 分 野,た と え ば経 理 だ と か,給 与 だ と か い っ た 区 分 で進 め ら

れ た ア ブ リケ ー シ ・ ンが 一 段 落 した 時,ぱ らぱ らの ア プ リ ケ ー シ ・ ン を総 合 化

して,「 トー タ ル ・ シ ス テ ム」 化 す る と,個 別 事 務 処 理 よ り も一 段 と進 歩 した

形 で の 利 益 が 得 ら れ る こ とが 発 見 さ れ た 。1960代 中 期 とい っ て よか ろ う。

オ ン ラ イ ン化 が 呼 ば れ た の も こ の 頃 で あ る。 典 型 的 な トー タ ル ・シ ス テ ム と し

てIBMのPICS(ProductionInformationContr④lSysyem)

も て は や さ れ た 。

PICSの 中 核 は 部 品 展 開 で あ る。 部 品 表 と い う,た ま た ま 実 在 した デ ー タ

ベ ー ス が,後 に 続 くDBMS(DataBaseManagementSystem)の 時 代

の 幕 を 開 け る 役 割 を して い る。 同 じ よ うにGEが 開 発 したIDS(Integrated

DataStorる)の 技 術 は 事 務 処 理 へ の 同 種 の シ ス テ ム ・ コ ン セ プ トを 導 入 し

た 。 当 時 の デ ー タベ ー ス ・ シ ス テ ムは 真 に 非 力 で あ っ た が,夢 は どん どん ふ く

らん で,「MIS」 す な わ ち マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ・ン ・シ ス テ ム の

時 代 が 始 ま る。MISは 当 時 の シ ス テ ム 能 力 不 足,組 織 的 対 応 の 欠 除kど 多 く

の 理 由 に よ り不 発 に 終 っ た が,汎 用 事 務 用 計 算 機 は 大 量 に 普 及 し,一 部 に は 進

歩 的 な オ ン ラ イ ン処 理 が 導 入 さ れ る環 境 を整 え た と い う こ とが で き る。

回 総合化 に よる合理性 意志決定

事務 の合理化 ト ー タ ル シ ス テ ム

Eン ピ=L-・ の導入=: 1オ ン ラ イ ン 化

⊂… 〉…

二=[三=三

図3-1ジ ス テ ム ・コ ン セ プ トの 変 遷
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1970年 代 は 巨 大 化 した 情 報 処 理 コ ス トを 背 景 と して,「 価 格 性 能 比 」

(コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス)の 時 代 と な った 。 半 導 体 技 術 の 進 歩 と と も に ハ ー

ド ウ エ ア の コ ス トは 低 下 し,半 面 ソ フ ト ウ エ ア の コ ス トが 表 面 化 した。 ソ フ ト

ウ エ ア工 学 が も て は や さ れ る よ うに な っ て い る。 ソ フ ト ウ エ ア工 学 の 対 象 と な

る プ ・ グ ラ ム は,残 念 な こ と に 近 代 的 エ ン ジニ ア リ ン グ の 対 象 に は な っ て い な

い 。 工 程 の 分 割,作 業 の 単 純 化,仕 様 の 完 成 度 ど れ をみ て も,工 場 の 中 で,流

れ 作 業 に よ っ て 行 わ れ て い る もの と は 比 較 で き る段 階 に は な い 。 そ の よ う な ジ

レ ン マ に 悩 み な が ら も,コ ス ト低 減 へ の 現 存 す る 唯 一 の技 術(の 芽)と して,

多 くの 努 力 が な さ れ て い る と い って よか ろ う。

通 信 が 本 格 的 に 結 合 さ れ た の は1970年 代 後 期 で あ る。 単 純 に 入 出 力 装 置

を デ ー タ発 生 点 へ 伸 ば す オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム ・コ ン セ プ トを一 歩 進 め て,ア

ブ1Jケ ー シ ・ ン を 分 散 して 処 理 し よ う と す る 「分 散 処 理 」 が 実 現 さ れ つ つ あ る。

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー キ ン グに 代 表 さ れ る 通 信 技 術 の コ ン ピ ュ ー タ と の 結

合 に よ り,全 く新 しい 水 準 の ア プ リケ ー シ ・ ン ・コ ン セ プ トの展 開 が 行 わ れ る

よ う に な っ た。

3.3.2ボ トル ネ ッ ク と ア プ リケ ー シ ョ ン の 関 係

社 会 的 要 請 を,コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リ ケ ー シ ・ ン と関 係 づ け た3.2節 を ま と

め た の が 表3-8で あ る。 ア プ リケ ー シ ・ ン と して は 現 在 具 体 的 な シ、ス テ ム ・

コ ンセ プ トを 有 す る もの しか 選 ば な い 方 針 を と っ た の で,新 規 性 は な い 。

の コ ン ピ ュ ー タ化 コ ス ト低 減 利用分野 の拡張

価 格 性 能 比 』
ベ ー ス

1ソ フ トウェア工 学 1・ ン ピ ュ 一 夕 ・ ネ ・ ト ワ ー ク
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表3-&

低生産性分野

公共サー ビス

事務と呼ばれる業務

行政

流通業

国際競争力

技術開発のスローダウン

省エネ ・省資源

輸出力の低下

(輸 出摩擦}

人口構成の変動

灘羅劉

社会の情報化

医 療

教 育

過密化対策

セキュ リティコス ト

世代間ギャップ

地域間ギャップ

国際ギャ ップ

生活の情報化

個人を中心 とした

コミュニケーションギャップ

省 エネ省資源

個人における

教育研修費増大

{キ ー}

DSS

OA

VLDB

ROBOT

CAD

IR

LabAuto

ME

CAI'

LT

社 会 的 要 請 と コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リケ ー シ ョ ン

願=:二三難1甦ll

}∴∴王i欝』:
省エネ省資源工 纂 言 霊 ㌶ 二

成
高 令 化－Ei轡 慾 議

_、
　 　 「=二∴::

「≡當 ㎞
ME

CAI

ROBOT

IR

PERSONAL
COMPUTER

COMPUTER
NETWORK

CAI

LT

COMPUTER

NETWORK

TELEMAIL

TELETEXT

CAI

HOBBY

COMPUTER

ゴ HOME
COMPUTER

ス性 ・経済性向上

教 育 の 個 別 化

防 災 の シ ス テ ム化 一

防 犯 の シス テ ム化

ファッション化への対応 アプリケーションの個性化

'ミユ苧る 「 ≡欝:i三

利便 性 向上一[翼
.ご 霊

家庭の情報化τ 《三 ン:テム化

家庭の自動化一[㌶ ㌘ 籠

DECISIDNSUPPORTSYSTEM

OFFICEAUTOMATION

VERYLARGEDATA
.BASES

(incl,CAM-COMPUTERAUTOMATEDMANUFACTURING)

COMPUTERASSISTEDDESIGN

INFORkX・IATIONRETRIEVAL

LABORATORYAUTOMATION

MEDICALELECTRONICS

COMPUTERASSISTEDINSTRUCTION

LANGUAGETRANSLAT10N
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ア プ リケー シ ョンを列 挙 して み よ う。DSS(DecisionSuppotSystem)

は 企業 体 や プ ロ ジ ェク ト制 の よ うに,組 織 を も って問 題 の解 決 や意 志決 定 を行

う場 合 を想 定 して,コ ン ピュー タか ら得 られ るデ ー タを必 要 に応 じた形 に処理

す る こ とに よって,直 接 的 に役立 ち う る報 告書 を作 成 し よ うとい う もの で あ る。

一 見 か って一 世 を風 靡 したMIS的 な 印象 を受 け るが
,実 体 は そ れ よ りは るか

に着 実 で,コ ン ピュー タに で き る こ とだけ を,新 し く体系 化 し,情 報 シス テ ム

・コ ン セ プ トに ま とめ た もの で ある。

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ンは,最 近 喧伝 さ れ てい る未 来分 野 であ って,事

務 処 理 の分野 を席 巻 す る新 機 器群 とい った印 象 を受 け る。 イ ンテ リジ ェン ト・

コ ピア,フ ァク シ ミ リ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ とい った 新 しい機 器は,た しか に

将 来性 豊 か であ ろ う。 しか しわ が国 に おい ては 日本 語,体 系 化 され た書 式 に よ

る事務 処 理,単 一 民族 ・単 一言 語,印 鑑 主義 とい っ た ユニ ー ク な部分 も多 く持

ち合 わせ てい る。 処理 手 続 きの ア メ リカ型 へ の 切換 えが 起 こる と で も考 え ない

限 り,現 状 での オ フ ィス オ ー トメー シ ・ンが 直輸 入 され て も影 響は 大 き くな い

と言 えない だ ろ うか。 要 は 日本 型 の オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ 。ン技 術 の開発 が

ポ イ ン トで あ って.タ イ プ ライ タ,女 性 セク レ タ リの組 合 せ に よる欧 米型 オ フ

ィス と,そ の未 来 像 を追 って も,国 情 か ら して外 国 で起 き る と予 想 され る ほ ど

の オ フ ィス革 命 は起 きない の では ない か と思 われ るの であ る。

巨大 デ ー タベ ー ス(VLDB)は 社 会 の 情報 化 が進 め ば必 然 的 に発 生 す る。

い わ ゆるDBMS(デ ー タベ ース管 理 シス テ ム)が 対 象 と して い る もの と,技

術 的特 性 は差 が ない とい って よい。 相違 点 は 一 般 の デ ー タベ ースが そ れ を作 成

す るた め に多大 の労 力 と費 用 を要 す る存 在 で あ るに比 して,社 会 シス テ ム系 の

デ ー タベ ースは 法制 度 に従 った活 動 を通 じて半 自動 的 に集 積 さ れ て しま うこ と

で あろ う。 デ ー タの プ ライバ シ ・安 全対 策 な ど,社 会 的 な シス テ ム であるが 故

の技 術問題 も多い。

工 業 用 ・ポ ッ ト(CAMす な わ ち工 場 自動 化 を含 む)は ダ ーテ ィ ・ワ ークが

嫌 われ た り,入 手 には 頼 れ ぬ超 精 密 作 業が 増 加 す る とい った環境 を解決 す るた
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めに は重 要 な存 在 であ る。 国 内需 要 の み な らず,知 識 集 約型 の 輸 出産 業 と して

も有望 であ ろ う。 ロボ ッ トは ハ ー ドウ エ アが複雑 ・高 度 なば か りでな ぐ,そ の

搭 載 す る ソ フ トウエ アが 高級 なノ ウハ ウの塊 りであ る点 に重要 な意 義 が あ る。

ソ フ トウエ アの 内容 が 高度 な技 術 成果 を含 ん でお り,し か もプ ・ グ ラム と して

は 完 成 度 が 高 く,ト ラブル ・フ リーで なけ れ ば,供 給 者 の責任 が=果たせ な い。

ライ フ ・サ イク ル全 体 を考 え て,経 済 性 を達 成 す るた め には技 術 力 の高度 化 が

是 非 と も必要 で あ る。

CADは 直接 には 製造 工 業 の分 野vak・ け る ノ ウハ ウの 有形 化 の プ ロセ ス を支

援 す る技 術 で ある。 製 品 の 多様 化,ラ イ フ ・サ イク ル の短 命化 な ど,こ れ か ら

の市 場 の特 性 を考 え る時,こ の種技 術 の必 要 性 は論 を得 た ない だろ う,。注 目す

べ きはCAD技 術 の裾 野 の 広 さ で あ る。 図形 処理 ・情報 検 索 ,プ ・ジ ェク ト管

理,図 形認 識 な ど,CADの 要 素 とな る技 術 分野 はそ れぞ れに非 常 に応 用 が広

い。 ハ ー ドウエア関 連 で も並 列 処理 を具 体 化 した図 形 入 出力,図 形 用 デ ー タベ

ース ,図 形特 性抽 出 な どの た めの 装置 が必 要 となろ う。 並列 処理 系は 集積 回路

素子 の 利 用 分 野 と しては将 来 性 の大 きな もの の一 つ で あ るか らであ る。

情 報 検 索 の 有用性 ・重要 性 に つ い ては 今 さ ら何 も述 べ る必要 は ない。 基 本 的

な理 論 に つ いて も古 い研 究 の歴 史が あ る。 応 用 の広 さ につ いて も同様 であ る。

ハ ー ドウエ アの発 達 が この解 決 困 難 な分 野 に ど こま での処 理 能 力 を加 え る かが ,

近 い将 来vak・ け る話題 であろ う。 光 デ ィス ク な どの 影 響が あらわれ る80年 代

中期 には、ラン ダ ム ・ア ク セ ス特 性 を活 か した新 利 用 法 も一 般化 す るだ ろ う。 し

か し情 報 検 索 の基 礎 は こ とば の 特性 の理 解 に あ る。 言 語学 な どの基 礎 的理 論 の

研 究 に対 す る理 解 と強 力 な バ ック ア ップが望 まれ る ゆえん であ る。

ラボ ラ トリ ・オ ー トメー シ ・ンは 検査 ・測 定 ・分 析 な どの利 用 分野 を代 表 す

るア ブ}Jケ ー シ ・ン と して採 用 した。 検 査 関 係 はMAKE(製 造),MOVE

(運 搬)と 並ん で,ブ ル ーカ ラー ・ア ブIJケ ー シ ・ ン(BlueColorApp1-

ication)と 呼 ば れ る分野 の大 きな要 素 とな って い る。MAKEの 分野 は 前 出

のCADとROBOTで カバ ーさ れ る と して,TESTす なわ ち検 査 の分 野 は,
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二 次 産業 の み な らず 一 次 ・三 次 産 業 に横 断 的 に必要 とされ る,ク ・ス ・イ ンダ

ス トリ ・ア プ リケ ー シ ・ ンと して と らえた い。70年 代 の 高度 成 長 の原 動 力 の

1つ と して 品質 管理 技 術 の 発 展 が あげ られ るが,最 終 産 物が サ ー ビス とな る

80年 代 に あ って は,目 に見 え ない商 品 が ふ え,ま す ます 品質 の 問題 が 重 要 と

な る。 ソ フ トウエ アの 品質検 査 に代 表 され る新 検 査 分 野 の 確立 が 望 まれ る。

い ま ま では 特定 の分 野 に依 存 しない,あ るいは特 定 の分 野 か ら 出発 して も,

他 へ の影響 が 大 きな ア プ リケ ー シ ・ン を と りあげ て きた。 つ ぎに のべ る2つ の

テ ー マは個 別分野 に依 存 す る。 社 会 的影 響 の重 要性 に配 慮 して ま とめて と りだ

した。

メ デ ィカル ・エ レク ト・ニ ク ス(M/E)は こ こ では 医用 電 子 機器 だけ で な

く, 医療事務 の機械化

医学的検査の 自動化

病院 リソース管理 の機械化

医事情報 のデータベース化

自動診断

予 防医学的措置 の機械化

な どの テー マ を包括 す る もの と して考 え る。 将 来 医 療 に関 す る社会 的負 担 が増

加 して ゆ く傾 向 に あ る こ とは 第]章 に み る通 りであ る。 コ ン ピュー タは も と も

と医 療 の第一 線 を担 当 す るべ き立場 に は な いが,一 層 の 負担 が 医師 を始 め とす

る医 療 関係者 に犠 牲 を強 い る方 向 へ行 くのは ま こ とに望 ま し くな い。 機 械 的 支

援 機 能 を多 少 の イ ンテ リジ ェン ス を加 え る こ とに よって支 援 し,3時 間待 って

3分 診 療 へ と追 い込 まな い よ うに努 力 すべ き であ る。 もと よ り医 療 の 問題 は 社

会 ・制 度 な どに根 ざす 部分 が大 き く,コ ン ピュ ー タが 強 力 な万 能 薬 では ない こ

とは 念 頭 に お い た方 か 良 い。 とは い うもの の現 状 の改善 に極 めて 有効 と 目され

るM/Eの 分野 へ の投 資 を お こた るなち ぱ,将 来 よ り高価 な社 会 的 負担 を強 い

られ る こ とは 明 白 であ ろ う。

CAIは 教 育 関 係 に おけ る将来 技 術 と喧伝 され てか ら久 しい。利 点 欠 点 が 明
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らか に なる程 の 実用 化 す ら行 われ てい な い現 状 を説 明 す るの に,一 般 には シス

テ ム ・コス ト,特 に端末 機 器 の 費 用が 原 因 とさ れて い る。 端末 機器 は素 子 の進

歩,オ ン ライ ン ・システ ムの普 及 に よる量 産 化 な どの影 響 に よ り価 格 を下 げ る

こ とが可能 と な った。 この傾 向は80年 代 も継続 す る こ とが見込 まれ る。 しか

し端 末 機 器 だ け が原 因 でない こ と も明 らか といわ ざる を得 ないの が,今 ま での

歴 史 であ る。CAI向 きの カ リキ ュラ ムが得 難 い こ と,マ ン マシ ン ・イ ン タ フ

ェー ス技 術 が未 発 達 な こ と とい った難 問が 次 の段 階 と して控 えて い る。

CAIは 義務 教育 分野 に 限 らず,職 業教 育,成 人教 育 な ど生 涯教 育の手 段 と

して も重 要 性 は 増 すばか りで あろ う。 学 校 ス タイルの教 育が と り難 い事 情が あ

る分 野 では,CAIは 最 も強 力 な手 段 とな るか らで あ る。 他 の社会 シス テ ム と

同 様,CAIも コン ピュー タ技 術 だけ では 解 決 で きない問 題 を抱 え てい る。 開

発 のた め には 連携 プ レイ を前提 と した総 合 的 なア プ ローチ が不 可 欠 で あ る。

3.3.3コ ン ピ ュー タ ・テ ク ノ ロ ジ ー へ の 期 待

3.2節 の 議 論 か ら テ ク ノ ・ ジ ー(CTの 項 を ま と め る と表3-9の よ う に な

ろ う。 カ ッ コの 中 は 出 現 頻 度 で あ る。

(1)ハ ー ドウ エ ア

ハ ー ド ウ エ ア に 関 す る期 待 は 極 め て 常 識 的 で あ る
。

・ 計 算 速 度 の 向 上(超 計 算 機)

・ 並 列 型 ア ー キ テ ク チ ャ

・ 高 集 積 化(マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ)

・ 記 憶 容 量 の 向 上(大 記 憶)

こ れ ら の項 目 を常 に 同 時 に満 た す 必 要 は な さそ うで あ る。

(2)プ ロ グ ラ ム

2つ の 傾 向 が 認 め られ る。 パ ッケ ー ジ化,す な わ ち完 成 度 の 高 い プ ・ グ

ラ ムへ の 工 夫 と,ゲ ー ム ・ア ー トな ど よ り人 間 に 近 い 分 野 へ の 接 近 で あ る。
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表3-9コ ン ピ ュ ー タ ・ テ ク ノ ロ ジ ー

()内 は 重 複 記述

超計算機く2)

並列 アーキテクチ・(2)

マイ クロコンピュー タ(高 集積化)(2)

大記 憶②

パ ッ ケ ー ジ 化 ソ フ ト(2)

コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム(

コ ン ピ ュ ー タ ア ー ト(

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(1)

ハー ドウエ ア

プ ロ グ ラ ム

秘 密保護(3)

連 想検索(4)

(大 記憶(2))

き デ ー タ ベ ー ス(1)

ニ ァ リン グ デ 一 夕ペ ー ス(2)

護(3)

索(4)・

形 デ ー タ ベ ー ス(2))・

語 処 理(5))・

語 処 理(1))・

憶(2))

提 供 サ ー ビス(1)

デ ー タ ベ ー ス

1

8

1 VAN(1)

サ ー ビス(1)

エ ア 開 発(1)

一 ビス(1)

テ ィ マ ネ ジ メ ン ト(1)

一 夕 リ ー ス(1)・

イ ジ タ ル 綱(3)

形 ・画像伝送(1)

IDEO(1)

散 処 理(1)

散 形 デ ー タ ベ ー ス②

イ ンテ リジェ ン ト端 末(3))・

TSSサ ー ビス(1))

デ ー タ提 供 サ ー ビス(1))

VAN(1))・

通

情報産業

信

図形処理(4)

光学 的処理(1)

日本 語処理(5)

自然 語処理(1)

(VIDEO(1))

(窓 口用機器(1))

(4)・

像処理(4)・

形 認識(3)

理(1)

理(5)

理(1)

画像伝送(1))・

EO(1))

リ ジ ェ ン ト端 末(3))

機 器(1))

窓口用機器(1)

健 康 機器(1)

エ ン ト端 末(3)

(1)

像 伝 送(1))

ペ ー ス(6))・

マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス(1)

組込み コンピュー タ⑨

㌫ 二言:(;。 扁 一=一 一 一 ・・サーベース(・)



プ ロ グ ラ ムの 完 成 度 に つ い て は,古 くはF.Brooksに よ る。'

・ 単 純 な イ ン タ フ ェ ー ス の プ ロ グ ラ ム

・ イ ン タ フ ェ ー ス が 複i雑 な シ ス テ ム と して の プ ロ グ ラ ム

・ イ ン タ フ ェ ー ス が 複 雑 で ,か つ 非 専 門 的 利 用 者 を 想 定 す る も の

と い った 区 別 が あ り,所 要 工 数 が1桁 ぐ らい 異 な る と さ れ て い た 。

最 近 マ イ ク ロ ・プ ロ セ ッ サ や マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ が 多 用 さ れ る に

及 ん で,i表3-10の よ う な7段 階 もの 水 準 が あ る と い う説 が で て き て い

る 。 マ イ ク ・ ・ プ ・ セ ッサ を 用 い る場 合 に は,ハ ー ドウ エ ア と して 安 価 な

も の が 多 く,量 産 量 販 型 市 場 で あ る こ と,利 用 者 が コ ン ピ ュ ー タ や プ ・ グ

ラ ム に つ い て 全 くの 非 専 門 家 で あ る こ と が 多 い。 場 合 に よ って は 郵 便 な ど

に よ る 遠 隔 保 守 す ら困 難 で あ ろ う。

表3-10プ ロ グ ラ ム の 発 展 段 階

利 用 者 製 作 者' 特 徴

自 己 用 自 分 作動停止に至 るパグがあって もよい。

入力に厳 しい制限をつけ てもよい。

自 社 用 自 社 最少限の ドキュメンテー ション。

作動停止が頻発 しない程度のデパ グ水準。

専 門 家 用 他 社

(例 メインフレ
ーマのO/S)

内部 仕様 にわたる ドキュメンテーション。

担当員の駐在 を求めている場合が多い。

作動停止が起 きて も,回 復機能が あれば よい。

非専門家用 他 社

(例 シ ス テ ム ハ

ウス の ワ ー ド

プ ロ セ ッ サ)

担当員の駐在 ・派遣は経済的でない。

利用者に ソフ トウエア教育ができない。

デパグの水準は最高の ものが望 まれる。

プログ ラマ

(再 利用)

他 社

(例 再利用可能

モジュー ル)

モ ジュールの他人に よる再利用は,そ れ を想定 して設計

・製作する必要が ある。配慮すべき条件が非常 に多 く,一

景 も難 しい カテゴ リである。

(WTAYLORに よる)
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した が っ て,ハ ー ドウ エ アは む ろ ん の こ と,プ ロ グ ラ ム に つ い て も,現

在 の 家 電 製 品 に み られ る ぐ ら い の 完 成 度 が 求 め られ よ う。

人 間 の 頭 脳 の 機 能 を追 求 め る ソ フ ト ウ エ ア は 人 工 知 脳(Artificial

Intelligence)の 研 究 分 野 で あ る。 入 間 の 代 役 を 創 り 出 す こ と を も っ

て,そ の 目 的 と考 え て い る入 は 少 な く,む しろ機 械 の もつ 可 能 性 の 追 求 と

み た 方 が 良 さ そ うで あ る。 た ん に デ ー タ を 処 理 す る機 械 か ら,考 え る イ ン

タ フ ェ ー ス を有 す る シ ス テ ムへ と一 世 代 を 画 す べ き可 能 性 が 秘 め られ て い

る。

(3)情 報 産 業

技 術 と い う区 分 に は 入 らな い が,省 エ ネ ル ギ ー ・省 資 源 を達 成 す る チ ャ

ン ピオ ン で あ る 。 単 な る プ ・ グ ラ ム作 成 業 か ら脱 皮 し,知 識 産 業 の 一 翼 と

な る た め に は,こ れ か ら 多 くの 専 門 的 ノ ウ ハ ウ を ま とめ ね ば な ら な い 。

(4)通 信

通 信 の 分 野 は 大 き な変 革 を経 て き た が,さ ら に 大 き な 技 術 革 新 が 予 想 で

き る。 ロ ー カ ル ・ル ー プ ま で含 め れ ば,ほ と ん どの ア プ リケ ー シ ・ ン が通

信 系 との'イ ン タ フ ェ ー ス を含 ん で お り,通 信 は コ ン ピ ュ ー タ利 用 へ の 基 本

的 技 術 に な りつ つ あ る。

な か で も.公 共 サ ー ビス の ネ ッ トワ ー ク 化 や,企 業 間 ネ ッ トワ ー ク は,利

便 性,効 率 性 な どの 点 か ら、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る.サ ー ビ ス の 質 を ま っ た く

新 た な 水 準 に 到 達 さ せ る こ とに な ろ う。

家 庭 の 中 へ の コ ン ピ ュ ー タの 進 出 も,い ろ い ろ な コ ミ ュニ ケ ー シ ・ ン ・

ギ ャ ッ プ を解 消 し,双 方 向 型 の マ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ ンが 可 能 とな る な ど,

通 信 の 効 用 は 大 で あ る。

(5)デ ー タ ベ ー ス

コ ン ピ ュ ー タは プ ロ グ ラ ム に よ っ て,デ ー タ を処 理 す る 道 具 で あ る。 プ

・ グ ラ ム に つ い て は,ブ ・ グ ラ ミ ン グ言 語,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム,

ア プ リケ ー シ ・ン ・プ ロ グ ラ ム な ど の 形 で 多 くの 研 究 開 発 が 行 わ れ て き て
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い る。 デ ー タは その 点 大 い に遅 れ てい る。 入 出力制 御,DBMSと い った

範 囲 が現 在技 術 の水 準 で あろ うか。 理 論 も実務 もデ ー タにつ い て の ア プ ロ

ー チ を十 分 に行 って きた とは い い難 い。

最近 多 くの 研 究 が デ ー タベ ースに対 して行 われ る ように な った こ とは喜

ば しい。 プ ・グ ラム並 み の技 術水 準 に到 達 す るのは い つか は 予 想 で き ない

が,大 きな技 術的 進 歩 が期待 され て い る。個 別 テ ー マ と して取 上げ る分野

の 第1で あ る。

(6)マ ンマ シ ン ・イ ン タ フ ェース

コン ピ ュ ータ関連 の技 術 の うち で最 もな お ざ りに され て いた 分 野 で ある。

コン ピ ュー タの使 用 者 は 専 門 家 だ とい う前提 が いつ の ま にか 横 行 す る よ う

に な って しま った。 そ の結果,コ ン ピュ ータの世 界 ほ ど外 部 か ら不 透 明 な

と ころ は ない とい わ れ てい る。 技 術 水準 と してみ る と,専 門家 しか操 作 で

き ない とい うの は,未 完 成 を意味 して い る とい って よか ろ う。 製 作者 が肩

を貸 さ ない と動 かせ な い 自動 車 であ っては 困 る。

技 術的 課題 と して は 自然 語,特 に 日本語 の 問題,図 形 ・画 像 ・音 声 な ど

ア ナ ログ情報 の問題,信 頼 性.柔 軟 性,そ のほ か 入間 が コン ピュー タに接

す る うえ で必 要 とな る全 て の問題 が含 まれ る。

(7)組 込 み コ ン ピュー タ

コン ピュー タ を部 品 と して組 込 ん だ全 て の システ ム を指 す。 マイ ク ロ ・

コ ン ピュー タの性 能 が急 激 に 改善 され た結 果,中.大 型 コ ン ピュー タに よ

って制御 した よ うな ア プ リケ ー シ ・ンが組込 み 形 へ と移 行 しつ つ あ る。好

例 は 汎 用 コン ピュー タや周辺 装置 で あ って,チ ャネル 装置 や 主 要 な周 辺装

置は 組 込み 形 へ と変 身 しつ つ あ る。 イ ンテ リジ ェン ト ・タ ー ミナル も同様

だ。

産 業 機器,輸 送用 機 器,兵 器 な どの分野 では,技 術 の高度 化,機 能 の複

雑化 に と もな って,マ イ ク ロ ・コン ピュー タの 利用 が盛 ん であ る。 家庭 用

電器 の世 界 で も同様 の傾 向 が 明 らか だ。 非常 に広 範 な応 用 分 野 なの で,統
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一 的 に は と らえ 難 い が
,省 エ ネ ル ギ ー ・省 資 源 へ の 影 響 が 非 常 に 大 き い こ

とは,前 出 の 通 り で あ る。

(8)セ ン サ ー ・ベ ー ス

コ ン ピ ュ ー タ の シ ス テ ム と して の 問 題 点 は 入 力 と 出 力 の 部 分 に あ る と い

わ れ て い る。 入 手 が 介 入 せ ざ る を得 な い か ら で あ る。 セ ン サ ー 入 力 ,制 御

信 号 出 力 の 方 式 は,入 手 の 介 入 が な く な る た め,正 確 さ,即 応 性,経 済 性

な どの 面 で 非 常 に 優 れ て い る。

セ ン サ ・ベ ー ス ・ シ ス テ ム の 眼 目は ,正 確 で 信 頼 度 が 高 く,か つ 安 価 な

セ ン サ ーの 開 発 で あ る。 パ タ ー ン情 報 シ ス テ ム 等 の 技 術 開 発 π よ り ,図 形

・画 像 ・音 声 な ど を 入 出 力 と す る チ ー タ処 理 が 発 展 しつ つ あ る
。 組 込 み 形

ア プ リケ ー シ ・ ンの 中 に は セ ン サ ー ・ベ ー ス を 前 提 とす る もの が 多 い 。
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第4章 主要産業の情報化 と第5世 代 コンピュータの役割

4.1産 業構 造の変 化と企業経営の変革

4.1.1産 業 構 造 の 変化 の方 向

第2次 大戦 後,わ が 国は 産 業構 造 を重 化 学工 業 中心 型 へ変 化 させ る こ と を 目

標 と し,高 度 成 長 政 策 に よ って,そ の 目標 を達 成 して来 た。 主 要 な基 幹 産 業は,

輸 出指 向型 の経 営 方 針 で,積 極 的 に設 備 投 資 を行 い,世 界 で最 強 の競 争 力 を持

つ ま でに成 長 す る と と もに,戦 後 の復 興 と高 度 の経 済 成 長 を成 功 させ る原動 力

とな った。 しか し,急 激 な成 長 は

・ エ ネル ギ ー資 源 獲得 の有限 性

・ 外 国市 場 へ の深 刻 な影 響

・ 公 害 の累 増

'イ ン フ レの 昂 進

な どの 事態 を引 きお こ した。

80年 代 に入 っ て

・ 石 油 エ ネ ル ギ ーの量 的供給 の制 約 と高 価 格 化

・ 世 界経 済 の長期 停 滞 化

・ 米 国 と ソ連 の力 の均 衡 の危 機

が併 行 して進 行 す る危 険性 が,現 実 の 問題 とな った。 国 際 的 な協調,国 際 的 な

責 任 を無視 して,自 国 の 国益 とか 企業 の利 益 だ け を追 求 する こ とは許 され ない

状 況 とな って お り,わ が 国 の産 業 構造 の変化 は,国 家 的見 地 か ら も,早 急 に見

直 しが 必要 な事態 とな った。

長期 的観 点 か らみて,国 際 社 会 での重 要 な基本 的 命題 の一 つは,貿 易の 均 衡

と調 和 で ある。 経 済 大 国 とな ったわ が国 の貿 易構 造 は

・ 必 要 とす る最 少 限 の 食糧 ,原 材 料 を輸 入 す る
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・ その た め に必 要 な外 貨 を得 る た めの最 少 限 の もの を輸 出 す る

・ 世 界 の他 の国 と激 し く競争 す るの では な く ,商 品 を質的 に 向 上 させ 高

付 加価 値 で輸 出 す る。

こ と を究極 の達 成 目標 と して,構 造 を変 革 して行 く必要 が あ る。 産 業構 造 お よ

び企業 の体 質 は,順 次 この 方 向 に向 って変 身 さ せ て行 くこ とが要請 され る。 具

体 的に は

・ 省 資源 ,省 エ ネ ル ギ ー型 へ の移 行

・ 素材 輸 出量 の 削減

・ 低 加工 商 品製 造 の開 発途 上国 へ の移 管

・ 技 術 開発 を軸 と した ,新 規高 付 加 価値製 品 の輸 出量 の拡 大

を実 現 す る方 向 で,企 業 の体 質改 善 を,長 期 的 な ビジ ョ ンの 下 で,着 実 に実 施

して 行 か なけ れ ば な らな い。

主要 産 業 情 報 化 の進 展 は,こ の た めの不 可 欠 な条 件 の一 つ であ る。 第5世 代

の コ ン ピュー タの技 術 開発 に課 せ られ るべ き基本 的命 題 も,こ れ らの 問題 の解

決 につ い ての 国 家 的 な要 請 と産業 界 の ニ ーズ を両 立 させ る形 で決 定 す べ きであ

るo

4.1.2成 熟型 社会 に おけ る 主要 産業 の変化

わ が国 の 社 会構 造 は,80年 代 か ら90年 代 にか け て,工 業化 社 会か ら成 熟

型 社会 へ 成 長発 展 して 行 く もの と予想 さ れて い る。 成 熟型 社 会 とは 「サ ー ビス

・情 報 ・知 識 とい った無 形 の もの に価 値 を認 め る社会 」 で あ ると定義 す る こ と

が 出来 る。 第2次 産 業 の構 成 比 率 が低 下 し,第3次 産 業 の構 成 比 率 が増大 し,

経 済 成 長 率 が低 い水 準 で保 たれ る こ とが,そ の特 徴 とな る。

社会 構 造 が進 化 し,第3次 産 業 が い か に発展 を遂 げ て も,第2次 産 業 の 力,

す な わ ち,工 業 生 産 力 は依 然 と して,国 家 の経 済 的基 盤 を支 え る重 要 な基 本 要

素 であ る こ とに変 りは な い。 工 業 生産 力は,先 進 国 型 国 家 の富 を生 み 出す主 要

な原 動 力 で あ り,成 熟 型 社 会 は,こ の基 盤 の 上に成 立 す る もの であ る こと を認
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識 して お く必 要 が あ る。

わ が 国 の 所得 水準 は,70年 代 を通 じて急 速 に 上昇 し,生 活 面 での基 本 的 な

充 足 は ほ ぼ達 成 され た。世 代 の交 替,戦 後 教 育 の浸 透,核 家族 化 の進 展,高 学

歴化,自 己実 現欲 求 の高 ま りか ら,価 値 感 が 多様化 し,消 費 者 の ニ ー ズが変 化

し,市 場 構 造 は着 実 に変化 しつ つ あ る。

この よ うな社 会 構 造 の変 化 の 中 で,主 要 産 業 が,い か に すれ ば企 業 の 活力 を

維持 し,自 由主 義 経 済 の競 争 原 理 の 中 で,国 際競 争 力 を保持 して行 く ことが 出

来 るか とい う問題 は,こ れ か らの 企業経 営 の 戦略 的 課 題 とな って きた。 企 業 が

生 き残 るた め には

・ マー ケ ッ トの変 化 の キ ャ ッチ とそ れ に対 す る柔軟 な対 応

・ 徹 底 した オ ー トメ ー シ ョ ンの採 用 を軸 と した 生産 コス トの低 減

・ 入 間 尊 重 を軸 と した 管理 方 式 の変 更 ,活 力 の 増大 と間接 コス トの 低減

を実 現 す る ことが必 要 とな る。

大量 生 産 方 式は 後 退 し,産 業 の情報 化 が進 展 し,需 要,販 売,流 通,生 産 の

すべ て が構 造的 に変 化 して ゆ く。 この変 革 へ の対応 に失 敗 した企 業 は衰 退 し,

対 応 に 成功 した企 業 が代 って成 長発 展 して ゆ く時代 を迎 え る。

4.1.3対 事 業 所 ザ ー ビス産 業 の 発 展

自由主 義経 済 の 活 力 の源 泉 は,競 争 原 理 が機 能 す る点 に あ る。 成 熟型 社 会 は,

知 的 サ ー ビス に対価 が認 め られ る時 代 で あ る。 対 個 人 サ ー ビス産 業 とは 別 のサ

ー ビス産 業 分野 と して ,対 事 業所 サ ー ビス産 業 が生 成 発展 す る ことが予 測 さ れ

る。

現 在,わ が国 の事 務,管 理 部 門 の生 産性 は,ア メ リ カの約%と 推定 され てい

る。 この 問題 の 解決 策 の 一 つ と して,対 事 業 所 サ ー ビス産 業 へ の 切換 え を軸 と

した企 業 内組 織 運営 の近 代 化 が,経 営 上 の 重要 な課題 とな り始 め る。 産 業 構 造

の変 化 に柔軟 に対応 して ゆ くた め には,プ ロフ ェッシ ・ナ ル な高度 の計 画 能 力

を持 つ経 営 ス タ ップが必要 とされ る。 この 分野 で も競争 原 理 が 導入 さ れ る。
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90年 代 の企 業経 営 は,経 営 戦 略 を決 定 す る少数 の トップ ・マネ ジ メ ン ト ・

グ ル ー プ と複 数 の 対事 業 所 サ ー ビス組織 の プ ロフ ェ ッシ ・ナ ル ・サ ポ ー トか ら

な る本 部機 能 と,コ ン ピ ュー タ で制 御 され た無 人化 志 向 の 工場 お よび特 色 の あ

るサ ー ビスを提 供 す る販 売 ネ ッ トワー ク を結 合 した高 分 子 構造 の組織 を採 用 す

るこ とが,一 般 的 なパ タ ー ンとな る。 現 状 の事 務,管 理 部 門 の オペ レー シ ・ナ

ル な業 務 は,す べ て コ ン ピュー タ化 さ れ る。 大 企業 の財 務,人 事,技 術 開発,

経 済 社 会,企 業 環 境 分析 等 の ス タ ッフ部 門 に つい て も企 業 活動 方 式 の研 究 と技

術 の 開発 を行 う専 門家 と して,対 事 業 所 サ ー ビス産 業へ 変 身す るこ とが要 請 さ

れ る時 代 が来 る もの と予 想 され る。

'
A企業集団 ノ.

講 演鮮三
"陶 ・
・,パ"拒

曳騨 難ひパ}㌻
ξ蕊 ・

ξ鍵ご

譲
警1、

○ 漁

る

1ヂ㌻ デ}

);蒙

鑑三纏〆
図4-1高 分 子 構 造 の組 織 図
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4.1.4経 営者 の課 題

産 業構 造 の転換 に対 応 して,企 業 の構 造改 革 を,長 期 的 な見 直 しの 下 に着 実

に進 め て ゆ く ことは,こ れか らの経 営 者 の重 要 な課題 の一 つ とな る。 資 源,エ

ネル ギ ー,国 際 通 貨,貿 易,景 気,価 値 感,ど れ を と って も確 か な見通 しが 出

来 る もの は何 ひ とつ ない。 高度 成 長 時代 の よ うに,時 流 に乗 った 社業 の管 理 で

は す まさ れ な くな り,自 己 責任 を貫 いた 本 当 の経 営 指導 力 が試 され る時代 に入

る。

コン ピュー タ化 を軸 と した 産業 の 情報 化 は ,90年 代 の企 業 構造 改 革 を成功

させ るた め の不 可 欠 の条 件 とな る。生 き残 り,さ らに新 らしい発展 を成 し遂 げ

よ うとす る企 業 に と って,第5世 代 の コ ン ピ ュー タ技 術は.キ ャ ッチ ア ップ し

なけ れ ば な らない 重要 な戦 略 課題 とな る。 コ ン ピュ ー タの能 力 を充 分 に活 用 し

た新 ら しい経営 管理 方 式 は,計 画機 能 の思 い 切 った 集権 化 とオ ペ レー シ ・ンの

分 権化 を軸 と した もの とな ろ う。 目標 に よる管理 の 実現 の ため に,デ ー タ処 理

は 極 め て 有用 で ある。 これ に よって,価 値 感 の多様 化 時 代 に対応 し,企 業 内外

の戦 力 の最 大 限 の活 用 と,活 力 の維 持 が実 現 出来 る。 人 材 開 発,組 織 運 営 の長

期 計 画 の立 案 と実行 お よび経 営 理 念 と コ ン ピ ュー タの ア ー キテ ク チ ャの一 致 と

が,ト ップ ・マ ネ ジ メ ン トの重 要 な職務 の一 つ とな る。

4.290年 代 の 主 要 産業 の 展 望 とニ ュー フ ロンテ ィア

4.2.1低 成 長 経 済へ の 対応

わ が 国 の経済 は,第1次 オ イ ル ・シ ョック を契 機 と して,従 来 の高度 成 長 パ

ター ンか ら低 成長 パ ター ンへ と,経 済 成 長 パ ター ンを変 化 させ た。 この経 済 成

長 パ タ ー ンの 変化 は,産 業 界 に極 め て大 き な イ ンパ ク トを あた え る。

高度 成長 時 に お いて は,い つれ の産 業 にお い て も,シ ェア拡 大 と競争 力強 化

の ため に,ス ケー ル ・メ リ ッ トを追 求 し,設 備 の拡 張 を積 極 的 に実 施 して きた。

この こ とが,新 しい需要 を生 み 出 し大 量 生 産 ・販 売 を可 能 と し,経 済 成 長 の 基
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盤 を形 成 して来 た。

低 成 長 経 済 の も とでは,大 量 生 産 ・販 売は 過 当競 争 を生 み 出 すだ け であ り,

成 長 の 手 段 とは な り得 な い。 ニー ズの存 在 が唯一 つ の重要 な成 長 の た め の基 盤

とな る。 ニ ーズ が どこに 存在 す る のか,何 が求 め られ て い るの か を探 り出 して

ゆ くこ とが,重 要 な成長 の た めの要 件 とな る。

消,費者 の ニー ズが 多様 化 し,し か も感 覚 的 に な っ て くる こ とか ら,真 の 意 味

での マ ー ケ ッテ ィン グ活 動 が重要 に な って くる。 消 費者 の ニー ズ の変 化 を的 確

に把 握 し,こ れ を商 品企 画 ・開発 に 反映 させ るこ とが,全 産 業 に要 請 され る。

4.2.2技 術 革 新:シ ー ズの 変化

技 術革 新 は,産 業 社会 の 活 力 を維 持 す る重 要 な力 の源 泉 の一 つ で あ る。 第2

次 大 戦 前後 に開花 した技 術革 新 は,半 導 体,デ ィジ タル ・コ ン ピ ュー タ,原 子

力,合 成 繊 維 な ど個 別専 門 領域 の 発 明,発 見 とい う不連 続 な革 新 であ った。 こ

れ らは,新 しい 産 業 を生 み 出 し,そ して飛 躍 的 な発 展 を遂 げ る原 動 力 とな った。

こ こ10年 間 を振 り返 って み る と,個 別技 術 の革 新 は 停滞 して お り,代 って

NASAの ア ポ ロ計 画 に代 表 され る よ うに,既 存 の技 術 を集 めて 新 しい機 能 を

もった製 品 を生 み 出 す技 術,シ ス テ ム化 技 術が技 術革 新 の 中心 とな って来 てい

る。 今 後 も この傾 向はつ づ く もの と予 想 され る。

図4-2は 研 究 開発 の重 点 テ ー マの 時代 的 な変 遷 を示 す もの で あ る。

90年 代 に か け て,技 術 開発 の 中心 課 題 は超LSIを 利 用 した エ レク トロニ

ク ス と機 械 を組 合 せ,新 しい機 能 を もった製 品 を生 み 出す複 合化 技 術 に な る も

の と予 測 され る。 超LSIの 実用 化 は,コ ン ピュー タを人 間 の知 的 能 力 を増 強

す る機 器 と して発 展 させ,産 業 構 造 の変 化 に大 きな イ ンパ ク トを あた え 始 め る。

製造 工 業 に お い ては,製 品 の集 積度 の 向 上 とコ ン ピュー タの組 込 み に よる高

性 能 化 を進 展 さ せ る。 巨大 集 積度 の製 品 を生 産 する た めには,ブ ・ジ ェク トの

管理,エ ン ジニ ア リング ・デ ザ イ ン能 力 の強 化,ア セ ンブル の た めの ロジス テ

ィク ・シス テ ムの整 備等 の知 的 生 産 力 の 強化策 が必 要 とな る。
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研 究 開 発 の 重 点 の 変 遷

1990 2000

4.2.3主 要 産業 の 構造 変化 の方 向

70年 代 に お いて,わ が国 の 産業 構 造 は,研 究 開発 産 業,高 度加 工 組立 産 業

情 報 産 業等 の 発展 が著 し く,労 働 集 約型 産 業,資 源 エネ ル ギ ー多 消費 型産 業 等

は 成 長 が停 止 した。 各産 業 の 内部 で も,技 術集 約化,知 的労 働 集 約 化 が進 行 し

た。

80年 代 か ら90年 代 にか け て,こ の傾 向 は 強 ま り,知 識 集 約 化 は 多角 化 す

る こ とが予 想 され る。 知 識 集 約型 産 業 を主 導 産 業 と して発 展 さ せ る と同時 に,

個 々の産 業 内 にお い て も製 品 ・サ ー ビス の高 度 化,生 産 の シス テ ム化 等 知 識 集

約 化 を進 行 させ る必要 が あ る。 知 識 集 約化 の具 体 的 な方法 と して 考 え られ る事

項 は 次 の通 りで あ る。

・ 異 業 種 向 ,異 技 術 間 の連 携 と組合 せ に よる システ ム化

・ 品質 ,機 能,性 能 面 での独 自性 を高 め る ス ペ シ ャ リテ ィ化

・ 利 用 技 術 の高 度 化 ,機 能 向 上に よる高 付 加価 値 化,ソ フ トウエア化

企 業 活動 にお い て も,マ ーケ ッテ ィン グ,コ ンサ ル テ ィン グ,研 究 開発,エ

ン ジ ニア リング等 知的 部 門 の活 動 が強 化 され る。 そ の結 果,組 織 の運 営 形 態 も

高 分子 型 構 造 へ進 化 して行 く。
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4.2.4第5世 代 コ ン ピュ ー タへ の要 望

コン ピュー タ技 術 の進 歩 は,産 業構 造 の変 革 に大 き なイ ンパ ク トをあ たえ る。

80年 代 にお い て,コ ン ピュー タは経営 合理化 の戦 略 的 な ソ ール と して の立場

を確 立 し,企 業 経 営 体質 の改 善 に大 き な役 割 を果 す こ とが期 待 され る。 そ して

90年 代 には,産 業 社会 全 体 の構 造変 革 に大 きな イ ンパ ク トを あた え る可能 性

を もつ ものへ と発 展 す る と予 測 され る。

第5世 代 コ ン ピュ ー タの技 術 開発 は,国 家的 な タ ー ゲ ッ トに対 し,ミ ッシ ・

ン ・オ リエ ン トに推進 させ る必要 が あ る。

・ エ ネル ギ ー危機

'イ ンフ レの 昂進

・ 景 気 の 後退

等 の 社 会 的 ・経 済 的 な要 因 は,将 来 の コン ピュー タの発 展 の方 向に,大 きな影

響 を及 ぼ す もの と予想 され る。 革 新 的 な コ ン ピュ ー タは,社 会 的 な要 因 の要 請

が ない 限 り,実 用化 す る ことは困 難 で あろ う。

急 速 な半導 体技 術 の進 歩,超LSI,超 高 速集 積 回路技 術 の 開発 に より,コ

ン ピュ ー タの高性 能化,低 価格 化 が実 現 し,応 用 分野 は急 速 に多様 化 して ゆ く。

人 間 の 能 力 を増 強 す る機器 と して,第5世 代 コン ピュー タは 開 発 を進 め て行 く

必 要 が あ る。 そ の方 向の選 定 は,わ が 国 に と って,未 来 を選 択 す る こ とに もな

る重要 な問題 とな る。 国 家的 社 会 的 危 機 を打 開 す るた め に,必 要 不 可欠 の もの

と して 受入 れ 可能 な もの を 開発 して行 くこ とが必 要 で あ る。

4.3流 通 産業 の 情報 化

4.3.1流 通 産 業 の情 報化 の意 義

産業 構 造 全体 が,マ ー ケ ッ ト志 向型 に変 化 して行 か なけ れ ば な らな い とすれ

ば,市 場 の変化 は,消 費 者 と製 造 工 業 の 接点 に位 置 す る流 通 産 業 自体 の構 造 の

変化 に 直結 す る。
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市場 体 質 の変 化,つ ま り人 間 の価値 感,生 活 様 式 の変 化 は,こ れ に密着 した

流通 産 業 の変 貌 を最 初 に もた ら し,次 い で製 造 工業 の 分野 に大 きな変革 を もた

らす こ とに な る。

わ が 国 の製 品価 格 に 占る物 的 流通 費 の割 合 は,平 均 約10%と 推 定 さ れ る。

この比 率 は米 国 の平 均 約6%と 比較 す る とか な り高 い値 に な ってい る。 この流

通 パ ー フ ォー マ ンスの改 善 は,流 通 産 業 情報 化 の基 本 的課 題 で あ る。 物 的 流 通

と情報 流通 は,密 接不 可 分 の もの であ る。 経 路 の多 段 階性 は,危 険 の分 散 と返

品率 の 問題 解 決 の た め に存 在 して い る。 流 通 パ ー フ ォ ー マ ンス の悪 さ の本 質 的

な原 因 は,情 報 化 の お くれ に あ る。 情報 の精 度 を高 め,情 報 化 を推 進 す る こ と

製造業界

物
流
業
界

物 セ

流 ン

情 タ

報1

流 通 情 報

セ ン タ ー

流 通 情 報

セ ン タ ー

～金 セ

融 ン

情 夕

報1

金
融
業
界

図4-3流 通 産 業 情報 化 のパ タ ー ン
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に よ っ て,パ フ ナ ー マ ンス を 高 め る こ と は 可 能 で あ る。

4.3.2産 業 形 態 の変 化 と 新 しい 技術

第3次 産 業 は,80年 代 に おい て画期 的 な変革 を遂 げ る こ とが予 測 さ れ る。

消費 者 嗜好 の 多様化,余 暇 時 間 の増大,高 令 化 の 進行 に よって多 様 化 が進 む。

また,従 来 合 理化 ・機 械化 が お くれ て い た この分 野 に も,製 造 業 の分野 で発達

した 物 流合 理 化 の 先端技 術 が トラン ス フ ァさ れ る。 コ ン ピュ ー タ と通信 の結 合

は,製 造 ・物 流 ・金 融 ・卸 売 ・小 売 等 の 企業 間 の 情報 化 を進 展 させ,産 業 形 態

の変 革 を促進 させ る。

90年 代 に かけ て,産 業 形態 の変 革 に 最 も大 き な イ ンパ ク トをあ た え る と想

定 され る,新 しい技 術は,電 子 資金 振 替 シス テ ム(EFTS)に 関 す る もの で

あ る。 こ の技 術は,現 在 成 長 の過 程 に あ るが,成 熟 す れば 世 界 的 に大 き な変 革

が お こる こ とが予 想 され る。

米 国 では,す でに一部 の州 で実 用化 が 開始 され てい る。 ター ミナ ル が,金 融

機 関 の 構 内 を離 れ て,ス ー,パー ・マ ー ケ ッ トや シ ョ ッ ピング ・セ ン ター に進 出

してい る。 現 行 の規 則は,新 しい時 代 に対 応 出来 な くな りつつ あ り,金 融 業 界,

小 売 業 界等 の形 態 は大 きな変 革 を強制 され る。 図4-4は,こ れ か らの米 国 の

小 売業 の パ タ ーンの変 化 の予 測 であ る。 わ が国 は,社 会 的 ・制 度的 な面 で米 国

とは大 きな差 が あるが,い つ れ に して も,社 会 の成 熟化 と情報 化 の進 展 に よっ

て,従 来 の 産業 分 類 では と らえ られ ない 新 しい タイ プの流 通 業 が急 成 長 して行

くこ とが予 想 され る。 これ らは,い つ れ も消 費者 の 潜 在 ニ ーズ を的 確 に と らえ

る こ とに成 功 した企 業群 で あ り,産 業 構 造 全 体 をマ ー ケ ッ ト志 向型 に変 化 させ

てい く原 動 力 とな っ てゆ く。
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図4-4米 国 の小 売業 の パ タ ー ンの変 化 の予 測

4.4製 造 工 業 の情報 化

4.4.1わ が国 産 業 構造 の特 徴 と変 化 の方 向

今後 の産 業 構 造 の 変化 は,過 去30年 間 の 変化,つ まb重 化 学工 業 化 とい う

方 向 へ の指 向 とは根 本 的 に異 な り,マ ー ケ ッ ト主 導型 の構 造 へ の変 革 で あ る。

製 造 工業 に お いて は,多 品種 少 量生 産 の 自動 化 を可 能 とす る技 術開発 が,先

進 国型 の 社会 構 造 の 中 で企 業 を引 き続 き発 展 させ るた めの 戦 略 的 な課題 とな る。

ま た,単 体 機 械 に情報 処理 機 能 を付 加 す る こ とに よ り,新 しい高 性 能 の 製 品 を

開発 して ゆ くこ と も,非 常 に重要 な課 題 とな る。 超LSIの 実 用化 に よ り,高

度 の 機 能 を持 ち,エ ネル ギ ーの使 用効 率 を飛 躍 的 に改 善 した,各 種 の機 械 が 発

達 して ゆ くもの と予 想 さ れ る。

マ ー ケ ッテ ィン グ活動 の 充実,流 通 産 業 の 近 代 化 に関連 す る産業 構 造 の変 化

へ の柔 軟 な対 応 が,経 営 者 の重 要 な課 題 とな る。 需 要構 造 の変 化 に対 応 しえ な

一111一



L

い 企業 は衰 退 し,う ま く対 応 し得 た企 業 は成 長 発展 して ゆ く。

4.4.2CAD/CAMの 技 術 の 現況

イ ンフ レ,生 産 性 の低 滞,労 働 賃 金 の 上昇 等 に よ って,現 在世 界中 の先 進 国

で製 造工 業 の生 産性 の 向 上は,国 家 的 に も,ま た企 業経 営 的 に も重要 な問題 と

な って い る。 この よ うな背景 か ら,80年 代 も生 産 性 の 向 上 に 資本 の投 下 が必

要 とな る時代 に な る と予測 さ れて い る。 コ ン ピュ ー タの 活 用 に よ って,製 造工

業 の生 産 性 向 上 が 可能 とな る こ とが期 待 され てい る。 先 進 国 の産 業 界 では,い

わ ゆ るCAD/CAM(ComputerAidedDesign/ComputerAided

Manufacturing)が

・ 製 造能 力 の向 上

・ 生 産性 の 向上

・ コ ス トダ ウン

を実現 す るた め に,極 め て高 い潜 在的 能 力 を持 つ もの と認 識 しつ つ ある。

米国 のSME(SocietyofManufacturingEngineers)のMerchant

理 事長 のCAD/CAM技 術 に関 す る産 業 界 の認 識 に 関 す る報 告 の要 旨は 次 の

通 りであ る。

・%以 上 の人 が ,CAD/CAMを 製造 技 術 の 主要 な重要 課題 と認 め て

い るo

・%以 上の 人 が ,下 記 の 問題 の重 要 性 を認 め て い る。

・ エ ネル ギ ーの節 約

・ 材 料 節 約

・ 自動 診断 ,保 守 お よび製 造 中検査 の 自動 化

・ 鋳 鍛 造技 術 の改 善

・ 継 手工 法 の改 良

・ 混合 成型 製 造 の改 善

・%以 上 の人 が ,下 記 の事 項 を将 来 の期 待 すべ き技 術分 野 で ある と認 め
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て い るo

●

■

●

●

ロボ ッ ト技 術

グ ル ー プ ・テ クノ ロ ジ ー

CAD/CAMの デ ー タベ ー ス

産 業 界,大 学,政 府 機 関 の密 接 な協 力 関係

2000年 ・完 全数値 制御の 多種少量生産工 場(総 合生産工場=Generaligedfactory)カ ∫ 〈2025年 〉

可能に な る。

・製 造工場 にお ける日常業務(機 械加工,生 産管理.在 庫 管理.品 質管理 な ど)〈2000年 〉

の完全 自動 化の 出現。

・金 目 部品 のあ る ものは電算機に よる完全自動設計 が可 能 とな る。 〈1990年 〉

1990年' ・物理的 な生産工 程のすべてが計算 機制御にな る。 〈1990年 〉

・電 算機が 一般の 人々に(電 話,自 動車の よ うに)日 常 の道 具 として,広 く使用 〈1990年 〉

され るよ うにな る。

…
1985年1・ 産 業界の10%が 経営 費 レ'《ルに おける企画立案の 補助手段 として意 思決 定 自動<10%>

i化 シス テムの採 用を行な ってい る。

・ 「視覚」等 のパ ターン認識 を行 ない,2つ 以上の腕 を持 つ,現 在 の ロボ ッ トよ<1980>

りもは るかに高級 な実用 回ポ ッ トが 出現す る。

・受 注か ら製 品の詳細 な仕様書(製 品の図面に相 当す る もの)を 作 り上 げ るまで<1980>

の 経過時間 が現在 の↓…に短縮 され る。

図4-6CAD/CAMの 技 術 の将 来 予測

CAD/CAMの 技 術 が,国 家 的 に重 要 な課 題 で あ る こ とは,す でに欧米 の

先進 国 では認 識 さ れ て お り,い くつ か の ナ シ ・ナ ル ・プ ロジ ェク トが進 行 して

い る。

米 国 の 国防省 で は,防 衛 力強 化 策 の一 環 と して,製 造 工 業 の生 産 性 向 上の た

めの技 術 開発 を強 力 に推 進 して い る。1977年 度 に は,国 防省 の全体 の製造

技 術改 善計 画 関 連 予算 の1』3%がCAD/CAM『 に 関 す る プ ロジ ェク トに対 し

て投 資 され てい る。予 算 総 額 は17.5百 万 ドル(約44億 円)で あ る。 陸軍 の

プ ロジ ェク トは25件 で金 額 では48%,海 軍 の プ ロ ジ ェク トは9件 で金額 で

は25%,空 軍 の プ ・ジ ェク トは1件 で金額 では27%と 配分 され て い る。

空軍 のICAM(IntegratedComputerAidedManufacturing)は

米 空軍 の航空 機 製 造関連 の 自動 化 技 術 の 開発 を目標 と した もの で,1990年

ま でに 設計 ・生 産 の 自動 化 を実現 し よ うとす る構 想 の一 環 を なす プ ロ ジ ェク ト
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で あ る 。

・ 計 画 期 間1977-815年 間

・ 予 算 規 模75 .8百 万 ドル(約190億 円)

計 画 は,航 空 機 の 製 造 コ ス トの 低 減 を 目標 と し て お り

・ 設 計 所 要 時 間80%

・ 組 立 コ ス ト44%

・ 工 程45%

COsTEsnMA†ING
OPERATIONSSU…A良V

AトIDP●O」 εCT10N5

CAPACI† ∀

庄VA1UA了10N

DεTAILPA良YS

PROCESsPLAN》llNG
5CHEDUttNG WO良KtN,費OCεS5

MAKE/suy

CklTERtA
lW。 ・S了ANDA良 。sl

SUS.ASSEMStY

,1ANNtNG

FORGING

lNVEN了o負Y

MACHINETOOL

PERFORMANCE

HtSTO費Y・

SHε ε†METAt

tNVENTORY

cur「ER

INVENTORY

CON自GU良4了10N

MANAGEMENT

FlxTu費EFA8

LEADTIME

F◎RM700L

lNVENTORY

COSTAND

SCHEDU1ε

STATUS

ASSEMBLY

FIXTURE

NVENTORY

.IAPTPROGR… 刑Gl・

CUTTERSELECTto》1

SPEED

ANDFEED

ELECTtON

▲U†◎M▲1"ED

、SHOPIOAOING

flXTUREDεS}GIEi]

F◎貴MTOOt

DESIGN
MtNt.AIVT 1,,よ激 蕊G

!C,A!C,CNC,DNC

'

IN!C,A/C,.C・C.DNC N/C,A/C,CNC,DNC

MttLING鰍ACH刑 εCεN句「芭R $HEETAAETAtfORAAING ASSEMBtY

図4-7 ICAM計 画 の概 要
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の 削減 を め ざ して 開 発 が進 め られ て い る 。1990年 代 の 自動 化 工 場 実 現 の 第

1ス テ ップ と す る こ とに 位 置 づ け られ て い る。 プ ロ ジ ェク トは フ ェ ー ス ・ア プ

ロ ー チ が 採 用 さ れ

・ フ ェ ー ズ1:全 体 計 画 の 作 成

・ フ ェ ー ズ2:グ ル ー プ ・テ ク ノ ロ ジ の 導 入

・ フ ェ ー ズ3:板 金 加 工 分 野 の シ ス テ ム開 発 と評 価

シ ミ ュ

レー シ ョン

グループ

テクノ ロジー

計

図4-81CAMの 基 本 コ ンセ プ ト

の順 で開発 が進 行 中 であ る。 この計 画 は,研 究 規 模 ・予 算 の大 きさか らみ て,

航 空 機 業 界 だ け で な く,そ の他 の 製造 工 業の 分 野 に も影 響 を あたえ るCAD/

CAMの 先 端技 術 開 発 の 中心 とな る重 要 な プ ロ ジ ェク トで あ る と考 え られ る。
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業 界 の ニ ーズ に対 応 す る こと を基 本 方 針 と して開 発 が進 め られ て い る。

わ が国 と米 国 の コ ン ピュー タ活 用 方 式 の一 般 的 な比較 を す る と

・ 米 国 は ,経 営 管 理 ・事務 合 理 化 の面 で活 用 が進 ん でお り

・ わ が国 は ,製 造 工 業 の生 産 性 を向 上 させ る面 で活 用 が進 ん でい る

こ とが,特 徴 で あ る とい われ て い る。 高度 成 長 時 代,製 鉄 ・造船 ・自動 車 ・建

設等 の重化 学 工 業 は,次 々 と新 しい コン ピュー タ技 術 を工 場 の生 産 性 向 上 に活

用 し,多 大 の成 果 をあ げた こ とは,世 界的 に も十 分認 識 され て い る。

しか し,こ れ らは いず れ も民間 ベ ース で行 われ て お り,国 家 レベ ル での大 規

模 開発 は実 施 され てい ない。

4.4.3問 題 の 提起

多品種 少 量 生 産 の 自動 化 の 問題 は,第5世 代 コ ン ピュー タの技 術 を活 用す る,

も っ とも重 要 な対象 分野 の一 つ で あ る と考 え られ る。 この分 野 は,幸 い に もわ

が国 の もっと も得 意 とす る分野 で あ る。 この 問題 の解 決 のた め には,MISと

CADとCAMの 有 機 的 な結 合 が 必要 とな る。

・ 顧 客 の 製品 に対 す る要 求 仕様 の多 様 化

・ 企 業 間競 争 の 激化 に よる製 品 の短 納期 化 と低 価格 化

・ 製 品 交代 の激 化 に よる製 品 ライ フサ イ クル の短 期 化

等 の問題 解 決 のた め に は,生 産 シ ス テ ムを企 業 活動 全体 の問題 と して トータル

・システ ム と して見 直 す と と もに ,コ ン ピュ ー タに よる管 理 ・制 御 機能 を積 極

的 に導入 して 行 くこ とが不可 欠 の条 件 とな る。

す でに,自 動 車業 界 では米 国 の ビ ッグ ・ビジネ ス の ワール ド・カ ー構 想 との

関係 で,CAD/CAMが 企 業 の戦 略 的 な課 題 とな りつ つ あ る。

産 業構 造 転 換 の具 体 策 と して,望 ま しい 方 向 へ変 化 を行 う よ うに 目標 を定 め

て,長 期 的 な ビジ ・ン の下 に,着 実 な研 究 を進 め て ゆ く こ とが必 要 で あ る と考

え られ る。
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4.5技 術 開発型産業の情 報化

4.5.1エ ンジニ ア リン グ型 産業 の 発 展

80年 代 に は,流 通 ・サ ー ビス産業 の 工 業化 と製 造工 業 の分 野 の サ ー ビス化

が進 展 す る。 一 般 的 に第2次 産業 は高 度 の技 術 力 を もった人 材 を多数 か か えて

い る。 成 熟型社 会 に入 る と,研 究 開発 ・エ ン ジニ ア リング,情 報 処 理等 の 間接

部 門 は,エ ンジ ニ ア リング型 産業 と して,そ の機 能 を独 立 さ せ,物 流 ・教 育 ・

医療 等 の第3次 産 業 分 野 へ,先 端技 術 を トランス フ ァす る新 ら しい事 業 分 野 を

確 立 して ゆ くもの と思 わ れ る。 この種 の対 事業 所 サ ー ビス産 業 は,わ が 国 の産

業 構 造 の知 識集 約 化 へ の転 換 に有利 な もの と して 積 極 的 な評 価 が行 われ るべ き

で あ ろ う。

この事 業 分野 は,国 際性 を もた せ る方 向 に育 成 して ゆ くこ と が,輸 出構 造 の

転 換 の た め に も必 要 であ る。

これ ま で,わ が国 の技 術 開 発 は,海 外 の先 進技 術 を追 いか け,製 造 技 術 を開

発 す る こ とに重 点 をおい て 進 め られ て きた が,80年 代 に は この方 式 に よ って

進 め る こ とは困 難 であ る と予 想 さ れ る。

創 造的 な 自主技 術 開発型 へ と技 術開 発 の パ ター ンを転換 して ゆ く必要 が ある。

海外 の頭脳 を積 極的 に 活 用 して ゆ く姿勢 に もとつ く国 際 交 流 の活 発 化が 必要

な施 策 とな る。

国 内 面 では,石 油備 蓄,LNGプ ラン ト,海 底 石 油生 産 シス テ ム等 の資 源 エ

ネ ル ギー 関連 分野,上 下 水道,環 境保 全等,社 会 システ ム分野 等 へ の 巨大 な投

資 が期 待 され る。

海外 で も,発 展 途 上 国 の近 代化 をサ ポ ー トす る こ とが要 請 され る。 各種 の製

造 工 場 プ ラ ン ト,発 電,通 信 等 の社 会資 本 関連 プ ラ ン トの輸 出の増 加 が期待 さ

れ,こ れ らに 対応 した エ ン ジニ ア リン グ需要 の増 加 が 見込 まれ る。 エ ン ジ三 ア

リン グ型 産 業 は,対 事業 所 サ ー ビス産業 の発 展 の 軸 と して考 え る必要 が あ る。
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4.5.2コ ン ピュー ター利 用 技術 の現 況

欧 米 の エ ン ジニ ア リング企 業 は,わ が 国 の 企業 と く らべ て,経 営 基盤,技 術

開 発 力 と もに極 め て強 大 であ る。 彼 らは,コ ン ピュ ー タ技 術 を活 用 した プ ・ジ

ェク ト ・マ ネ ジ メン ト ・シス テ ム を セ ール ス ・ポ イ ン トと してお り.コ ン ピュ

ー タの高 度利 用 を実施 してい る
。

知 的 生産 性 の向 上 の面 での 』 ン ピュ ータの 有効 活 用 は,エ ン ジニ ア リング型

企 業 の 力 の源 泉 で ある。

初期 設計 の段 階 にお け る設計 業 務 は,設 計 対 象 物 に 関連 す る種 々の専 門 分野

間 の バ ラ ンス を追 求 す る計 算 と,そ の結 果 に も とつ い て概 略 の コス トを算 出 し,

将 来 性 や 外 部環 境 へ の イ ンパ ク トを予 測 す る もの が 中心 であ る。

これに 対 し,工 場 での製 品 を生 産 す るた めの詳 細 設計 に お け る業務 の 内容 は ,

設 計 対 象物 の物 理 的形 状 を表 現 す る もの が 中 心 で あ り,図 面 情報,加 工 情 報等

生 産 を実施 す るた め の情 報 を作 成 す る こ とが主 要 な業 務 とな る。

現 在,各 業 界 と も部 分 的 に機械 化 可能 な設 計 計 算 業務 は,殆 ど機械 化 が終 っ

て い る。 そ して,詳 細 設計 以 降 の 設計 業 務 で比 較 的 に 関連 性 の強 い業 務 は一 貫

シス テ ムの 開発 も相 当進 ん でい る。

初期 設計 と詳 細 設計 の業 務 の 間 に は,根 本 的 な性 格 上の違 いが あ る。 即 ち,

初 期 設計 段 階 の業務 は 次の特 性 を もって い る。

・ 設 計 プ ・セ ス に おけ る客 先 と の関連 性

・ 設 計 結果 の 評 価 基準 の 多様 性

・ 生 産技 術 の フ ィ ド・バ ックの 不 明確 性

・ コス ト要 因 の変 動 性

・ 社 会 へ の影響

このた め,現 状 の技 術 水 準 では,一 貫 シス テ ム化 す る ことが 困難 であ る。

今後 の課 題 と して は,次 の事 項 が あげ られ る。

・ レイ ア ウ ト計 画 の よ うな ,設 計 者 の 直観 的 創造 力 を強 化 す る た め の,

入 間 とコ ン ピュー タの対 話方 式 の 開発
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・ 各 業務 の 入 出力 の コ ン ピュー タ内部 にお け る トランス フ ァ

・ 設計 ・生 産 ・経 営 を総 合 化 した コ ン ピュ ー タ利 用方 式 の 確立

・ 図 面 ・仕 様書 ・各 種 文書 作 成 業 務 の 自動 化

初 期 設計 段 階 におけ る,知 的生 産性 の 向 上 を 目標 と した シス テ ム開発 プ ロジ

ェク トの 代表 と して は,NASAのIPADが あげ られ る。 この計 画 は,大 型

で複 雑 な製 品 を設 計 す る場 合,チ ーム と して の生 産性 を向 上 す る こ と,特 に 初

期 設計 段 階 の設 計 業務 の 効 率 化 を 目標 と した もの で あ る。 実験 的 な色彩 が 強 い

こ とが特 徴 であ る。
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図4-91PADの 基本 的 オ ペ レー シ ・ン方式

シス テ ムの設計 目標 を,図4-9に 示 す。400入 の技 術 者 が 共 同 して 作業

す る こ とが,開 発 の一 つ の 目標 と され て い る。

・ 開 発期 間1976～1981(6年)

・ 予 算規 模10 .0百 万 弗(約25億 円)

IPADは,ICAMと の イ ン タ フ ェー ス も検 討 さ れ てお り,完 成 後,他 の

産 業 界 へ の波 及 効果 も考 え られ て い る。

・ 自動 車 の 設計

・ 重 構造 物 の 設計

・ 米 国 の代 替 エ ネル ギ ー開発 プ 『 ジ ェク トの技 術 開発 と設 備設 計

・ 大 型 の複雑 な製 品の 設 計

等 をサ ポ ー トする こ とが,目 論 ま れ てい る。 この プ ロジ ェク トは76年 の技 術
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を ベ ース と して い るの で,技 術的 な側 面か らは パ イ ・ ッ ト ・シス テ ム と して の

役 割 を果 す もの であ り,今 後 この成 果 をベ ー ス と して,先 端 的 な技 術 の応 用 が

進 展 して ゆ くもの と予 想 され る。

1r否

図4-10MITのSDMの メ デ ィ ア ・ル ー ム

MIT(MassachusettsInstituteofTechnology)の 立 体 情 報 処 理

シ ス テ ム,SDM(SpatialDataManagement)も 最 先 端 の エ レ ク ト ロニ

ク ス を 活 用 した 注 目 す べ き プ ロ ジ ェク トで あ る。

この 計 画 は,国 防 省 の 委 託 で実 施 さ れ た も の で,大 ス ク リー ンに よ る ビデ ィ

オ ・デ ィス プ レ イ と各 種 の 人 間 と機 械 の 対 話 方 式 を 実験 した もの で あ る 。

人 間 の 感 覚 力 や 知 覚 力 に と って,自 然 な 情 報 の あ り方,デ ー タの 空 間 構 成 の

方 法 が 研 究 さ れ て い る 。 技 術 面 で は,壁 の 大 き さ の デ ィス プ レ イ ・ス ク リー ン,

マ ン マ シ ン ・シ ス テ ムの 要 と な る操 縦 席 の よ うな 椅 子,椅 子 の 両 肘 に あ る 操 縦

桿,2イ ン チ 四 方 の 触 感 的 な パ ッ ド ・10イ ン チ 四 方 の デ ー タ ・タ ブ レ ッ ト,

マ イ ロ ク フ ォ ン,2台 の モ ニ タ ・テ レ ビ,8台 の 拡 声 機 等 を も つ メ デ ィア ・ル

ー ムが 実 験 に 使 用 さ れ て い る。 入 間 の 知 的 生 産 性 向 上 の た め の い ろ い ろ な 方 式
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が研 究 され て い る。

4.5.3問 題 の 提 起

開 発 型 製 品 分 野 に お け る,知 的 生 産 性 の 向 上 を 実 現 さ せ る こ とは,産 業 構 造

変 化 の た め の80年 代 の 重 要 な課 題 で あ る。

・ プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン ト

'ComputerAidedEngineering

・LaboratoryAutomation

・ 多 形 態 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・デ ー タ ベ ース

これ らは,こ れ ま で の コ ン ピ ュ ー タ技 術 で は 開 発 で き な か っ た 新 ら しい 利 用 分

野 で あ る。

特 に,エ ン ジニ ア リン グ 企 業 で の,コ ン ピュ ー タの 利 用 に つ い て は,欧 米 の

企 業 と 相 当 な 格 差 が あ り,そ れ が そ の ま ま 企 業 格 差 と 直 結 して い る と考 え られ

るo

'
・ 仕 様 書,マ ニ ュ ア ル 作 成 に 対 す る 日本 語/英 語 の 問 題 に 対 す る ハ ン デ

ィ ・キ ャ ッ プ

・ 国 際 的 な 情 報 の 蓄 積

等 の 問 題 が あ り早 急 に キ ャ ッ チ ・ア ッ プが 必 要 な 問 題 で あ る と考 え ら れ る。

ま たCAMと の 結 合 は,80年 代 の 製 造 工 業 の 知 識 集 約 化 の 重 要 な 課 題 で あ

る。

4.6ニ ュー フ ロ ン テ ィ ア 実 現 の 課 題

4.6.1望 ましい 変化 の方 向 と 人 間 社会 の 関 連

1990年 代 社会 の シナ リオは,社 会 構 造,産 業構 造 が どの ように変化 す る

か を予測 す る とい う こと よ りは,「 われ われ は,ど の よ うな社 会 を望 むの か」

とい う21世 紀文 明 の 選択 に かか わる社 会戦 略 上の基 本 的 問題 で あ る。
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コ ン ピュ ー タ技 術は,今 日先 進 国 で よ うや く国 民 の 生 活様 式 に影 響 をあた え

始 め た段 階 に きて い る。 第5世 代 コ ン ピュ ー タ技 術 は,90年 代 の新 ら しい型

の産 業群 の基 盤 とな る役割 を担 うこ とが 可能 で あ る と予 測 され る。

社 会 的 な タ ーゲ ッ トを設 定 し,ニ ー ズ とシ ーズ を シス テ マ テ ィックに結 び つ

け る ことに よ って,新 産 業 を生 成発 展 さ せ て ゆ くこ と を計 画 しなけ れ ば な らな

しへ0

90年 代 へ 対 応 す る具 体 的 タ ー ゲ ッ トは

・ 基 礎 資 材産 業 の スペ ッシ ャ リテ ィ化

・ 加 工組 立産 業 の 電 子利 用 化 ,ソ フ トウエ ア化

・ 生 活 関連 産 業 の フ ァ ッシ ・ン化

・ エ ネル ギ ー産 業 ,代 替 エ ネル ギ ー有 効 利 用 体制 の確 立

・ 流 通 サ ー ビス産 業 の 資本装 備 を通 して の 効 率化

・ 社 会 シス テ ム産 業 一産 業化 ,シ ス テ ム化

・ 技 術先 端 産 業 一 自主 技 術 力 の 強化

等 々で あ る と想 定 され て い る。

第5世 代 の コ ン ピ ュー タの 開発 は,産 業 界 の ニ ーズ をベ ース と し,こ れ らの

タ ー グ ッ トを達 成 す る こ とを 目標 と して,ミ ッシ ・ン ・オ リエ ン トな姿 で取 り

ま とめ て ゆ く必 要 が あ る と考 え られ る。

これ ま での産 業 革 命 は,入 間 に規 格 イヒ,ル ー チ ン化 を もた らした。 新 ら しい

超LSI,マ イク ロ ・プ ロセ ンサの技 術 は,ほ とん ど無 限 に 近 い能 力 と適 応 力

を もっ てい るか ら,こ れ か らの 産業 革 命 は 先 の 産 業革 命 とは 正反対 に 個性 イヒを

進 め る こ とを可能 に す る。 入 間 を面倒 な雑 用 か ら解 放 し,生 活 の 向上 に か って

ない 恩 恵 をあ た え る可能 性 を追 求 す る必 要 が あ る。

4.6.2国 家 全 体 の 利益

今 日,世 界の 生 産技 術 の動 向 は,動 的 か つ革 新 的 な発 展 段階 に あ る。 わ れわ

れ は,現 在,生 産 技 術 の革 新,特 に コ ン ピュ ー タ採 用 に よる生 産 方 式 へ の 転換
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の初期 段階 に あ る。 今 日の世 界 は,種 々の活動 に支 え られ た複雑 な社 会 で あ る

が,生 産 活 動 は,や は り先 進 工業 諸 国 に おい て 富 を生 み 出 すた め の重要 な活 動

で あ る。 先 進工 業 諸 国 は,こ の点 を重視 し,生 産 技 術 の 向 上に 国 家的 な努 力 を

傾 け て い る。.

世 界 の工 業生 産 に関 して は,次 の三 つ の重要 な問題 点 が指 摘 さ れ てい る。

・ 国 家 の経 済 状態 と福 祉 が 主 に工 業生 産 の能 力 に依 存 して い る こ と

・ 工 業生 産 は ,先 進 工 業諸 国 に おい て,富 を生み 出 すた め の主要 な活 動

に な って い る こ と

・ 国 家が 世 界 競争 にお いて生 き残 るため に は ,そ の国 の生 産 技 術 の発展

の 質 と程 度 が重 要 な要 素 に な っ てい る こ と

高度k生 産 技 術 開発 計 画 の主 要 な部 分 は,CAD/CAMに 関 係 した もの で

ある。 先 進 工 業 諸 国は,こ の た め に多額 の研 究 資金 を計 上 し生 産性 向 上 の実現

をめ ざ して努 力 を す る計 画 に着 手 して い る。

4.6.3大 学 教 育 の変 化

CAD/CAMは,産 業 界 の あ り方 をかえ る可 能性 を もってい る。21世 紀

へ か け て,産 業 界 の教 育 に関 する要 請 は ,大 きな変化 が予 測 され る。

・ 小 学校 か ら大 学 まで創 造 力 を強化 す る方 向 へ教 育 の プ ロセ ス を検 討 し

なお す必要 が あ る

・ 学 校 の先 生 ,大 学 の教 授 にCAD/CAMの 最 新 の技 術 を修得 して も

ら う必要 が あ る

・ 新 らしい技 術 を教 え るた め の カ リキ ュ ラム ,研 究 室 を作 る必要 が ある

4.6.4今 後 の ア プ ローチ ー55年 度 作業 へ の提 案

シス テ ム型 技 術 では,明 確 な 目標 の設置 が重要 な課 題 で あ る。80年 代 は ,

これ ま での海 外 か らの導 入技 術 の応 用 改 良の 時代 か ら,先 端技 術の 自主 開 発 を

必 要 とす る時代 へ と変 わ る。
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・ 代 替 エネ ル ギ ーの 開発

・ 超LSIを 利 用 した オ ー トメ イ シ ョン技 術 の 開発

・ 巨 大 プ ・ジ ェク ト(海 洋 ,国 土,水,エ ネ ルギ ー,プ ラ ン ト)の 推 進

等 膨 大 な投 資 と リス ク を必 要 とす る技 術開 発 が 山積 して い る。 これ らの フォ ワ

ー ド ・エ ン ジニ ア リング型 の プ ロジ ェク トをサ ポ ー トす るた め の技 術 開発 は
,

第5世 代 の コ ン ピュー タの最 も重要 な 目標 と して設 定 さ れ るべ きだ と考 え られ

るo

産 業構 造 の 面 か らみ て も,重 化 学 工 業型 か ら,知 識 集 約 型 へ の変 化 と,国 際

水 平 分業 体制 へ の移 行 ロ,国 家 的 に も重要 な課 題 で あ る。 現 在 エ ン ジニ ア リン

グ型 産業 の 生 産性 は,米 国 の%程 度 であ ると され て い る。

知 的生 産性 の 向 上は,わ が国 の重要 な国 家 的 課題 であ る。 主要 産 業 分 野別 に,

知 的 生産 性 向 上 の ケ ース ・ス タデ ィを行 い,新 シス テ ムの 目標 の設 定 とその 価

値 の 研究 を実施 すべ き であ る。 これ は政 策 プ ログ ラ ム策 定 の た めの基 本的 な デ

ー タ とな る
。

内外 の技 術 の詳 細 な分 析 も,あ わ せ て実施 す べ き である と考 え られ る。 前述

の米 国 の プ ・ ジ ェク トだ け で な く,ヨ ー ・ ッパ諸 国 で も,CAMに 関 す る研 究

は さか ん であ る。 これ らは主 と して,大 学 と政 府 ・企 業 関連 機 関 で行 わ れて い

るo

英 国 では,イ ギ リス科 学研 究財 団 か らの研 究 資 金援 助 で,Salford大 学 の

Chisholm教 授 グル ー プに よ り,生 産工 場 に おけ る グル ープ ・テク ノ ・ ジの

応 用 に関 す る プ ロジ ェク トが 実施 され てい る。 特 に板金 工場 ヘ グル ー プ ・テ ク

ノ ・ ジを応 用 す る こと がtoか れ て お り,CAMと の 関連 が研 究 され始 めて い る。

西 ドイ ツでは,多 くの 工 科大 学 に おい て,政 府 か らの 資金 援 助 に よるCAMの

研 究 が行 われ てい る。Aachen工 科 大 学 のEversheim教 授,Stuttgart大

学 のWarneche教 授,Berlin大 学(∂Spur教 授 が 有名 で あ る。

ヨー ロ ッパ諸 国 の なか で,特 にCAMの 研 究 開 発 で注 目され るのは,ノ ル ウ

ェ ー であ る。Norway工 科大 学 のBjφke教 授 の 研究 グル ー プが政 府 の積 極的
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援 助 の下 に活 躍 して い る。 ノ ル ウェー は,も と も と漁 業 お よび農 業 の 国 であ っ

た が,最 近工 業 化へ の 第1歩 と して,い わゆ る工 場 セル方 式 を取 り入 れ,グ ル

ー プ ・テ ク ノ ロ ジの概 念 に基 い た数 多 くの部 品生 産 セル工 場 を農漁 村 に分 散 設

立 し,国 全 体 の工 場 セ ル ・シス テ ムを形 成 しよ う との計 画 が なされ て い る。

新 ら しい開 発 に当 って は,内 外 の技 術 の詳 細 な分 析 が必 要 と考 え られ る。

4.6.5長 期 計 画 の フ レー ム.ワ ー クの設 定

第5世 代 コン ピュー タの ブ ・ジ ェク トは

・1990年 代 の産 業 の活 力 の維 持

・ 日本 の 国家 的 なニ ーズ ・オ リエ ン トの考 えの もとに トップ ・ダ ウ ンで

進 路 を きめ る

・ 日本 の 強 さ の利 用

・21世 紀 へ の新 産 業 の 育 成

・ 国家 的 水平 分 業,IBMと の共 存

・ ナ シ ・ナ ル ・プ ・ジ ェク トと して ,現 行 の 規制 の解 消

等 の条 件 を考慮 し,国 家的 な見地 か らの 目標 を明 確 化 し,そ の実 現 の た めに必

要 とされ る長 期 的 な フ レー ム ・ワーク を設 定 すべ き で あ る。

開 発型 製 品分 野 に おけ る,知 的 生産 性 の向 上実 現 を 目標 と し,産 業 界 の ニ ー

ズ ・オ リエ ン トな開発 を実施 す る ことは,重 要 な国 家 的課 題 で あ ると考 え られ

るo

超LSIの 技 術 は,石 油 の発 見 とそ の活 用 に匹 敵 す る変 化 を,ビ ジネス社会

に もた らす もの と予 想 され る。 石 油 か ら生 み 出 さ れ る力 は,単 に機 械 的 な力 を

増 強 す るのみ で あ ったが,超LSIの パ ワーは,入 間 の知 的能 力 の増強 を可能

と し,入 間 の生 産性 を高 め,新 ら しい もの を創造 しジ無 駄 な エネル ギ ー を節 約

して ゆ くこ とを実 現 しうる。 未 来 は,予 測 では な く選 択 の 問題 とな る可能 性 が

あ る。
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第5章 オフィス ・オー トメーシ ョンに おけ る

第5世 代 コ ン ピ ュ ー タの 役 割





第5章 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に2,.け る第5世 代

コ ン ピュ ー タ の 役 割

5.1は じめ に

5.1.1オ フ ィ ス.オ ー トメ ー シ ョ ン の 意 義

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に つ い て は,人 に よ っ て 「 オ フ ィス ・イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム ズ(OIS)」 と か 「 フ ユ 』 チ ュ ア ・オ フ ィ ス ・シ ス テ

ム(FOS)」,あ る い は 「 イ ン テ リジ ェ ン ト ・オ フ ィス ・シ ス テ ム 」,「 オ

ー トメ イ テ ッ ド ・オ フ ィ ス 」
,「 エ レ ク トロ ニ ッ ク ・オ フ ィ ス 」,「 ペ ー パ ー

レ ス ・オ フ ィス 」,「 ドキ ュ メ ン トレ ス ・オ フ ィ ス 」,「 ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョン ・シ ス テ ム ズ 」,「 オ フ ィ ス レ ス ・オ フ ィス 」な ど な ど,そ の 目的

とす る と こ ろ の ア ク セ ン トを ど こ に お くか に よ っ て,さ ま ざ ま の 呼 び 方 が な さ

れ て い る。

しか し,こ こ で は 言 葉 の 定 義 を討 論 す る こ とが 目的 で は な い の で,中 で も最

も よ く核 心 を つ い て い る と思 わ れ る マ サ チ=一 一ーセ ッ ツ工 科 大 学 の ミ カ エ ル ・D

・ ジ ス マ ン教 授 の 定 義 に した が っ て
,以 下 の 論 を 進 め る こ とに して み た い 。 す

な わ ち,教 授 に よれ ば,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン は,「 従 来 の デ ー タ処 理

技 術 で は 扱 い に くか っ た 非 常 に 大 量 か つ 構 造 が 不 明 確 な 業 務 に 対 し,コ ン ピ ュ

ー タ技 術
,通 信 技 術,シ ス テ ム ズ ・サ イ エ ン ス お よび 行 動 科 学 を適 用 す る こ と

を 意 味 す る 」の で あ る。

5.1.2オ フ ィ ス.オ ー トメ ー シ ョ ン の 目 的

で は 次 に,オ フ ィス ・オ ー トメ 』 シ ョ ン の 目的 を 考 え て み よ う。

SRIイ ン タ ナ シ ョナ ル 社 は,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの ね ら い を次 の

3点 に集 約 して い る。
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① 情 報 の 蓄 積,組 織 化,伝 達 を効果 的 に行 な う。

② 情 報 の入 力,検 索の た めの,人 間 と知識 ベ ー ス との イン タ フ ェー ス を よ

り効果 的 にす る。

③ 情 報 の 処理 お よび 組織 化 に ついて の 入 間 の知 的能 力 を伸 ばす。

す な わ ち,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの ね らいは,人 間 の知 的 能 力 を伸 ば

す こ とに よっ てジ オ ジ ィス の生 産 性 を あげ よ うと して い る ところ に特色 が あ る。

そ の 意味 では,ま さ に 「人 間 を人 間 ら し く,人 間 ら しい仕 事 に専 念 させ るた め

に 」オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンが あ るの だ とい って も よか ろ う。

5.2オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 背 景

で は,最 近 に な って と くに オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンが 注 目を浴び る よ う

に な って きた背 景 は,ど の よ うな点 に あ るの で あ ろ うか。

端 的 にい え ぱ,次 の5点 の ニ ーズ とボ トル ネ ックの顕 在 化 に あ る とい うこ と

が で き る。

5.2.1オ フ ィス.コ ス トの 増 大

わが 国 では,図5-1の よ うに,全 労 働 人 口の41.9%,販 売 を含 め る と企業

人 口の半数 以上,販 売 を除 い て も4分 の1強 が オ フ ィス人 口で 占 め られ てお り,

しか もそ の 割合 は年 々増加 傾 向 を示 して い る。 一 方,人 件 費 の高 騰 もい ち じる

し く,日 本 の電 機 産業 平 均 で過 去10年 間 に 売上 高 当 た りの製 造 人 件費 が20%

の上 昇 に抑 え られて い るの に対 して,売 上 高 当 た りの オ フ ィス の人 件 費 は60%

もの上 昇 を示 してい る。

ア メ リカで も事 情 は 同様 で あ り,全 労 働 人 口の 半 分 が オ フ ィス人 口で あ るが

(図5-1).SRIイ ン タナ シ ョナ ル社 の調 査 に よる と,1968年 か ら1978

年 の10年 間 に製 造業 の生 産 性 は90%増 加 した の に対 して,オ フ ィスの 生産 性

は,わ ず か4%の 増 加 に と どま って い る(図5-2)。 その 結果,か つ て は専
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図5-1オ フ ィス 人 口 の 内 訳 比 率

(松 下重恩:「 わが国におけ るオフィス ・オー トメーシ ・ンの現状 と可能性 」より)
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(SRIイ ン タナシ ョナル資料 より)

縫
oftice

by1988

Fortun・



務 関 係 の コ ス トが 会 社 全 体 の コ ス トの20～30%で あ っ た もの が,今 や40～

50%に も増 加 して い るの が 現 状 で あ る。

ま た 過 去10年 間 の コ ス トを 比 較 して み る と,図5-3の よ うに,労 働 者 の

コ ス トが80%の 増 加 を 示 して い る の に 対 して,ペ ー パ ー ワ ー ク の 量 は120%

増,ま た ペ ー パ ー ・イ ン フ ォ メ ー シ ョン の コ ス ト も200%増 を 示 す に い た って

い る。LABORANDINFORMATIONCOSTINCREASES

200%

everatltaborpaperworkpaperinfOrmation

CO$tsvolumecost.

1968・78

「オフィス・コストが全企業 コストの20～30%で あ ったのが,現 在では40～50%に なっている」

図5-3過 去10年 間 の 労 働 に お け る情 報 コ ス ト比 較

(SRIイ ン タナシ ョナル資料 より)

一 方 わ が 国 の第3次 産 業 の就 業 率 は ,全 就業 員 数の50%以 上 を 占め る にい

た ってい るが,今 後 共 その 比率 は ます ます 増 加 の一 途 をた どる こ とが予 想 さ れ

る。

これ らの 人 口の オ フ ィスの 仕事 を分類 してみ る と,図5-4の よ うに,コ ミ

ュニ ケー シ ョンに約50%,文 書 処理 に約30%の 時 間が 費 され て いる もの と推 定

され る。 これか らは,こ れ らの オ フ ィス ・ワ ーク の 中か らオ ー トメ化 して,省

力化 と生産 性 の向上 を はか ってい くこ とが 望 まれ る。 い わ ゆ る事 務 コス トの 削
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一
オ フ ィ ス の 仕 事 米 国 の デ ー タ(Strassmann,Purchase&Glover)

■〈
績む 一 会虚

鐵.。.眺 雛 蹴 ・
対話%

対語
45% 電話5%27%

■務

図5-4オ フ ィ ス 業 務 の 内 訳 比 率

(松 下重患:「 わが国におけ るオフィス ・オー トメーシ ・ンの現状 と可能性 」より)

減 に よる 「第3の 利潤 」の 追 求 で あ り,最 近 は本 田技 研 や旭 化成,富 士写 真 フ

イル ム な どの よ うな メー カーだ けで な く,富 士 銀 行,三 和 銀 行,住 友 銀行 な ど

の 金融 業 にお い て も,オ フ ィス に おけ るQC運 動 が 盛 ん に な って い るの も,こ

こに 原因 が あ る。

そ の意 味 で,ド ラ ッカーの 次 の言 葉 は,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの重 要

性 に 関す る深 い示唆 を含 ん で い る。 「教 育 を 受け た経 営者,技 術 者,会 計 監 査

の専 門 家,企 画 要 員な どは 先 進 諸国 の大 きな 資源 で あ る。 と くに 日本 の場 合,

肉体 労 働者 の生 産 性 はか な り上 が って きて い る の で,今 後の 関心 は知 識労 働 者

の生 産 性 を上げ る こ とに あ る。 た とえ ば,知 識 労 働 者 が10時 迄 仕 事 に就 いて

も,そ の うち何 時 間 が生 産 的 に使 われ たか とい うと,そ の時 間 は非 常 に少 な い

の で は なか ろ うか。 そ れ に もか か わ らず,彼 らは いつ も忙 しい。
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米国 や西 独 の場 合,セ ー ル ス マ ンは 販 売の た め 雇 うの だ が,そ の セ ー ルス マ

ンの時 間の80%を さ かせ て,だ れ も読 ま ない報 告 書 を書 かせ て い る。病 人 の世

話 をす る ため に 雇 う看 護婦 の 場 合 も同様 で あ る。 経 営者 は部 下 を トレー ニ ング

し,企 画 す る た め に報 酬 を受 け て い るの だが,そ の 時 間 の80%は 何 も決 まらな

い会 議 でつぶ され る。100年 前 には 肉体労 働 者 も同 じ状 態 で あ った。

日本 に とっ ての 資源 は ま さ に高 度 な教 育 を 受け た人 な の だか ら,そ の生 産 性

を上 げ な け れ ば,厳 し くな る競争 に打 ち 勝 って いけ ない 」(日 本経 済新 聞52

年10月29日)。

5.2.2既 往EDPシ ステ ムの 限 界 .

第2の 背景 は,既 往EDPシ ス テ ムが,計 数 情 報 を中心 とす るい わば定 量 的

な情 報 処理 が 中心 で あ っ た こ とか ら くる限 界 で あ る。 実 際の オ フ ィ ス ・ワー ク

は,図5-4に も見 られ る通 り,数 多 くの文 書 ・文章 処 理,画 像 情 報 や 音声 情

報 の処 理 か ら成 り立 って い る。 そ の 中の デ ジ タル情報 部 分 のみ の処 理 を して も,

ぼ う大 な オ フ ィス ・ワー クの一 部 分 の処理 に しか な らな い わけ で あ る。

さ らに,既 往 のEDPシ ステ ムに あ って は,イ ンプ ッ ト能 力 が大 き く,時 間

的 に もコ ス ト的 に も大 きな負 担 をま ぬが れ なか った。 今 後 音 声 や イ メー ジな ど

の ア ナ ログ情 報 の イン プ ッ トが望 まれ て い る原因 で もあ る とい って よい。

ま た従 来 のEDPシ ス テ ムは,集 中処 理 シス テ ムが 中心 で あ った こ とか ら,

ど う して もコ ン ピュー タ化 は 全 社 的 ニ ー ズが優 先 し,末 端 の現 場 の ニ ー ズの操

り上 げ は 遅 れ が ちで あ っ た。 ま た,巨 大 な集 中処 理 シス テ ムは プ ログ ラムの複

雑 化 を招 き,そ の こ とは 必然 的 に シス テ ムの フ レク シビ リテ ィの欠 如 を もた ら

す こ とに もな りかね な か った。 投 資面 で も巨大 な システ ム は また 巨大 な バ ック

ア ッ プ ・シス テ ムを必要 とす る とい う側面 を持 ってい る。 これ らの諸 要 因 が,

既 往 のEDPシ ス テ ムの限 界 を超 え た新 しい オ フ ィスの ツー ル を要 求 してい る

の で ある。
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5.2.3ド キュ メ ン トの氾 濫

わが 国 企 業 の 活動 規模 の拡 大 と多様 化 に と もない,各 種 原始 取 引 証 愚類 は も

ちろん の こ と,コ ン ピュ ー ター ・ア ウ トプ ソ ト,社 内通 達,稟 議 書,事 務 手 続

票,マ ニ ュア ル,コ ピー類 が 急 増 しつ つ あ る。

と くに コ ピー類 の 増 加 は い ち じる し く,マ ック ・ル 一八 ンは 「グ ーテ ンベ ル

クの時 代 に はす べ て の 人が 読 者 で あ ったが,ゼ ロ ソクス の 時代 には だれ で もが

出版 者 で あ る 」と皮 肉 ってい る。 そ の結 果,デ ー タク エス ト社 の 調査 に よると,

米 国 の複 写 枚 数 は1978年 に8270億 枚 で あ っ た もの が,年 率7.7%の 勢いで

伸 び て い る た め,1983年 に は1兆1920億 枚 に達 す る見 込 み で あ る とい う。

わ が 国 で も,山 下 貞磨 氏 の調 査 に よれ ば,一 部 企 業 の オ フ ィス 内保 管 文書 資

料 類 は,年 々10～15%も 増加 してお り,過 去5～6年 間 でお よそ2倍 に も達

し,文 書 保 管 什器 の 占め るス ペ 』 ス も,オ フ ィス有 効 ス ペ ース の20～30%に

も達 しつ つ あ る(図5-5)。 ま た,事 務 部 門 にお け る女 子事 務 員の就 業 時 間

の15%は,文 書 の整 理 保 管 作業 に要 す る時 間 とな って い る。 そ の結 果,第6

通 路そ の他

37%

事務 机スペース

27%

図5-5あ る金 融機 関 の事 務 部 門 にお け る事 務所 ス ペ ース利 用比 率

(山 下貞磨:「 経営効率化のための新 しい文書管理につてい 」より)
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図 の ように,文 書 をめ ぐる数 々の 問題 点 が ク ローズ ア ップさ れ る よ うに な って

きて い る。

男性680名)社員数1
,200名( 女性520名

(1)掌篇 ㌫ 繋 ㌘ も必要なときに[=三=[=====コ

(・)担当者で・ぽ 類の所醐 らない[===三===[=コ

(3)鷲の有鵬 料がほとんど活用されてい[===三=]=コ

(4鷹 難 ま胤 ないも鵬 務所[一=コ

⑤麟 』㌫ たりする場合にその判断[==三 コ==コ

(・)書纏 屹 ・の時間が馴 すぎ・[三[=コ====コ

(7)事務 所スペ ースが狭 く,取 急いで仕事がで

きない

(8)新 しい文書管理システムの確立が必要 である

一
92% 1

図5-6あ る企業 に おけ る文書 管理 に 関す るア ンケ ー ト調 査 結果

(山 下貞磨:「 経営効率化のための新 しい文書管理について」より)

さ らに問 題 な のは,こ れ らの文書 の大 半が1年 も経 て ば要 らな くな って しま

う資料 だ とい うこ とで あ る(図5-7)。 ある調 査 会社 の デ ー タに よる と,わ が

国 の 企業 で発 生 す る ビ ジネス マ ン1人 当 た りの 書 類 の平 均 発生 量 は,1ヵ 月 約

2000枚(A4版)と い われ る.し か も,そ の うちの 約55%が 保存 の必 要 の

な い資 料 で,残 りの約45%が 保 存 性 の書類 だ とい う(プ レ ジデ ン ト53年3月

号)。 ア メ リカで も,パ ー チ ェス な どは,蓄 積 フ ァイル の35%は 永 久 に検 索

さ れず,90%は 参 照 され ない ま まに棄 て られ る,と い っ てい る くらい で あ る。
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直接センターへ出向く(大 量閲覧の場合)

図5-7文 書 の年 齢 と利 用 度

(山 下貞磨:「 経営効率化のための新 しい文書管理 」より)

・こ うや って み て くる と ,こ れ らの書 類 の 作 成 ・整 理 ・保 管 ・検 索 な どにい か

に 多 くの時 間 と体 力が か け られ てい るか,ま た そ の用 紙 代,保 管 ス ペ ース代 な

どが い か にぽ う大 な もの にな るか が 想像 で き よ う。 こ とに用 紙代 や ス ペ ース代

は,省 資源 とい う観 点 か らも早 急 に解 決 を要 す る問題 で もあ る。

5.2.4オ フ ィス.ワ ー クの複 雑 化 と 労働 力の短 期 戦 力化 へ の要 請

企業 活 動 の 多様 化 と高 度化,国 際化 な どに と もな って,オ フ ィス ・ワーク も

ひ と頃 とは 比 べ もの にな らな いほ ど複雑 化 しつ つ あるが,こ の 傾向 は今 後 共一

層 加 速 してい くこ とが 予 想 され る。
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一 方 ,各 企 業 共人 件 費 の節 約 には一 段 と注 力 しつ つ あ り,そ の結 果今迄 の よ

うに常時 教 育 の ため の 予備 人 員 を 見込 ん でお くな ど とい うこ とが 非 常 に難 しく

な りつつ あ る。 い いか え れ ば,新 入 社 員や未 熟練 の従 業 員 といえ ど も即戦 力化

が 望 まれ てい る。

一 方で オ フ ィス ・ワー クの 複雑 化
,他 方 で 従業 員の 一 日 も早 い戦 力化 とい う

二 つ の フ ァク タ ーを同 時 的 に満 足 させ,オ フ ィスの 生産 性 を高 めて い くた め に

は,オ フ ィス の オ ー トメー シ ョン化 を従 来以 上 に進 め て い く以 外 に 方法 は ない

の で あ る。

5.2.5各 種 単 純機 器 の 混 在

オ フ ィス の機 械 化 に お け る従 来 の や り方 は,コ ピー機 械,フ ァクシミリ,OCR,

OMR,マ イ ク ロ機器,ミ ニ ・コン ビ=一 夕な どと,個 別 の 機 械 を 目的別 に必

要 に応 じて そ の つ ど設 置す る とい う形 で進 め られ て きた。 そ の 結 果,投 資の 増

大,ス ペ ース の増 加,各 種機 器 間 の総 合性 の欠 如,管 理 の 多様 化 な ど,い ろい

ろの 問 題 を生ず るにい た って い る。

か りに,こ れ らの 機 械 が複 合 化 され,イ ンテ リジ ェ ンス を持 った汎 用 の機械

に レベル ・ア ップ して い くとす れ ば,よ り小 型 化 ・少 電 力消 費型 の機械 にす る

こ と も可 能 で あ り,オ ペ レー シ ョンの一 元化,ス ペ ース の節 約 な ど省 資源 の 観

点 か ら もプ ラスが 大 きい といえ よ う。 現 実 に も,そ の よ うな試 み が あ ち こち で

行 なわ れ る よ うに な って きて い る。

5.3オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 対 象

以 上 の よ うに,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの ニ ーズ は,今 後 ます ます 高 ま

ってい く もの と思 われ るが,そ の対 象に つ い ては 企業 活動 の全 般 に わた る こ と

は も ちろ ん,官 公 庁 ・病 院 ・学 校 等 にい た る まで 広 い 範 囲 にわ た っての適 用 が

考 え られ る。 図5-7は,IEEEス ペク トラム にお い て発 表 され たオ フ ィス
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図5-7オ フ ィス の 中 の オー トメーシ ョン化 対 象 業 務 例

(IEEEス ペ ク トラム資料 より)

に おけ る書式 化 可 能業 務 とオ ー トメ ー シ ョン化可 能 業 務 の一 覧 表 で あ る。

今 後 の課題 と して は,コ ン ピ ュー タ ー化 に よって省 力化 の進 ん だ単 純事 務 作

業 の オ ー1メ ー シ ョン化 よ りも,図5-8の よ うに人 件 費 の3分 の2以 上 を 占

め る専 門 職 お よび 管理 者 層 の 仕 事 に どれ だけ ア プ ロー チで き るか にか か っ てい

る とい って も よい。

最 近 の経 営科 学(マ ネ ジ メン ト ・サ イ エ ンス)技 法 やDSS(デ ン ジ ョン ・

サ ポ ー ト ・シス テ ム)の 発 達 に よっ て,経 営意 思 決 定 支 援 シス テ ムの レベ ル ・

ア ップは格 段 の進 歩 を見 せ て い るが,そ れ で もなお未 開拓 の分 野 は無 限 に あ る

とい って も よい。 トップ ・マ ネ ジ メ ン トの意 見 決 定 支 援 シス テ ムの展 開 には ま

だ まだ 時間 を要 す る と思 わ れ るが,専 門職 ・管 理 職 レベ ルの 活 動 を助 け るた め

の環 境 づ く りとい う観 点 か らは,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン に期 待 され る分

野 は大 い に残 され て い る とい って も よか ろ う。
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図5-8ホ ワ イ ト ・カ ラ ー の 労 働 力 コ ス ト

(SRIイ ンタナシ ョナル資料 より)

5.4ニ ー ズの 顕 在 化 と シー ズ(技 術)の 発展

お よそ 技術 の発 展 には,技 術 自身が 次か ら次 へ と新 しい 自己発 展 を とげ て い

く側面 と,ニ ーズが 新 しい技 術 の 開発 を呼 び 起 こ して い く側 面 とが ある。 い わ

ば ニー ズ とシ ーズの イ ン タ ラク シ ョン(相 互 作 用)で あ る。

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに関 連 す る技 術 と して は,次 の3つ のABCが

あげ られ よ う。

①AdvancedComputerSystem

コ ン ピュー タ ー関連 諸 技 術 の発展

技 術 革新 の第 一 は,何 とい って もコ ン ビュタ関連 諸 技 術 の急 速 な発 展 で

あ る。 よ く過 去20年 間 にCPUは 大 きさで 一1000分 の1以 下,コ ス トは

100分 の1以 下,そ して能 力 は1500倍 以 上 に な った とい わ れ るが,一

方 で人 件 費 の伸 び は少 な く見積 って も年 間6%程 度 は コ ンス タ ン トに上 昇
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を続 け る と思 わ れ るの で,コ ン ピュ ー タ技 術 を使 って の 省 力 化効 果 は今 後

ます ます 期 待 で きる もの とい って も よい。 図5-9と 図5-10は,ア メ

リカの ア ーサ ー ・D・ リ トル社 お よびSRIイ ン タナ シ ョナル社 が 発表 し

た コ ン ピュー タ関連 コス トの予 測 図 で ある。

PeOPleUp6tto∫Vt

、__

、 Co`叩uterLooic

Oown2「J';;ノVr

Coml"ttor「Sk'metV

図5-9今 後10年 間 に お け る 人 件 費 と

コ ン ピ ュ ー タ 関 係 コス トの 変 化

(A・D・Little社F・Withi㎎ton資 料 より)

②BusinessMachines

事 務 機械 の 多様 化

第二 は,後 述 す る よ うな(5.5.7)各 種 事 務 機 械 の 多様 化 とコス ト ・ダ

ウ ンで あ る。 オ フ ィス の ニ ーズは,そ れ ぞ れ の 目的 別 に数 多 くの事 務 機械

を生 み 出 して きた。PPC複 写機,フ ァク シ ミ リ,マ イク ロ機器,OCR,

多 機 能電 話機,シ ュ レ ッダ ーな どの機 械 が そ れ で あ る。 これ らの機 械 は,

コ ン ピュー タ産 業種 の 巨額 の投 資 を必 要 と しな い だけ に,新 規 参入 もや り

易 く,そ れ だけ に今 後 ます ます 百花 練 乱 の 感 を呈 し よ う。

③Co㎜unicationSystem

情報 伝 達 技術 の発達

三 番 目は 通信 技 術 の 発達 で あ る。 これ か らは,従 来 に もま して 共 通線 信

号 路 や網 機 能 の発達,DDXや パ ケ ッ ト交換 に 見 られ る よ うなデ ジ タル通

信 の 発達,さ らには 現 状 で は まだ 経済 性 の 面 で普 及 の 遅 れ て い る 「画像 通
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図5-10情 報 処 理 関 係 コ ス トの 推 移

(SRIイ ンタナシ ョナル資料 より)

信 技 術 の普 及 な どが 大 い に期 待 され る ところ で あ る。

と くに.こ れ か らは 通信 衛星 技 術 の展 開 が と くに注 目され よ う。 現 在 国

際 間 の デ ー タ過 信 シス テ ム には すで に イ ンテ ルサ ッ ト通 信衛 星 が使 われ て

広 く実用 に供 され て い る こ とは 周知 の通 りで あ るが,近 い将 来 には国 内 の

通 固 定衛 星 通 信 ンス テ ム も実現 し よ う。 通 信 衛星 には,広 帯 域 の伝 送 特 性

を持 つ,1衛 星 で広 大 な地 域 を カバ ー しうる うえ に,多 中継 に よる伝 送 品

質 の劣 化 が ない,多 数 局 間 の マ ルチ プル ・ア ク セスが 可能,災 害 に よる影

響 が 少 な い画 像通 信 の よ うに大 量 の デ ー タ伝 送 に適 す る,な ど数 多 くの特

色 が あ り,き わ め て広 い適 用業 務 を持 って い る。 技 術 的 に もTDMA(Time

DivisionMultipleAccess時 分割 多 元接 続)方 式や,DAMA(Dfffiitralized

AutomaticMessageAccounting)方 式,SSRA方 式(SpreadSpectrum

RandomAccessス ペ ク トラム拡 散通 信 方 式)な どの 開発 に よって,い
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ず れ もそ う遠 くな い将 来 に わ が 国 で も実 用化 が 見込 まれ て い る。

と くに,コ ン ピュー タ と通信 技 術 の 結合 は,今 後 ます ますそ の 重要 性 を

増 す と と もに多彩 な展 開 が 予想 され る分野 で あ ろ う(図5-11参 照)

図5-11コ ン ピ ュ ー タ と通 信 技 術 の 動 向

(日 本電気資料 より)

5.5オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 今 後 の 展 開

次 に,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン の 今 後 の 展 開 に つ い て 考 え て み る こ と に

し よ う。 以 下 に,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン技 術 の う ち代 表 的 な シ ス テ ム に

つ い て,10の パ タ ー ン に 例 示 して み る こ と と した 。
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5.5.1イ メー ジ処 理 技術 の 普及

(1)イ メ ー ジ処理 技 術の レベ ル ア ップ

前 述 した通 り,従 来 の コ ン ビ ュタ ・シス テ ムが必 ず しも効果 的 に処 理 し

え な か っ た最 大 の 分野 に,イ メ ー ジ処理 技 術 が あ る。

具 体 的 には,各 種文 書 類,マ ニ ュア ル,設 計 図,印 監,サ イ ン,地 図,

動 ・不 動 産 明細 等 の 処理 技 術 な どが あ る。 と ころが,こ れ か らは 高速 ・高

性能 の イ メー ジ ・プ ロセ ッサ や 大量 の 画像 情 報 通信 を可 能 にす る通信 衛 星

技術 の発 達 に よっ て,こ れ らの イ メー ジ情報 処 理 が 急速 に進歩 ・普 及 す る

こ とが 予 想 され る。 人 に よって は,こ れ か らの社 会 を 「イ メー ジ ・エ レク

トロニ クス社会 」と呼 ぶ 人 もあ る く らい で あ る。

② 定量 情 報 と定 性情 報 の 一体 化(ハ イブ リッ ド ・ユ ー ス)

第 二 は,こ れ らの イ メー ジ ・エ レク トロニ クス技 術 と,従 来 か らのEDP

シス テ ム との ハ イ ブ リッ ド ・ユ ー ス で あろ う。

例 え ば,図5-12に 見 られ る よ うな数 値 情 報処 理 と画像 情 報処 理 の一

体 化が あ る。具 体 的 に は,ク レ ジ ッ ト ・カー ドにおけ るユ ーザ ーの サ イ ン

ず み伝 票 と当座 予 金 勘定 照合 表 の 一体 化,あ るいは 署 名 ・捺 印ず み の 小切

手 と当座 勘 定 照合 表 の 同 時 プ リン トに よる証 愚能 力 の ア ップ,あ らか じめ

中央 の コ ン ピュ ー タの外 部記 憶 装 置 にた くわ え られ た 印鑑 や サ イン の イ メ

ー ジを
,役 所 や銀 行の 窓 口の端 末機 か ら,住 民 番号 や 取 引 口座番 号 を イ ン

プ ッ トす る こ とに よって 直 ちに照 合 す る シス テ ム,そ の 他,デ ジ タル化 さ

れ た インデ ックス 利用 に よる各 種 画 像情 報 検 索の ス ピー ドア ップな どが そ

の応 用 例 と して あげ られ る,,

5.5.2音 声 入.出 力 シ ステ ム の実 用化

音 声 に よる ア ウ トプ ッ トに つ い ては,す で にかな り前 か ら実用 化 の段 階 に入

って い る。 例 えば,国 鉄 新 幹線 切符 の プ ソシ ュフ ォ ンに よる座 席 予 約,富 士 銀

行 が 開発 した 音声 に よ る預 金 残 高 照合 や 振込 通 知 シス テ ム な どがそ れ で あ る。
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と ころが,音 声 認識 ない し入 力装 置 に つい て は,現 状 まだ 特定 者 か 特 定単 語

の認 識 が 中心 で あ り,不 特 定 多数 の 自然言 語 の認 識 ・入 力 に い た って は ま さ に

これか らの 課題 で あ る。 も し音 声 認識 技 術 が きわ め て信 頼 性 の高 い レベ ル に ま

で グ レー ドア ップ した とす れ ば,個 人の ア イデ ンテ ィフ ィケー シ ョン,デ ー タ

の 入 ・出 力,検 索 の ス ピー ド ・ア ップや コス ト ・ダ ウンに大 き く貢 献 す る こ と

にな ろ う。 そ の 意味 では,イ メー ジ ・プ ロセ シ ング,日 本 語 情 報処 理 技 術 と並

ん でパ これ か らの オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンにお い て最 も期 待 され て い る技

術 の一 つ とい って も よい。

5.5.3日 本語 情 報 処理 の展 開

(1)漢 字 情 報 処 理

表 音文 字 を主体 とす る欧米 諸 国 に比べ て,わ が国 の よ うに表 意 文字 を主

体 とす る国 にお い ては,デ ー タ処 理 面 に おい て い ち じる しい ハ ンデ ィキ ャ

ップを負 って い る とい わ ざ るをえ ない。 しか しまた 反 面,表 意 文字 処 理 技

術 に成功 す れ ば,単 位 当 た りの情報 伝 達 量 の大 きさや,情 報 伝達 の ス ピー

ドア ンプ,デ ータの 連 想処 理 技 術 等 に お いて大 きな利 点 を有 して い る と も

いえ よ う。

漢字 の イ ン プ ッ トとい う点 につ い ては,漢 字 テ レタ イ プ方 式,和 文 タ イ

プ ラ イタ方式,タ ブ レ ッ ト方 式 な どの フ ル ・キ ー ・ボー ド方 式,配 列 対応

方式,連 想 コー ド方式,文 字 分 解 方式(ス トロー ク方式),マ ル チ ・ス ト

ロー ク方 式(表 示 選 択 方式),カ ナ漢 字 変換 方 式,速 記 入 力方式,OCR

方式,音 声 入 力方式 な ど,様 々の 方式 が 開発 され て い るが,今 後 その 中 の

どれ が主 流 を 占め て い くか は きわ めて 興味 あ る問題 で あ る。 な か で もこれ.

か らは意 味 論 や ソ フ トウエ ア技 術 の発 達 に よっ て,カ ナ漢 字変 換 方 式 が大

き く伸 び て い くもの と思 われ る。

一 方
,漢 字 の情 報 処 理 とあい ま って検 討 を要 す る もの に,漢 字 の 簡 略化

の問 題が あ る。 小 学 生 時 代 よ り漢字 習 得 の た め に要 して い る エ ネル ギ ー,
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_遮____り

欝 欝菰 ∴∵llll:∴日本
語 の情 報 処理 の 問題 で あ る。 現 状 は,リ ダ ンダ ンシ イ(冗 長度)の きわ め

て 多 い 自然言 語 に つい て は,必 ず し もセ マ ンテ ィ ック ス の解 明 が まだ十 分

で な い こ と もあ り,情 報 処理 には な じみ に くいの が実 情 で あ る。 しか し,

将 来 意 味論 の研 究 が さ らに進 み,ソ フ トウエ ア面 の 開発 も進 めば,ロ ジ ッ

クが 明解 で き,冗 長 度 の少 ない 文章 に つ いて は,相 当程 度 ま での 機械 翻 訳

が 可 能 に な ろ う。

と くに,前 述 の 音 声認 識 装置 の実 用 化 が 進 め ば,た ん に ビ ジュア ルな ド

キ ュ メ ン トの 翻 訳 だけ で な く,オ … ラル な 口述 文 の 翻訳 な ど も夢 物 語 りで

は な くな って くるで あ ろ う。

(3)ワ ー ド ・プ ロセ シン グ

欧 米 では,ワ ー ド ・プ ロセ ッサが オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 代名 詞

の よ うに使 われ てい る。 ロ ッキ ー ド社提 供 の経 営情 報 デ ー タ ・ベ ースABI

/INFORMの 中か ら,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンに関す る論 文 の キ 』

・ワー ドを検 索 した と ころ では ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の 出現 率 が46%で

あ った とい う(以 下,通 信34%,タ イプ ライ タ ー14%,CRT12%,端 末

機12%,マ イ ク ロ フ ィル ム10%,デ ィク テ ィテ ング ・マ シ ン10%の 順)

(名 和 小太 郎 氏 資 料)

わ が 国 では,漢 字 イ ンプ ッ トや,自 然言 語 処 理 に ともな う固 有 の問題 点

が あ って,日 本 語 ワ ー ド ・プ ロセ ンサ の普 及 は い まひ とつ思 わ しくないが,

将来 これ らの 問題 点 が解 決す れば 相 応 の普 及 が 期 待 で き よ う。
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5.5.4デ ー タ伝 送 技術 の レベル.ア ップ

(1)デ ジ タル伝送 と蓄 積 交換 型 の デ ー タ通 信

10年 先 に は わが 国 の デ ータ伝送 の 大半 が デ ジタル通 信 化 す る と共 に,

前述 の よ うに国 内 通 信 衛 星 を介 しての 大 量 の画 像 情 報 伝送 が 可 能 に な ろ う。,

ま た デ ー タ通 信 のか な りの部 分 が蓄 積 交換 型 のデ ー タ通 信 とな るため,

非 同 時性 の デ ー タ通 信 が 可能 とな る。 デ ー タ通 信 を相手 側の 在 ・不在 に関

係 な く行 な うこ とが で き,交 信 側 もま た 自分 の都 合 の よい時 にい つ で も蓄

積 さ れ た 内部 を検 索す る こ とが で きる とす れ ば,同 時 的 ビジネ ス ・コ ミュ

ニ ケー シ ョンの非 能 率 性 を回 避す る こ とが で き,相 互 の メ リッ トは きわめ

て大 きい で あろ う。

(2)フ ァク シ ミ リ

デ ー タ伝送 技 術 の 中で も,今 後 ファク シ ミ リは 目ざ ま しい普 及 を とげ る

もの と思 わ れ る。 バ ン ド幅 の コ ンプ レ ッシ ョン ・テ ク ニ ックに よる伝送 時

間 の ス ピー ド ・ア ップは も と よ り,同 報 伝送 機 能,受 信 側 が話 し中の場 合

の蓄 積 機 能,部 先 の 自動 送 別 機 能,レ ーザ ー ・プ リン ター な どを利 用 した

リモ ー ト複 写機 能 な どが 実 用化 す るで あろ う。 と くに帯 域 圧縮 技 術 は,伝

送 ス ピー ドの ア ッ プだけ でな く,伝 送 コス トの低廉 化 を もた ら し,フ ァク

シ ミ リ新 聞の 家庭 配 達 や カ ラ ・フ ァク シ ミ リの実 用 化 も夢 では な くな るで

あ ろ う。

さ らに,OCRや イ メー ジ ・プ ロセ ッサ 等 と フ ァク シ ミ リ技 術 の ハ イ ブ

リッ ド ・ユ ース が普 及 し よ う。 これ に よって,例 え ば 遠 隔地 の 端末 か らフ

ァク シ ミ リに よって送 られ て きた手 書 き文 字 を中央 の イ メ ー ジ ・プ ロセ ッ

サ が解 読 し,コ ン ピュー タに よって デ ー タ処理 を した結果 をま た フ ァク シ

ミ リや レーザ ー ・プ リン タ ーで送 り返 す とい う よ うな こ とが可 能 に なろ う。

金 融機 関 の よ うに,現 在 で も数 千 台の 端末 機 か ら1日 数 百 万件 の トランザ

ク シ ョン を イ ンプ ッ トして い る よ うな ところ では,デ ー タの キ ー ・イ ンに

要 す る体 力は ぼ う大 な もの が あ る。 これ が 手書 き文 字 の イ メー ジをそ の ま
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ま伝 送 した後 コ ン ピ ュー タに イ ン プ ッ トで きる よ うに なれ ば,そ の メ リッ

トは きわ めて大 きい ものが あ る。 リモ ー ト手 書 きOCRシ ス テ ム も,コ ス

ト的 に は 上記 の よ うな シス テ ム には 太 刀打 ちで きな い もの と思 われ る。

5.5.5分 散処 理 システ ム の発 展

今後 の 超LSI技 術 の急 速 な進 展 に よって,現 在 の オ フ ィス ・コ ン ビ=一 夕

が パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ化 す る 日 もそ う遠 くは ない で あ ろ う。

既 往 の 中央 集 中型 情 報 処理 シス テ ム にお い て は,個 別 の現 場 ニ ーズ よ りも本

社 ニ ーズ が優 先 す る こ とか ら くるデ ー タ処理 システ ムの フ レク シ ビ リテ ィの欠

如 がか ね て か ら指摘 され て きた が,コ ン ピュ ー タが 小 型 化,ロ ー ・コス ト化 す

る こ とに よ って 飛 躍 的 に普 及 台数 が増 加 す る とす れ ば,現 場 ニ ー ズの 早期 採 上

げ が よ り実 現 しやす くな ろ う。 ま た リス クが分 散 す る こ とか ら くるバ ック ・ア

ップの容 易 さ とい う点か ら も,分 散 処理 シス テ ムの メ リッ トは 大 きい。

しか し,そ のた め には,素 人 で も容 易 に取 り組 み うる簡 単 な プ ロブ レム ・オ

リエ ンテ ド ・ラン ゲ ー ジの 開 発 や,ア プ リケ ー ショ ン別 の誰 で も使 え るパ ッ ケ

ー ジ ・プ ロ グ ラムの普 及 が望 まれ る
。

これ か らの経 営 に あ って は,「 業務 は 分権,管 理 は集 中 」の経 営が 望 まれ る

が,小 型 で ロ ー ・コス トの マ イク ロ ・コ ン ピュー タは そ の ため に きわめ て大 き

な役 割 りをに な うこ とに な る もの と思 わ れ る。

5.5.6.デ ー タ.ベ ー ス 利 用 の 普 及

ま た 今 後 の 経 営 に あ っ て は,情 報 の 属 人 主 義 か ら属 地 主 義 へ の 転 換 が 必 要 で

あ る。 そ の た め に は,大 容 量 で ロ ー ・コ ス トのDASD(DirectAccessStrage

Device)の 開 発 が 望 ま れ る。 ホ ロ グ ラ フ ィ ソ ク ・メ モ リ ーや ビデ オ ・デ ィ ス ク

な ど の 光 学 系 メ モ リー も,そ の 意 味 で は 大 き な期 待 が 持 た れ て い る。

ハ ー ドウ エ ア ・コ ス トの 低 減 と同 時 に
,デ ー タ ベ ー ス 提 供 サ ー ビ ス の 開 発 や

DBMS(DataBaseManagementSystem)技 術 の レベ ル ア ッ プ(パ フ ォ 一
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マ ン ス や 検 索 技 術 の 向 上)も 望 ま れ る。

ま た マ イ ク ロ ・フ ィル ミ ン グ技 術 も一 層 の 縮 小 化 が は か られ る だ け で な く,

COM(ComputerOutputMicrofilming)に 加 え てCIM(ComputerInput

Microfilming)な ど の 技 術 も実 用 化 の 時 代 に 入 る もの と思 わ れ る。

5.5.7事 務 機 械.端 末 機 の 多様 化

(1)多 機 能 イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン

現 在 あ る 各 種 の 事 務 機 械 は,今 後 単 純 機 の 混 在 時 代 か ら複 合 機 の 時 代 に

入 ろ う。 具 体 的 に は,日 本 語 ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ と フ ァ ク シ ミ リま た は 複

写 機 との 結 合,ロ ー ・コ ス ト手 書 きOCRつ き オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ,

大 容 量 画 像 情 報 フ ァ イ ル と フ ァ ク シ ミ リ ・シ ス テ ムの 連 動 な ど が あ げ られ

よ う。 い わ ば 事 務 機 械 の 高 機 能 化 と 複 合 化 の 流 れ で あ り,コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム との リ ン ケ ー ジ や シ ェ ア ド ・ロ ジ ッ ク に よ っ て,汎 用 化 し た 多 機

能 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・メ テ ー シ ョン の 実 現 で あ る。

恐 ら くは,こ れ ら の ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ンの ほ とん ど が,ロ ー コ ス トの

グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ機 能 と,テ ィ ー チ ン グ ・デ ィス プ レ イ な どの

機 能 に よ る フ ー ル ・プ ル ー フ ・シ ス テ ム に よ っ て,マ ン ・マ シ ンが イ ン タ

ラ ク テ ィ ブ に 会 話 で き る シ ス テ ム とな ろ う。 ま た 同 時 に,各 端 末 や 事 務 機

器 が イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル 化 した 結 果,そ れ ぞ れ イ ン タ フ ェ ー ス

が と りや す くな り,相 互 交 信 可 能 な ネ ッ トワ ー ク構 成 が 可 能 な シ ス テ ム に

な る もの と思 わ れ る。

② 電 話 の 多 機 能 化

と くに 電 話 は,テ レ ビ電 話,3者 通 話 可 能 な 会 議 電 話,出 先 へ の 転 送 可

能 電 話,自 動 コ ー ル バ ッ ク ・シ ス テ ム,割 込 電 話,記 憶 電 話,ク レ ジ ッ ト

・カ ー ド電 話 な ど の 多 機 能 化 が 進 む こ とは も ち ろ ん
,こ れ らの 諸 機 能 の う

ち い くつ か を あ わ せ 持 っ た マ ル チ ・パ ー パ ス ・テ レ フ ォ ン とな ろ う。

さ らに,オ フ ィス 用 の 電 話 の 一 部 は,簡 単 な デ ィス プ レ イ や プ リ ン タ ー
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機 能,ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド読 取 機 能 を 持 っ た デ ー タ ・テ レ フ ォ ン化 す る も

の と思 わ れ る。

5.5.8レ ス.ペ ー パ ー.オ フ ィ ス の 出 現

ア メ リ カで は,す で に マ イ ク ロ ネ ッ ト社 な どの ペ ー パ ー レ ス ・オ フ ィ ス実 験

が 始 ま って い るが,5.2.3節 ドキ ュ メ ン トの 氾 濫 の 項 で も述 べ た よ うに ,わ が

国 で も こ れ か ら は い か に 紙 の 洪 水 を な くす か が 大 き な 課 題 と な っ て こ よ う。 い

わ ば 情 報 の ハ ー ド ・コ ピ ー(フ ォ ン ト)か ら ソ フ ト ・コ ピ 』(フ ォ ン ト)へ の

転 換 と い っ て も よ か ろ う。

OOMな ど に 代 表 さ れ る マ イ ク ロ メ ー シ ョ ン もそ の 一 つ の 解 決 策 で あ る が ,

電 子 メ ー ル ・シ ス テ ム(エ レク トロ ニ ッ ク ・メ ー ル,テ レ メ ー ル,オ ー ト ・メ

イ リ ン グ ・シ ス テ ム な ど)も 一 つ の 方 法 で あ ろ う。 電 子 メ ー ル ・シ ス テ ムは ,

必 要 に 応 じて 何 回 で も修 正 可 能 な うえ,従 来 型 の 同 時 的 ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 非 能 率 性 を打 破 す る 蓄 積 交 換 型 シ ス テ ム と して 欧 米 で 急 速 に 注 目 を

集 め て い る シ ス テ ム で あ る が,そ れ は 同 時 に ま た レス ・ペ ー パ ー ・シ ス テ ム の

代 表 と も い え よ う。

そ の ほ か,会 議 等 で も で き る だ け 紙 を使 わ な い よ うに す る オ フ ィス 映 像 シス

テ ム も今 後 ま す ま す 普 及 して くる も の と思 わ れ る。

わ が 国 で は,ペ ー パ ー レ ス ・オ フ ィ ス の 実 現 は 無 理 と して も,10年 後 に は

少 な く と も 今 よ ・りは 紙 の 氾 濫 に 悩 ま さ れ な くて もす む レス ・ペ ー パ ー ・オ フ ィ

ス に 向 か っ て 一 歩 で も前 進 さ せ る必 要 が あ る
。

5.5.9デ シジ ョ ン.サ ポ ー ト.シ ス テ ム

1990年 代 は,販 売 管 理 や在 庫 管理,支 店 や事 務 所 の業 績 管理 な どの コ ン ピ

ュ ータ化 が一 層 進 む 結果,各 種 の 管理 情 報 や 例外 情 報 の 把握 が い っそ うや り易

くな るで あ ろ う。 顧 客 管理 に つい て も,顧 客 に 関す る重 要 な情 報 が いつ で も電

子 ファ イルか ら取 り出せ る よ うに な る もの と思 われ る。
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自分や 上 司 ・部下 の ス ケジ ュ ール管理 や会 議室 ・自動 車等 の 共 有 財産 管 理 も

電 子 ファ イル化 さ れ て デ ィス プ レ イ ・ター ミナル で ス ケジ ュ ールの 調整 を行 な

うこ とと なろ う。

社 員の研 修 や教 育 ・訓練 もCAIや ビジネ ス ・ゲー ムが ふん だん に採 り入 れ

られ て,コ ン ピュー タ ・シス テ ム を抜 きに した研 修 は考 え られ な い時代 に入 っ

て い くもの と思 われ る。

H・ サ イモ ンの い わ ゆ る ノ ン ・ス トラクチ ュア ド(非 定型 的)な 意 思 決 定 は

と もか くと して,少 な くともス トラクチ ュ ア ド(定 型 的)な 経 営意 思決 定 に つ

い て は,相 当程 度 にMS(マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ンス)技 法 を駆 使 した予 測 や

シ ュ ミレー シ ョン ・モ デ ルが 実 用 化す るに い た ってい るで あろ う。 い わ ゆ る ミ

ドル ・マ ネ ジ メ ン トや プ ロフ ェ ッシ ョナル(専 門 職)向 け のDSS(デ ン ジ ョ

ン ・サ ポ ー ト ・システ ム)の 実 用 化 で あ る。

5.5.10EFTS(ElectronicFundTransferSystem)

10年 後 には,企 業 の内 ・外 共 い わゆ るEFTS(電 子振 替 決 済 シス テ ム)

が か な り普 及 しよ う。 社 内 的 には,給 与 の銀 行振 込,経 費予算 や 出張 旅 費の コ

ン ピュー タ ・イ ンプ ッ トに よ る精 算 シス テ ム,磁 気 カ ー ドに よる社 員食 費 シス

テ ム な どの普 及 で あ る。

ま た,社 外 との 関係 にお い て も,売 掛 ・買 掛 金 の オ ン ライ ンま たは磁 気 テ ー

プ交 換 に よる決 済,EFTSに よる銀 行 の 資金 決済,値 入 で も磁 気 カー ド1枚

に よる キ ャ ッシ ュレス ・シ ョッ ピングや バ ンキ ン グ ・バ イ ・フ ォー ンの時 代 が

実 現 す る もの と思 わ れ る。
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5.6オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン の 効 果 と 問 題 点

5.6.1オ フ ィ ス.オ ー トメ ー シ ョ ン の 概 念

以 上 の よ うな オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 将 来 像 に つ い て は,定 義 す る 人

に よ っ て い ず れ も微 妙 な 相 異 が あ る もの の,い ず れ も イ ン テ リ ジ ェ ン ト化 さ れ

た ロ ー カル ・シ ス テ ム を 結 合 した 分散 処 理 型 ネ ッ ト ワ ー ク と い う点 で は 共 通 の

イ メ ー ジが あ る よ うに 思 わ れ る。

例 え ば,図5-13は,SRIイ ン タ ナ シ ョナ ル が 想 定 し た 将 来 の オ フ ィス

・オ ー トメー シ ・ン像 で あ り,図5-14は,日 本 電 子 工 業 振 興 協 会 が ま と め たF

OS(フ ユ ー チ ャ ・オ フ ィ ス ・シ ス テ ム)の 概 念 図 で あ る。 ま た 図5-15は,

松 下 垂 直 氏 に よ る オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 発 展 過 程 を 図 示 した もの で あ

る。

PcrsnfialWor`31● こi㎝

prlncipnl

etφ

clerical

図5-13将 来 の オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョン

(SRIイ ンタナシ ・ナル資料 より)
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5.6.2オ フ ィ ス.オ ー トメ ー シ ョ ンの 効 果

オ フ ィス ・オ ー トメ 』 シ ョ ン の 効 果 に つ い て,1978年9月 のEDPア ナ ラ

イ ザ ー は 次 の5点 を あ げ て い る。

① い わ ゆ る電 子 メ ー ル シ ス テ ム に よ り,各 人 は,い つ で も 自分 の 都 合 の 良

い 時 間 に メ ッセ ー ジ を受 け,応 答 す る こ とが で き る の で,時 間 の 管 理 が や

り易 くな る。

② デ ー タ や メ ッ セ ー ジ が 電 子 的 に 蓄 え られ る こ とに よ り,い つ で もか つ ど

こ か らで も ア ク セ ス し易 くな る。

③ マ ネ ジ ャ ーは,プ ロ ジ ェ ク トの フ ァ イ ル な ど を 見 た い と き に す ぐ見 られ

る。

④ 人 々 は 自分 の 仕 事 振 りが マ ネ ジ ャ ー に い つ で も 見 られ る よ うに な って い

る とい う だ け で 能 率 が 上 が る。

⑤ 現 在 は オ フ ィス の コ ス ト管 理 は 実 質 的 に ア ウ ト ・オ ブ ・コ ン トロ ール で

あ る が,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン に よ っ て そ れ が 可 能 に な る。

そ の 結 果,ブ ー ス ・ア レ ン ・ア ン ド ・ハ ミル トン社 に よ っ て,1978年 か ら

1988年 間 の 間 に,ア メ リ カの オ フ ィス に お い て 約3,000億 ドル の 経 費 節 約

が 可 能 に な る だ ろ う と予 測 して い る 。(図5-16)

(単 位10億 ドル)
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導 入 した場合

1984|9861988年

図5-16米 国 の ホ ワ イ ト ・カ ラ ー に 費 さ れ る

直 接 コ ス トの 今 後 の 動 向(BoozAllen&Hamilton)
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ま た,ブ ー ス ・ア レ ン社 は,ア メ リカ の シ ニ ア ・マ ネ ジ メ ン ト約500名 に

オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査 を 行 な っ た が,そ の 結 果

を 表5-1に 示 す 。

表5-1オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン の 利 点

全管理者
成功 した経験

を持つ管理者

① 意思決定の プロセ ンが改善 され る 77% 90%

② 管理職 ・専門職 の生産性が向上する 67%
.

70%

③ 事務職の生産性が改善 され る 54% 70%

④ 競争体制が強化 される 48% 67%

⑤ コ ン ピ ュ ー タ コ ス トが 削 減 され る 37% 41%

⑥ シス テ ム開 発 サ イク ルが短 縮 され る 35% 34%

⑦ 管理責任 の明確 化 32% 35%

⑧(会 社)資 源の利用率改善 26% 34%

⑨ 外 部 か らの レポ ー ト要 求 充 足 22% 22%

SRIイ ン タ ナ シ ョナ ル は,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンが マ ネ ジ ャ ー ・ク

ラ ス の 生 産 性 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て,図5-17の よ うに ま とめ て い るが,こ れ

に よ る と,従 来8時 間 を 要 し た オ フ ィス ・ワ ー ク が,オ ー ト メ化 さ れ る こ とに

よ っ て,2時 間45分 の 節 約 が 可 能 に な っ た と報 告 して い る。
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生 産 性 に 及 ぼ す 影 響

(SRIイ ン タナシ ョナル資料 より)

}

5.6.3オ フ ィ ス.オ ー トメ ー シ ョ ン の 今 後 の 課 題

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 問 題 点 に つ い て,前 述 の ブ ー ス ・ア レ ン ・ア

ン ド ・ハ ミル ト ン社 の ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果 は 次 の よ うに な っ て い る 。

表5-2 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 関 す る

に 関 す る ユ ー ザ ー の 問 題 意 識

問 題 点 回 答

ビジネ ス とシス テ ム ・プ ランニ ン グが しっ く り結 び つ い
① て

い な い
61%

② 内部的 に経験が不足 している 61%
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問 題 点 回 答

ハ ー ドウ エア ・ソ フ トウエ アが ま だ技 術 的 に熱 して い

③ な
い

56%

非 現 実 的,ま た は エ ン ド ・ユ ーザ ーに 大 きな抵 抗 が あ④

る
39%

⑤ システ ムの役割 がせ ま い 31%

⑥ 役割 と責任が不明確 28%

以 上 の 問題 点 の うち,と くに今 後 の課 題 と して あげ られ る もの は,文 字 ・図

形 処理 ・音 声 入 力 ・日本語(と くに 自然言語)処 理 と漢字 入 力 ・自動 翻 訳 ・連

想 機 能や 推論 機 能,学 習機 能 な どを備え た コ ン ピュー タ ・シス テ ム,非 専門 家

向け のPOLラ ンゲ ー ジや豊 富 な ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの 開 発 な どの

諸 技術 で あ ろ う。

また,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン機 器 に つ い ては,特 別 の知 識 や バ ックグ

ラ ウン ドが な くて も使 え る よ うな マ ン ・マ シ ン ・イン タ フ ェ ース と,イ ン タ ラ

ク テ ィブ な会 話 の で き る機 械 の 開発 が望 まれ る。 そ の 意 味 で は,人 間工 学 や行

動 科 学的 な ア プ ロー チ も必要 に なろ う。

さ らに,各 種 イ ンテ リジ ェ ン ト多機能 ワー ク ・ス テ ー シ ョンは,ネ ッ トワー

ク機 能 に よる相互 接 続 を前 提 とす るた め,標 準化 と機 密 保護 機 能 の 充実 が望 ま

れ る。

最 後 に,こ の点 に つ いて は楽 観 祝 して よい か も しれ ない が,機 器 の一 層 の コ

ス ト ・ダ ウンが あげ られ よ う。 現 状 ワー ド・プロセ ッサー1台 の値段が約6000

ドル と,通 常 の タ イプ ラ イタの約10倍 以 上 す る よ うで は,オ フ ィス ・オ ー ト

メー シ ョン とい って も飛 躍 的 な普 及 は期 待 で き ない か らで あ る。
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